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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　桜さくら沢ざわいづみ
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登場人物紹介


●グレン・ユーク（16）


かつて一年ほど自室から一歩も出られない引き籠もり生活をしていたが、現在は部屋の中どころか、国さえ飛び出し、放浪の旅を続けているわりと極端な青年。元孤児。





●オブシディアン（１）


とある儀式の為に地上に降り、グレンと契約をかわすことになった猫耳メイド剣精。性格は明るく、甘えん坊。そしてヤキモチ焼き。グレンの相棒になることに執拗にこだわる。





●メグ・ローズハート（15）


グレンと同じ孤児院出身の赤髪の少女。常に明るく、委員長タイプ。容姿良し、料理洗濯炊事良し、頭良し、性格良し、運動神経良しの万能少女だが、ときおり暗い表情を見せることもある。





●イレイザーレイン（１）


メグと契約をかわしている剣精レイダー。週に五分しか起きない怠慢幼児キャラだが、持ち能力が【寝ダメした時間に比例して、使用者の身体能力を倍化する】というものなので今では誰も文句がいえない。





●ロザリー・リンド（16）


剣のような美貌を持つ、絶世の麗人。かつてグレンに想いを寄せていたが、グレンはロザリーを美男子と認識しており、結果的にその認識のズレが原因で失恋。現在は和解し、友人として関係を再開させている。





●サーペンティアン（１）


ロザリーと契約をかわしている剣精レイダー。満一歳だが、何故か七、八十歳風の容姿をしており、実際膝等にかなりのガタがきている。癇癪持ちで、機嫌良く話していた一秒後に激怒したりするので全員に敬遠されている。





●ツバサ・クロクワ（14）


ロザリーに雇われている、《かつて影の国から来た一族の末裔》、影かげ子こ。影に潜るなど、不思議な技を多数使う。ロザリーを敬愛しすぎる傾向にある。自分のルーツである影の国《クロクワ》に興味を示す。





●キャッツアイ（１）


ツバサと契約をかわしている剣精レイダー。かなり狂犬的な性格で、目の前のものに即不満を持ち、その二秒後には蹴りを入れている。但し主が変わり者なので、いくら蹴っても彼女の労働環境が改善されることはない。





●ライエル・ヒート（20）


『王道』の異名をとる、国内最強の英雄的傭兵だったが、剣精試練で最愛の主を失い、その後豹変、ログレスを滅ぼそうとする。現在は、王女を蘇らせる為、《七週目》に所属。





●エメラダ（８）


世界を現在より一周前の世界〝七周目〟に戻そうとする組織《七周目》の大将の少女。過去の世界の遺物を自由に使いこなす能力を持つ。七周目時代から、ライエルに憧れていた。





●ミザリィ・ログレス（18）


ログレス国第三王女の称号を持つ、正真正銘のプリンセス。剣精試練レイダー・ゲームに参加しており、そこでグレンと交流を持つようになるが、ログレス城で起きた国家転覆事件で死亡。
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　プロローグ







　残されたのは、一人の、気弱な少女だった。


　いや──そのハズだった。





　畳たたみにちゃぶ台が置かれた、四よ畳じよう半はんの、ひどく貧びん乏ぼう臭くさい部屋。


　そこに、コバルトブルーの髪かみをした、七、八歳くらいの少女が立ち尽つくしている。


《七周目セブンス》の大将、エメラダ。


　エメラダは、つい数秒前まで、青い髪の男と、赤い髪の少女が立っていた──そして今はもう誰だれもいない場所を見て──


「こ……これでよかった……のかな」


　不安そうな表情で、ボソリと呟つぶやいた。


　一応、ここまでは、何もかもが、計画通りだ。


　八周目の世界・人間は、既すでに自分の組んだプログラムで消去デリート済みだし、グレンとメグも、もうこの場を離はなれた。


　後は、自分の想い人、ライエル・ヒートをアレンジしてここに再誕させ、今後暮らしていけば、それで計画完かん了りようだ。ここまで、自分は順調にきている。


　しかし、にも拘かかわらず──エメラダの不安は晴れなかった。それどころか、時間が経つにつれ、本当に自分のやったこと──例えば自分とメグのわがままのためだけに、八周目に暮らしてた人間すべてを消したこと──が正しかったのか、ますます不安になってくる。


　メグは大だい丈じよう夫ぶといったが。これで本当によかったのだろうか……？


　八周目の人間全員を殺して、自分だけこのままライエルとここで暮らす、本当にそんなことが、許されるのだろうか……!?


「で、でも」


　と、エメラダ。


「……そうでもしないと、ライエルわたしのこと見てくれないから……だから……わたしは……」


　それは完全に自分にいいきかせるためのいいわけだったが、それに気づかず、エメラダは震ふるえながらそんな言葉を口にする。


　と──その時だった。


　エメラダは、手の中にあったノート型の装置を、震えのあまり思わず床ゆかに取り落とす。


　瞬しゆん間かん。


　カランッ。


　ガタンッ！


　エメラダの耳に、二つ、物音が飛び込んできた。


「……え？」


　エメラダは、目を丸くする。


　この空間の主である、八人の委員会は全員消去デリートしたし、グレンとメグも、既に新しい世界へ転送した。


　今、ここには、自分以外は誰も存在していないはず──！


　なのに今、明らかに自分の背後から物音がしなかったか──!?


「そ、そんな…………だ……だれ？」


　エメラダは、もともと青白い顔を、ますます白くしながら、恐おそる恐る物音が鳴ったほ


う、〝フスマ〟と呼ばれる紙製の扉とびらに向かって呼びかける。


「だれ？　だれか──いるの？」


　もう一度、呼びかけるエメラダ。





　どんっ！





　返事の代わりに、鈍にぶい破は裂れつ音が鳴なり響ひびき、エメラダの身体からだがその場から吹ふき飛とんだのは──その瞬間だった。




　シナリオⅠ・〝内通者〟







「うぅ……？」


　特に外傷があるわけでも、出血しているわけでもなかったが、エメラダは、まるで見えない巨きよ大だいな手に張り飛ばされ、そして地面に組くみ伏ふせられたような状態になっていた。


　床に這はいつくばったエメラダは、苦しげにうめきながら、ますます頭を混乱させる。


　誰もいないはずなのに、自分は攻こう撃げきまで受けている──!?　何な故ぜ？


　ザッ、ザッ…………


　そんな中、身体の自由がきかないエメラダの耳に、静かな足音が聞こえる。


　音は、思いのほか近くから聞こえていた。


　閉まっていたはずのフスマは開き、エメラダを張り飛ばした人物は、既に部屋の中に入ってきているらしい。


　ザッ、ザッ、ザッ──。


　そしてその人物は、エメラダの手前でピタリと立ち止まると、少しかがんで、床に転がっているある物を拾い上げた。


　それは、先刻エメラダが床に取り落とした、ノート型の装置。


「やっとこの時が来た……」


　そして、その装置を拾い上げた人物は、訥とつ々とつと、しかしその装置に対する愛着をにじませるような低い男声で、小さくそう呟いた。


　エメラダは、その声の主を見ようと、顔を上げようとする──が、例の見えないチカラに押さえつけられ、やはり顔を上げることができない。


「ごくろうさま。君のおかげだ。エメラダ」


　そんなエメラダに、男は、優しく労ねぎらいの言葉をかけた。


「やはり君達を《七周目セブンス》に仕立て上げて、支し援えんしてきたのは正解だった」


（あっ……！）


　その一言に──エメラダは小さく声をあげた。


　そうだ──エメラダは思い出す。


　自分、グレン、メグ、……以外に。もう一人だけ。この空間にいてもおかしくない、いや、むしろ、ここにいないほうが不自然な人物がいた。


　それは、エメラダやロンを、世界改変の波から掬すくい取り、《七周目セブンス》が設立できるよう手を貸し、剣精試練レイダー・ゲーム委員会の情報を内部から流し続けた人物──〝内通者〟。


　エメラダは、頭上の人物が〝内通者〟だと確信する。


　しかし不可解なのは、その〝内通者〟が、味方であるはずの自分を攻撃し、何故装置を取り上げるようなことをするのか──？


　エメラダは、急速に、嫌いやな予感を覚える。


　そしてエメラダの嫌な予感は的中した。


「これでようやく僕も役目から解放される……」


　男はどこか嗄かれた声でそう呟き、装置に手を伸のばした。





　男は、装置の、どこをどう操作したのか。


　ブンッ！　部屋の中央に、エメラダの目の前に、立体的な映像が出現した。


　そして、そこに映し出されているのは──青い髪の青年、グレン・ユーク。そして赤髪の少女、メグ・ローズハート。


　二人は、どこか海辺の、小さな島のようなところで、グレンは無表情に、メグは満面の笑みで立ち尽くしている。


「これが君達が創った、九周目の世界、か……。いいね。でも残念だけど。この九周目の世界も、まもなく消える」


　その映像を見ながら、事もなげにいう男。


「え……!?」


「ほら。既に世界の輪りん郭かくが歪ゆがんできているだろう？」


　なおも言葉を続ける男。するとなるほど、男のいうとおり、部屋に浮うかび上がっているグレンとメグの映像が、徐じよ々じよにぐにゃりと、目に見えて歪み始めた。


「な、なにをするの──やめて!?」


　あそこには、グレンとメグが──世界にかろうじて残っている二人がいるのだ──エメラダは押さえつけられながらも、必死に抵てい抗こうした。


「やめてといわれても、今僕が直接手を下してこうなってるわけじゃない」


　さらに歪んでいく映像を見ながら、男は淡たん々たんとした口調でそういい放つ。


「君達が、僕の渡わたしたフラッシュメモリを装置にさした瞬間。こうなることは、もう決まっていたんだよ」


「ど……どういうこと……!?」


　エメラダには理解できなかった。男は肩かたをすくめる。


「君達の手に渡したフラッシュメモリには、すべて、ウィルスが入っていた。装置にメモリがささった瞬間、装置本体を攻撃し、二度と立ち上げられないよう、完全に破は壊かいするウィルスを、僕が入れておいたんだ」


　ということは──自分達は利用されていたのか？


　真相を聞いたエメラダは呆ぼう然ぜんと目を見開く。


　ここまで《七周目セブンス》は、〝内通者〟のアドバイスに従い、七周目に戻もどるため、委員会や装置との接せつ触しよくを目指し、活動してきたが……


　それはすべてウソで。要は、この男が作ったウィルスを、装置に流し込むため、自分達はここまで旅をさせられていたのか……？　何故……？


　まだうまく事情が飲み込めないエメラダに、男は続けた。


「ウィルスによって装置がダウンすれば、世界も同時に消しよう滅めつする。データが膨ぼう大だいだから、多少時間はかかったが……君達が創った九周目も、そして、この部屋も。そろそろ、すべてが、無に返るはずだよ」


「な、何故……そんなことを？」


　その告白は、エメラダには、当然理解できなかった。


「そんなことをしたら、あなたも消えてしまう……！」


「もちろん。でもそれでいい。だってそれが、僕の唯ゆい一いつの望みなんだから」


「…………！」


　エメラダは絶句した。


　そして後こう悔かいした


　世界が──消える？


　正直、エメラダには今まで、たとえ世界を変えても、〝装置〟さえあれば、いざとなれば誰だれかがどこかで元に戻してくれるような、そんな甘い認識を心のどこかに持っていた。


　しかし今度はその装置も壊こわれ、世界そのものが、大本から消えると目の前の男はいっている。自分達が、フラッシュメモリをさしたせいで。


　そうなったらもう──とりかえしがつかないではないか!?


　エメラダはここにきて、ようやく事の重大さを理解し。その場で、一気に、がむしゃらに暴れ始めた！　世界を消させるわけにはいかない。


「お、作業が完かん了りようしたみたいだ。あと一○秒」


　しかし、もう、なにもかもが手て遅おくれだった。


　装置のディスプレイを見ながら、男は淡々と告げた。


「あと一○秒で、装置のデリート作業は終しゆう了りようする」


　男は、装置を床にそっと置き、いう。


「九、八、七……長かった……けど……ようやくこれで、僕の長い戦いも終わる」


「くっ……ま、待って……！」


　エメラダは、装置を止めるべく、必死に自分を押さえつける圧力に抵抗した。いままでやったことのないくらい、はしたなく、がむしゃらに暴れるが──しかしエメラダは動けない。エメラダが全力で暴れても、その身体は、ほんの数ミリも動かない。


「六、五、四、三、二、一……」


　そして、一○秒は、無情にあっさりと経過した。


「……お別れだ。さよなら、エメラダ」


　男は満面の笑みを浮かべ──エメラダは目をきゅっと固かたく閉じ──


　そして世界は──





　　　　†




「……」


「……」


　一○秒を過ぎた後も。


　世界は、未だに、そのまま、そこに存在していた。
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「……」


「……」


　シン──。


　エメラダと、男。二人がいる四よ畳じよう半はんの部屋に、沈ちん黙もくが降りる。


「バ……バカなっ!?」


　青ざめた顔で先に沈黙を破ったのは、男のほうだった。


　男は、慌あわてて装置を拾いなおし、ディスプレイを覗のぞき込む。そして──絶句する。


「プログラムエラー？　予期せぬデータが存在……だと？」


　滝たきのような汗あせをかきながら、しかし男はなんとか気をとりなおすように、装置をがむしゃらに操作し始める。


「……？？？」


　エメラダは、何故そんなに男が慌てているのか、そして何故、まだ自分達が消えないでいられるのか、理解できない。


「クソ……どこで……どこかに問題があるはずだ……！」


　そんな中、男は猛もう烈れつな速度で装置のキーをタッチしているが──しかしこの状じよう況きようを巻き起こしている原因には、辿たどり着つけない──。








　ここでしばし、物語の時計の針は、逆方向へと回っていく。





　事件は、これより、一月半前。グレンとディアが初めて出会った同じ時間。


　ログレスの隣となり、魔ま導どうの国マギサにて、静かにその幕を開けていた。





　これは、剣精試練レイダー・ゲームに翻ほん弄ろうされた、もう一つのチームの物語。


　世界の命運を巡めぐる物語に遅おくれて合流する──最後の登場人物達の物語。




　シナリオⅡ・魔ま導どうの国の少女─（上）







　そこは──奇き妙みような空間だった。


　縦横数十センチ程度の大きさしかない、卵の中のような、暗い空間。


　そこに、その少女は佇たたずんでいた。


「はぁぁ……。ウチは……ウチははよ、あなた様に会いたいです。アッシュ様……」


　身長一○センチ程度。上ずった声でそう呟つぶやく、蜂はち蜜みつ色の髪かみの少女の名は、マリー。


　マリーはこの一年、とある瞬しゆん間かんをずっと待っていた。


　好きで好きでたまらない相手──一年前から恋こい焦こがれている〝灰色の髪の少年〟と会える瞬間を、ずっと待っていた。


　ヴゥゥゥゥン……。


　と、その時、唐とう突とつに、マリーの横に転がっていた、マリーの背せ丈たけほどもある『紙』が振しん動どうした。


「きた……きたでぇ！」


　マリーは目を輝かがやかせ、自分の横に転がっている『紙』に飛びつく。


　マリーの期待通り、『紙』には、こんなことが書かれていた。












　大変お待たせいたしました。試練ゲーム開始の準備が整いましたので、剣精試練レイダー・ゲームを、始めさせていただきます。


　各剣精レイダーは、自分の主と合流できる様、運命操作ポイントへ移動し、そこで自身を凍とう結けつ状態に移行させてください。


　あなたの運命操作ポイントは、マギサマジックアカデミー図書室、座ざ標ひよう軸じく、Ｍ─Ｋ─３５６６７です。


　あなたと主が健全な関係を築けることを、そして剣精試練レイダー・ゲームで素晴らしい活かつ躍やくをしてくれることを我々一同は期待します。




剣精試練レイダー・ゲーム委員会














「おっしゃ……！　今いくからな。待っててな……アッシュ様。ご主人様……！」


　鼻息荒あらく、髪をかきあげ。


　そしてその少女──【剣精レイダー】マリー・ガーネットは壁かべを蹴け破やぶり、外の世界へ飛び出した──！





　　　　†




　ほぼ同時刻──


【魔導の国】マギサにある、マギサマジックアカデミー、東校舎三階、三─Ａ、通常教室内。


　既すでに授業は終了し、人影もまばらなこの放課後のその教室に──一人の、しかめっ面の少女が座っていた。


「バカだなぁ。……私」


　そのストロベリー色の髪をした、背の高い少女は、机に頰ほお杖づえをつき、後悔するように呟く。


　少女の名は、クリスタ・キャロル。


　マギサマジックアカデミー学生番号三五六、この学園に通う平へい凡ぼんな？　魔導学園生の一人である。年ねん齢れいは一五。


　学年は三年。アカデミーは三年制なので、クリスタは一応最終学年の生徒であった。


　さて、アカデミー三年という、前ぜん途と洋よう々ようたる時期を生きているハズの若者、クリスタは、何な故ぜ昼間っから顔をしかめたりしているのか。


　それは、クリスタの机の上に置かれている、とある物体が原因だった。


「何も知らないで、こんなこと書いちゃって。アンタが思うほど……人生甘っちょろくないのよ！」


　クリスタは苛いら立だたしげに呟くと、


　ぐしゃ！


　机の上の物体を握にぎり潰つぶし、そのままゴミ箱へ放り投げようとする。


　が。


「オーッホッホッホ！　ねぇねぇクリスタ。これ見てちょうだいな！」


　──そんな瞬間だった。


　クリスタの背後から、いきなりそんな声がかけられた。


　チィッ……クリスタは舌打ちしたい気分を抑おさえながら、さりげなくスローイング体勢に入っていた腕うでを下ろし、素早く声の方へ振ふり返かえる。


　振り向むいた先にいたのは──ヘアバンドで金きん髪ぱつをすべて後ろに流した、気の強そうな、少し額の大きな少女。


　アンジェラ・レオニダス。


　クリスタの所属する三─Ａの学級委員長にして、このクラスで──いや、この学園で最も権力を持つ少女。


（やだ……こんな時に、一番厄やつ介かいなヤツに声かけられちゃったわ）


　急速にうんざりした気分になるクリスタ。


　しかし、仕事は仕事である。クリスタはその瞬間きっぱり満面の笑みを浮うかべ──


　甘ったるい声でアンジェラに応こたえた。


「きゃあ！　アンジェラお姉さま！　そんなとこにいらっしゃったんですか？　クリスタ嬉うれしい！」


　異様にキャピついた態度で返事をするクリスタ。〝ゆるふわスイーツ系〟。クリスタは、アンジェラと接する時演じているキャラクターを、自分でそう称しようしている。


「クリスタ嬉しいって……もう、一五歳にもなるっていうのに、相変わらずあなたの脳はお花畑ですわね……」


　そんなクリスタの演技に騙だまされたアンジェラは、呆あきれたように嘆たん息そく。


「てへっ」




[image: ]


「そのおバカキャラが、たまに羨うらやましくなりますわ。とにかく、いいからこっちにきてくださいな」


「はぁ～い♪」


　満面の笑みを浮かべながら、先ほど捨てようとした手の中の物を隠かくすようにキツく握り締しめ、クリスタはアンジェラのほうへ向かう。


　そして向かいながら──クリスタは、内心、舌打ちしていた。


（チッ、疲つかれる……。おバカキャラって。あなたが自分に従順な犬しか認めないから、こっちも調子あわせてるんでしょうが……！）


　誰だれのせいでこんなバカを演じるハメになってると思ってるんだ……!?　思わず毒づきたくなるクリスタ。


　しかしそれでも、クリスタは、アンジェラの機き嫌げんだけはそこねるわけにはいかなかった。


　アンジェラの家、レオニダス家はマギサ有数の大だい富ふ豪ごうで、さらに、マギサマジックアカデミーのスポンサー。


　そこの一人ひとり娘むすめであるアンジェラは、当然、学園関係者に凄すさまじい数の味方を持っているし、アンジェラを敵に回すということは、学校全体、それどころかマギサ社会の一部を敵に回すということになるのだ。


　平へい穏おんな学園生活を送りたいクリスタにとって、そんな事態だけは、石にかじりついてでも避さけたかった。


「それで、なぁに？　お姉さま★」


　アンジェラの横にならびながら、無理やり嬉しそうな笑みを浮かべていうクリスタ。


「フフフ。これ見てくださいな」


　そしてそんなクリスタに、アンジェラが見せたのは──一枚の紙。


【進路調査票】


　その紙の冒ぼう頭とうには、そんな文字が書かれている。


　そして、その紙は、その日、三─Ａの生徒に配られた、三年間通して使う進路調査票だった。


　ただし、その進路調査票の氏名欄らんに書かれている名前は、アンジェラの名前ではない。


　チカ・テレジア。


「…………」


　事情を把は握あくした瞬間、クリスタは、さっきの四倍、うんざりした気分になった。


「えーと。お姉さま。それはチカの進路調査票じゃないんですかぁ？」


　視線を教室の隅すみ──机につっぷして肩かたを震ふるわせている、黒くろ髪かみの少女へ向けつつ、しかしあくまで満面の笑みで確認するクリスタ。


「そうですわ。チカの進路に興味あったから、ちょっと貸してもらったの」


「えーと。ちょっと借りただけにしてはチカ、泣いてるみたいですけどぉ？」


「ええ。あんまりわたくしに見せるの嫌いやがるから、脅おどしてやったんですわ。逆らうとあなたを退学にするって。まったくいい気味ですわよね。わたくしに逆らうなんて……一○五年早いですわ」


　ニッ、と口くちの端はしをつりあげて、搾さく取しゆする側の人間のみが浮かべることができる、歪ゆがんだ笑みを浮かべるアンジェラ。


（はぁ……）


　本当にくだらない……クリスタは心底そう思った。


　いい年して、権力を笠かさに着てやりたい放題やるこの女も、それにあっさり屈くつして、ただ泣くだけのチカも、そしてそんな状じよう況きようをただ指を咥くわえてみてるだけの自分にも──すべてに対し、頭痛がするくらい、イライラしてくる。


「そんなことよりクリスタ。あのコ進路調査票になんて書いたと思う？　これが傑けつ作さくですの」


　嘲ちよう笑しようを浮かべながら、アンジェラはクリスタにチカの進路調査票を見せようとしてくる。


　嫌がるチカの進路を見るのは気が咎とがめたが──内心、少し興味はあったし、何より、ここでアンジェラの話にノらず、機嫌をそこねるわけにもいかない。


「はい♪　見せてくださいお姉さま～」


　見事にコントロールされた笑顔で、クリスタは差し出されたチカの進路調査票を覗のぞき込む。


　その進路調査票には、チカの、一年の前期の頃ころから、五期分の希望進路が書き込まれていた。









進路調査票


氏名　チカ・テレジア


一年前期希望進路……【未定】


一年後期希望進路……【未定】


二年前期希望進路……【未定】


二年後期希望進路……【未定】


三年前期希望進路……【舞ぶ台たい女優】












「え……えぇぇぇ……？」


　その進路希望──特に今期、三年前期の進路──を見たクリスタは、さすがに目を丸くした。


『舞台女優』


　それは、マギサ国が主しゆ催さいする歌唱中心の舞台で、踊おどり、演じ、そして歌う、マギサの全女性がなれるものなら一度はなってみたいと願う、花形の職業である。


　しかし、


「何っ……考えてんの……!?」


　クリスタは思わず、歯は軋ぎしりしながら、苛立たしげに呟つぶやいた。


　当たり前だが、華はなやかな職業であればあるほど、そこに辿たどり着つける人間はほんの一ひと握にぎり、選ばれた人間のみになってくる。


　そして残念ながら、クリスタが見る限り、チカには、その資質の欠片かけらも見受けられなかった。


　いつもボサボサな黒髪の地味な容姿。オドオドビクビク社交性ゼロの性格。真ま面じ目めな割には成績もさほど良くない要領の悪さ。


　チカはむしろ、この学園で最も『舞台女優』になれそうにない人物、といってもいいほど、真逆のキャラクターの持ち主だったのである。


「まったく。わたくしならともかく。チカみたいな平民出、しかも、とりたてて可愛くもないような子が『女優』になんてなれると思ってるのかしら？　身の程知らずにも程がありますわ。オーッホッホッホ！」


　口元に手をあてながら、嘲笑するのは、クリスタの隣となりのアンジェラ。


（まったく……だわ……！）


　この時ばかりは、クリスタもアンジェラに同調した。


（あんたって、昔からそうだった。


　三年にもなって、夢が『女優』って……。そりゃ昔は、みんなそんな夢持ってたけど。そんなのみんなちゃんと卒業して、自分の現実と向き合って、毎日戦ってるんじゃない！


私だって……私だってそうしてるんだから！）


　頭に血をのぼらせたクリスタは、ぶんっ！　納得のいかないように、近くにあった机に拳こぶしを打ち下ろす。


　ゴガァッ！


　するとその打だ撃げきは、静かだった教室内に、思いのほか派手な音を響ひびき渡わたらせた。


（あ。し……しまったわ……！）


　我に返ったクリスタは、自分が怒いかりに任せて痛つう恨こんのミスをしてしまったという事実に気がついた。


　いきなり机を殴なぐりつけるなど、ここまできずきあげてきた自分のゆるふわスイーツキャラのイメージが台無しではないか……。


　シーン……。


　周囲を見み渡わたすと、予想通り、いきなり癇かん癪しやくを起こしたクリスタの行動に、室内は完全に静まり返り、驚おどろいたアンジェラ、そしてチカが、啞あ然ぜんとした顔でクリスタを見ていた。


「ク……クリスタ……？　どうかしましたの？」


　そんなクリスタに、恐おそる恐るという雰ふん囲い気きで尋たずねるアンジェラ。


「い、いえ……その……ホホホ。なんか指がカユくって！」


　無茶すぎる言い訳をぶち込むクリスタ。


「……はあ？　指がカユいと机を殴りつけますの？　あなたは？」


「は、はい。ものすごくカユい時は！」


「…………」


「…………」


「そうだ！」


　クリスタは、引きつった笑顔でぽん、と手を打ち、強引に話を終わらせた。


「私、今日図書室に寄らなきゃいけないんだった★　お姉さま、先に帰っちゃってくださいな！」


　当然、図書室に用事なんざあるわけがないのだが、これ以上余計なことをいってボロを出すわけにはいかない。クリスタはそそくさと教室から脱だつ出しゆつすることにした。


「ではごきげんよう、みなさま！」


「え!?　ちょ、ちょっと、クリスタ!?」


　アンジェラが困こん惑わくした様子で呼び止めていたが、クリスタは聞こえないフリをし、ダッ！　そのまま脱だつ兎との如ごとく自分の教室から逃にげ出した。





　　　　†




「あ～、危なかった……」


　人気のない図書室へ逃げ込んだクリスタは、ひとまず本ほん棚だなによりかかりながら、自分の額の冷ひや汗あせをぬぐった。


「なんか変に逆上しちゃったわ……。間ま違ちがいなく、コレが原因ね」


　クリスタは、ずっと握にぎり締めていた右手を開いた。そして、そこにある物体──教室でクリスタがゴミ箱に捨てかけていた物体──に忌いま々いましげに視線を落とす。


【進路調査票】


　そこにクシャクシャな姿であったのは──なんと、チカからアンジェラが取り上げていた、先刻の進路調査票とまったく同じ種類の用紙だった。


　ただし、これはクリスタの進路調査票なので、書き込まれている内容は違ちがう。


　クリスタの進路調査票には、こう書き込まれていた。









進路調査票


氏名　クリスタ・キャロル


一年前期希望進路……【山さん賊ぞく】


一年後期希望進路……【山賊】


二年前期希望進路……【山賊】


二年後期希望進路……【山賊】


三年前期希望進路……【未定】












「あ～、くっそ……！　自分の無む邪じや気きさ加減に腹が立つわ……！」


『山賊』四連発。


　自分の過去の進路希望を見たクリスタは、改めて死にたい気分になった。


　ちなみに『山賊』とは、文字通り、マギサ郊こう外がいの山で盗ぬすみを働はたらく人間達の呼こ称しようだ。


　但ただし、この山賊達が盗むのは、身ぐるみ等……ではない。


　マギサ郊外の山々には、未だ未調査の古代遺い跡せきが、ゴロゴロと乱立している。


　そういった古代遺跡に潜もぐり、そこにある財宝等をちょっと頂ちよう戴だいする──マギサの『山賊』とは、そういう人間達のことを指す呼称である。


「ほんとに世間知らずだったな……私。山賊目指してたなんて……」


　クリスタは、天てん井じようを見上げながら、悔くやしげに呟いた。


　そう。『山賊』四連発という進路からも容易に分かるように、クリスタはかつて、『山賊』に憧あこがれていた少女であった。


　しかも、憧れていたのはただの山賊ではない。


　危険だらけの遺跡群に潜り、その冒ぼう険けん譚たんを本として出版している人種──『山賊作家』にクリスタは憧れていたのだ。


「そりゃ……確かに山賊小説にはお世話になったけどさ……」


　クリスタは、幼い頃は病弱で、ほとんど家の外に出られないような少女だった。


　そんなクリスタの唯ゆい一いつの楽しみが、罠わなをかいくぐり、怪かい物ぶつを倒たおして財宝を手に入れる山賊達の物語──『山賊小説』だったのだ。


　そしてやがてクリスタは、いつしか自分も山賊になって遺跡に潜り、その出来事を小説として出版する──という野望を持つようになった。


　その小説で、かつての自分のように、外の世界へ出たくても出られない人達に、勇気を与あたえたい──


　それがクリスタが、ほんの半年くらい前まで抱いだき続けた、まっすぐな夢だったのである。


が。


「バッカみたい。私みたいのが、山賊作家になんかなれるわけないじゃない……！」


　しかし今現在、クリスタは、もう『山賊作家』を目指していない。


「現実は……そんな甘くないのよ。クリスタ」


　力なく、地面を蹴けっ飛とばしながらいうクリスタ。





　クリスタが山賊を諦あきらめた理由は、大きくわけて、二つあった。


　一つは、年を取るにつれ、段々『山賊』の夢を追うということが、世間一いつ般ぱんではあまりいいイメージを持たれていない──ということを知ってしまったという理由。


　一部に熱ねつ狂きよう的なファンがいるとはいえ、山賊の一般的なイメージは『穴倉に潜る野や蛮ばん人』『山やま猿ざる』といったところだ。


　さらに不幸なことに、マギサではもともと、不安定な職業、特に、一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらって生きる生き方を嫌きらう風潮が根強い。


　実際、最近はマジメにやっているのでうるさくいわないが、クリスタの両親も、かつてクリスタが堂々と山賊を目指していた頃は、かなり強硬にその進路に反対していた。


「お父さん。お母さん。私、山賊になりたいの！」


　クリスタは、初めてその夢を切り出した時の、二人の激げつ昂こうぶりを今でもアリアリと思い返すことができる。


　世間的にイメージの悪い職業につくには、そういった、両親を含ふくめた山ほどいる「常識ある人間達」とやらと、徹てつ底てい的てきに戦わなければいけないのである。


　大人になってからきづいた、その面めん倒どうな現実が、クリスタから、夢を大きく遠ざけた。


　もう一つの、クリスタが山賊を諦めた理由は、〝他人と差がつきすぎている〟ということだ。


　クリスタは、マジックアカデミーに入ってから知ったのだが、山賊には、山賊になる為ための専門学校があり、現代の山賊業界は、三つや四つの頃ころからそういう学校に通い卒業したエリート山賊達でほとんど占しめられているらしい。


　勝負にならない──とクリスタは思った。


　三つや四つから山賊目指してるそいつらと違い、クリスタの場合、アカデミーを卒業してからすぐ山賊を目指したとしても、スタートは一五歳。一一年遅おくれてのスタート。


　自分は、あまりに、出で遅おくれすぎている。


　その現実が、クリスタから山賊という夢をさらに遠ざけ──そして結果的に、山賊という夢を諦めさせる決定打となった。


　クリスタは、二つの『現実』を知り、渋しぶ々しぶ、夢見る少女を卒業したのである。


「だからこそ……チカみたいなのは腹たっちゃうのよ」


　クリスタは、手の中の調査票をぐしゃりと再び握りつぶし、腹だたしげに呟つぶやいた。


「現実知らないで、いつまでも子供みたいな夢持ってるコ。夢なんてね……挫ざ折せつって感情を子供に教える為に神様が持たせた、時限爆ばく弾だんにすぎないのよ」


　大切なのは、その爆弾──夢が木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく砕さいしてからどうしぶとく生きるか。


　それが大事だと、クリスタは今は思っていた。


　よってクリスタは現在、もう盗とう賊ぞくという夢は封ふう印いんし、親も反対せず、一一年出遅れたりしていない、普ふ通つうの〝上の学校〟へ、普通に受験勉強を始めている。


　アンジェラの機き嫌げんをあそこまで執しつ拗ように窺うかがうのもその為だった。アンジェラは、内申点にまで干かん渉しようするチカラを持っているのだ。


「私はチカとは違う。もう私は別の道を歩いてるのよ……！　その為にも、そろそろ、あんたは私の前から消えて」


　教室では失敗したが、今度こそ、完全にこの過去を消し去りたい。


　クリスタは、握りつぶした進路調査票を握り締しめ──おもいきり頭上に振ふりかぶった。


「いっけぇぇぇぇぇぇぇぇ！」


　クリスタは図書室のゴミ箱めがけて、自分の手の中の進路調査票を、サイドスロー気味に投げつけようとする。


　が──その時だった！





　がんっ！





　クリスタの投とう擲てきは、結果的に、再び妨ぼう害がいされた。


　予期せぬ衝しよう撃げきが、唐とう突とつにクリスタの右手に広がったのだ。


「……え？」


　一いつ瞬しゆん困こん惑わくするクリスタ。


　思いっきりスイングしたハズのクリスタの右手は、クリスタが進路調査票を放り投げる直前の位置──クリスタの右斜ななめ前あたりで不自然に停止している。


「な……なに？　どういうこと？」


　自分の身に何が起こったのか、理解できないクリスタ。


「ぐ……ぐうぅぅう!?」


　そんなクリスタを我に返らせたのは──


　クリスタの右手の先から聞こえた、そんな苦く悶もんのうめき声だった。


「な、なに……？」


　声が聞こえるほう、自分の右手の先を改めて見やるクリスタ。


　あまりに困惑してたので、今まで気づけなかったが、よく見るとそこには──


「はやく……手を……どけろ……」


　クリスタの右手を左頰ほおにめり込ませ、苦しげな表情を浮うかべた──小こ柄がらな人間らしき生物が立っていた。


「き……きゃあああああああああああ!?」


　クリスタは、ようやく、事情を理解した！


　どうやら、進路調査票をサイドスローでゴミ箱にブン投げようとした瞬しゆん間かん、神がかったタイミングで、本棚の陰かげから、小柄な人間登場。


　その瞬間、クリスタの右サイドスローの投擲は、えげつないタイミングで放たれた渾こん身しんの右フックに変わり、その人物の左頰を急きゆう襲しゆう。


　その結果、その人物は、今こうして目の前で地じ獄ごくを見てる──ということのようである。


「き……きゃあああああああああああ!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」


　自分の右手を顔面にめり込ませているそのナゾの人物に、血相を変えて声をかけるクリスタ。


「いいから……早く手をどけろ……」


「は、はい！」


　クリスタは、慌あわてて手をどける。


　すると、手をどけた先にいたのは──


「……あれ？」


　思った以上に、幼い少年だった。


　クリスタより、三つか四つは年下であろう。


　くすんだ灰色のクセっ毛が印象的な、なるほど、まさにクリスタのサイドスローが顔面に直ちよく撃げきする程度の体格の少年だ。


　そしてクリスタと同じような制服を着ているが、初等部のものらしく、胸にはかわいらしい緑色の猫ねこの模様が入っている。


「ウ、ウソ……初等部のマーク？　初等部のコにフックかましちゃったの、私!?　ご、ごめんね。大丈夫、ボク？」


　これはまずい事態になってきたかもしれない──クリスタはやや焦あせりながら少年に歩み寄った。


　単純に結果だけを見れば、この事態、クリスタが下級生へヤキを入れたように見えてしまう。それは、普通の進学を望むクリスタの内申点に、あまりよろしくない影えい響きようを与えそうだった。


「フン……こんなヘロヘロのフック、利くかよ」


　しかしそんな心配をするクリスタに、少年は意外な答えを返した。


　さらに見た目の年ねん齢れいにそぐわない、随ずい分ぶん荒すさんだ目つきでクリスタを見ながら、


「オレは鍛きたえてるんだ。女のフック程度、どうということはない。蚊かにさされたようなものだ」


　淡たん々たんと吐はき捨すてる。──が。


「……えっと。


　とかいってるワリに、キミ、足元すごい情けないことになってんですけど……」


　クリスタは、少年の足元を見ながら、ジト目で冷ややかに指し摘てきした。


　ガクガクガクガガガガガ──


　確かに、鉄面皮な表情とは裏腹に、クリスタにパンチをもらった少年の脚は──生まれたての小こ鹿じかのようにガクガク震ふるえまくっていた。


「あうっ!?　こ、これはあの……あれだ。脚きやく力りよくを鍛えるため、変形スクワットをしてるだけだ！」


　あまりにも苦しい言い訳を繰くり出だす少年。


「ふーん……。じゃ、手当てとかしなくても大丈夫なのね？」


「あ、当たり前だ。女のパンチにＫＯされるほどオレはヤワ……じゃ……うっ？」


　とかいいつつ、フラ～……そのまま、ゆっくり、後ろに倒たおれそうになる少年。


「きゃあ!?　ちょ、ちょっと！　どこが大丈夫なのよ!?」


　クリスタは慌てて少年に駆かけ寄より、ガシッ！　なんとか肩かたを支えた。


　しかし少年は、そのままガクリと俯うつむき、ピクリとも動かない。強がって意識を繫つなぎとめてはいたが、結局、気を失ってしまったらしい。


「も、もう。なんなのよ、コイツは!?　ちょっと……起きてよ、ねえ！」


　ガクガク肩を揺ゆすりながら、クリスタは少年に呼びかける。


　──しかし少年は、まったく反応しない。


「……もう。仕方ないわね！」


　さすがに相手は初等部の子供だ。こうなったら、上級生として、保健室に運ぶしかないだろう。


　というわけで、クリスタは、仕方なく少年をおぶい、ゆっくり背中で持ち上げようとする。


「…………ん？」


　と──そんな中だった。


「何……コレ？」


　クリスタは……自分の背から、ダラリと垂れ下がった少年の手に、何か、妙みような物が握にぎられていることに気がついた。


「お人形……？」


　少年が握っていたのは──蜂はち蜜みつ色の髪かみをアップにした、全長一○センチ程度の、どこか気の強そうな表情をした人形。


「何コレ……？　やだぁ。このコ、こんな顔して、こういうの集めるのシュミなの？」


　そういうシュミは、あまりクリスタにはない。


　とはいえ、少年は気絶しているのだ。この人形を持たせたままおぶったのでは、運んでる途と中ちゆうでどこかに落っことしてしまうだろう。クリスタは、その人形を回収せざるをえない。


「ったく、手がかかるわね……」


　ブツブツいいながら、いったん少年を床ゆかに降ろし、クリスタは少年の手から人形を回収しようとする。


「ん!?」


　しかしその瞬間、クリスタはさらに妙なことに気づいた。


　少年の手と人形が、何か──妙な糸のようなものでがんじがらめに繫げられているのだ。


「……なによコレ。タグ？　かな」


　少年の手と人形を結び付けていたのは、雑貨屋で、雑貨にひもでくくりつけられているタグのようなものだった。人形の背から生えているタグが、少年の手に絡からまっているらしい。クリスタは、そのタグがなんなのか、タグに視線を落としてみる。




























　タグには、裏にも表にも、何も書かれていなかった。


「？　とにかく、じゃまねぇ……！　いいから人形貸しなさいよ。でぇい！」


　ぶちんっ。


　クリスタは横着に、人形の背から生えていたタグひもを引きちぎり、少年と人形を分ぶん離りさせた。


「これでよし、と……」


　ようやく準備が完かん了りようしたクリスタは、人形を左手に握り締しめ、改めて少年を背負いなおし、再び、保健室へ出発する──ハズだった。


「ふわぁぁ……あ」


　──そんな瞬間だった。


　クリスタの左手から、いきなり……見知らぬ女のあくびのような声が聞こえてきたのは。


「きゃあ!?　え!?　な……なに!?」


　慌てて左手を払はらうクリスタ。


　すると、左手に握られていた人形は、当然、床に猛もう烈れつな勢いで落下！


「あいた!?　な、なんやねんいきなり!?」


　すると床におっこちた蜂蜜色の髪の人形は、まるっきり人間のように、ぶつけた頭を小さな手でさすり、悪態をついた。それどころかそのまま、目を白黒させながら、コミカルな動きで周囲を見み渡わたし始める。


（ウ……ソ……なにコイツ……動いてる……!?）


　クリスタは、目の前で起こる非現実的な展開に、絶句していた。


　人形が……人間の手を借りてないのに、勝手に動いて……しかも喋しやべってる!?


（幻げん覚かく……よね？）


　クリスタは何度も目をこするが……


「ん？　えっと……ここドコやっけ？」


　何度目をこすろうとも、人形は消えないし、動くし、喋っていた。


「あ……そうや！」


　そして呆ぼう然ぜんとするクリスタをよそに、人形は、何かに気づいたように目を輝かがやかせた。


「マジックアカデミー！　そや。ウチ、ここでご主人様……アッシュ様待ってたんやん！」


　弾はずんだ声でいう人形。


「しかも、うちが、凍とう結けつ状態から目覚めてるっちゅうことは……アッシュ様が、ウチのタグひきちぎってくれたっちゅうことやな!?　いやぁん！」


　人形は唐とう突とつに、恥はずかしそうに両手で顔を覆おおい、身をくねらせた。絶句するクリスタ。


　しかしそんなクリスタに気づかず人形は、一人でヒートアップ！


「恥ずかしいわぁ！　でも……マリー。逃にげたらアカン。一年間、この瞬間を夢見てたんやんか！　勇気出して、アッシュ様と対面しよ！


　というわけで、せーの。


　はじめまして、ご主人様ぁん！」




[image: ]


　両手を顔の前からどけ、人形は、潤うるんだ瞳ひとみと、はにかんだ笑顔を、クリスタに堂々と見せ付ける。


「…………」


「…………」


「…………え？」


　その、二秒後。


　人形の表情は、急速に、怪け訝げんなものに変わる。


「えっと……ダレやねんあんた？　ご主人様は？」


「ご、ご主人様……？」


　困こん惑わくするクリスタ。


「たぶんオレのことだろうな……」


　そんな中だった。


　困惑するクリスタの背中から、今度は苦しげな少年の声が聞こえてくる。


「アっ！　アシュサマァァァァァ！」


　それと同時に、クリスタの背後を見ながら、人形が歓かん喜きに顔を輝かがやかせ絶ぜつ叫きようする。


　クリスタは後ろを見た。そこにあったのは──クリスタにおぶわれたまま、頰ほおを押さえ、苦く悶もんの表情を浮うかべている、灰色の髪の少年の顔。


　どうやら目を覚ましたらしい。


「くそっ……！　油断した。まさかこんなありえない状況になってるとは……！」


　目を覚ました少年は、クリスタの背中から、自分の目の前に広がる光景を見て悔くやしそうに呟つぶやいた。


「ありえないって……こっちのセリフよ。一体なにがどうなってんの？」


　事情がわからないクリスタは、やや苛いら立だった声で少年に詰きつ問もん。


「なんなの、この非現実的な人形は……？　あんたコイツのご主人様なんでしょ？　事情を説明して──」


「違ちがう」


　少年は、クリスタの声をさえぎり、短く断言した。


「オレは、コイツの主じゃない。オレは……コイツの主人になりそこねた」


　さらに悔しげな表情で少年は言い放つ。


「は？」


　クリスタ、そしてマリーは、その言葉の意味がわからない。


「主人になりそこねた？　じゃあ……コイツの主人は誰だれなのよ」


「おまえ」


　端たん的てきに答える少年。


「は？　おまえって……私？」


「そう」


「はぁ？」


　そんなクリスタを見て、少年は嘆たん息そくし、ゆっくり口を開く。


「仕方ない……。オレの落ち度でもある。一回だけは説明してやろう。くそ、しかし、まさかこんなことになるとは……！」


　ブツブツいいながら、少年は、何も理解できないクリスタに、事情を説明し始める。


　そしてその少年の口から語られた内容は。


　クリスタを激しく驚きよう愕がくさせるのに十分なものだった。





　　　　†




「え……ええぇぇぇ……!?」


　少年の話を聞いたクリスタは、大きく目を見開き絶句した。


「れ、剣精試練レイダー・ゲーム……!?　なによそれ？」


　困惑した様子で呟くクリスタ。


　少年の話を要約すると──


　①地上では、五○○年に一度、神に仕える権利をかけて、剣に変化できる精せい霊れい〝剣精レイダー〟による、バトルロイヤル【剣精試練レイダー・ゲーム】が行われる。


　②〝剣精レイダー〟は、【剣精試練レイダー・ゲーム】を、事前に指定された地上人と組み、二人一組で戦っていかなければならない。


　③そしてマリーの相棒は、本来、灰色の髪の少年──アッシュに決まっていた。


　④しかし、クリスタがアッシュがちぎるハズだったタグを引きちぎってしまったせいで──バグが発生。









【剣精レイダー使い変へん更こうのお知らせ】


　予期せぬイレギュラーにより、予定外の人物が剣精レイダーＮｏ○○一マリー・ガーネットの主として登録されてしまいました。


　よって只ただ今いまをもちまして、あなたを剣精試練レイダー・ゲームの参加者として登録させていただきます。詳しよう細さいは剣精レイダーに確認してね☆




剣精試練レイダー・ゲーム委員会














　というタグにきたメッセージ通り、マリーの相棒は、アッシュからクリスタに、強制的に変更されてしまったのである。


「はぁぁぁぁ!?　パートナー変更!?　な……なにしてくれてんねんこのガキャ!?」


　アッシュのこの説明に最も激げつ昂こうしたのは人形のマリーだ。


「お、お、お、お前なぁ!?　ウチがどんだけアシュ様の剣精レイダーになれるん待ってたと思てんねん!?　一年やぞ!?　一年ウチはじっとその瞬しゆん間かんを乙女おとめとして待ち望んでたんやぞ!?　どない責任とってくれんねん、エェッ!?」


　顔を真っ赤にし、クリスタに猛もう然ぜんと詰つめ寄よるマリー。


「そ、そんなこといわれても……」


「出るしかないな」


　そんな二人のやり取りを見ていた少年が、ぼそりと口を開いた。


「え？」


「癪しやくだが……。こうなった以上、お前ら二人が組んで、剣精試練レイダー・ゲームに臨むしかない」


「な……えぇ……!?」


　めんどうなことになってきた……眉まゆ根ねを寄せ、クリスタは顔をしかめた。


「イ、イヤやぁ！　ウチは、アシュ様以外と組む気ないで!?　ウチのご主人様はアシュ様だけや！」


　マリーも、その意見には大反対らしい。断固たる態度でアッシュに抵てい抗こうしている。


「そうはいってもだな」


　困ったように嘆息する少年。


「委員会に逆らって大会欠場なんかしたら、お前、消されるんじゃないのか？」


「うっ……！　そ、それは……」


　痛いところをつかれたように言葉をなくすマリー。


（ていうか……このアッシュってコ。なんでそんなこと知ってるんだろう？）


　二人のやりとりを見ていたクリスタはふと不思議になった。アッシュは、何故か、まだマリーが話していないような剣精レイダーの事情までよく理解している。


「消されるくらいなら、不本意な奴やつと組んででも、出るしかないだろう」


「う、うーん……それはそうですけどぉ」


　少年に諭さとされ、納得しそうになっているマリー。


「ちょっと待ってよ」


　話を聞いていたクリスタは、そんな二人の会話にわって入った。


「私は、まだその剣精試練レイダー・ゲーム？　出るなんて一言もいってないわよ。あんなタグまでひきちぎっといてナンだけどさ」


　やや後ろめたいが、いうべきことはいっておかなければならない。


　クリスタは二人に宣言した。


「私にも責任あるし。ま、内容次第じゃ出てもいいけど……。こっちも受験とかいろいろあるんだから、あんまりハードな内容なら出ないよ？


　剣精試練レイダー・ゲームって、実際には、何やるのさ？」


　あまり乗り気じゃない態度で聞くクリスタ。


「遺跡潜りダンジヨン・ダイブや」


　その質問に、マリーは、端的に答えた。


「……え？」


　その答えに、クリスタは硬こう直ちよくし、大きく瞳どう孔こうを開いた。マリーはそのクリスタの動どう揺ように気づかず続ける。


「マギサの山には、山ほど遺い跡せき転がってるやろ？　三日後、そのうちの一つ、『オルアレン遺跡』に全員同時に潜もぐって、最深部に到とう達たつするまでの早さを競うことになってる。それがマギサの剣精試練レイダー・ゲーム」


「…………！」


「到達するのが早かった四人が、そのまま神に仕える権利を持つ剣精レイダー──〝至高の四本エントリー・フオー〟に決まる。どうや？　分かりやすいやろ？　出る気になったか？」


「無理」


　クリスタは、即そく答とうした。


「そういう内容なら……無理。私は出ない」


　そしてクリスタは、とりつくしまもなくアッサリそう言い放つと、くるり。


　踵きびすを返し、そのままその場を去ろうとする。


「な……なんやて!?　オイ!?」


　その反応に、マリーは血相を変えた。


「オイ！　ちょお待てぇ！　お前、こんだけメンドクサイことしといて、責任取らずにいってまう気か!?」


「なんといわれても。その内容だけは無理」


　クリスタはマリーに背をむけたままそう答え、憤ふん慨がいしたような足取りでその場から歩き出す。


（馬ば鹿か馬ば鹿かしい……！　なんで今さら、そんな山さん賊ぞくの真似まね事ごとみたいなことしなくちゃいけないのよ!?　せっかく山賊のことスッパリ諦あきらめたのに！）


　歩きながら、クリスタは内心でひとりごちた。


（だいたい、『オルアレン遺跡』って……何の訓練も受けてないような私が、どうやってあんな高難度遺跡潜るのよ!?）


『オルアレン遺跡』は、史上、最深部に辿たどり着つけた山賊は一○人もいないといわれている、マギサの遺跡の中でも最上級攻こう略りやく難度に分類される遺跡だ。


　そのオルアレンに潜るといわれて、喜んで首を縦に振ふるほど、クリスタは無知でも無む謀ぼうでも無む邪じや気きでもなかった。


「それじゃ、悪いけど」


　冷れい淡たんにその場から去ろうとするクリスタ。


「おいおい……逃にげるのか？」


　その背中に。呆あきれるような少年の声が聞こえたのは、その瞬間だった。


「…………！」


　クリスタは、苛立たしげに、無言で振り向むいた。


　その視線の先にいるのは──本気で呆れたように、肩かたをすくめている少年、アッシュ。


「ダサいな。その程度の難問で、尻しつ尾ぽまいてすぐ逃げちまうのかよ？　先せん輩ぱい」


「……これだから無知なガキは困るわ」


　クリスタは失笑し、かぶりを振った。


「あのね。逃げるとか、逃げないとか、そういう問題じゃないの。世の中には、現実的に考えて、できることとできないことがあるの。あんたは知らないと思うけど、オルアレンっていうのはね、」


「攻略難度Ｅの高難度遺跡──だろ？」


「……え？」


　少年の意外な知識に、やや面食らうクリスタ。


　そんなクリスタのリアクションに少年は肩をすくめた。


「知ってるさ。それくらい。オレはこれでも全遺跡踏破マスター・オブ・ダンジヨンの山賊を目指してる人間だからな。知ってて、オルアレンから逃げるなっていってるんだ」


　淡たん々たんといい放つ少年。


「……全遺跡踏破マスター・オブ・ダンジヨン？　はあ？」


　その言葉に、クリスタは、本気で呆れた声を出した。


　全遺跡踏破マスター・オブ・ダンジヨンとは、マギサに五一二ある遺跡を、すべて最下層まで降り、制圧した山賊にのみ与あたえられる、ほとんど伝説的な称しよう号ごうだ。


　その称号を持つ人間は、マギサの数千年の歴史上、一人しか存在しないらしい。


（出たよ……なるほどね）


　クリスタは、内心で、今日最大に呆れ返かえった声を出していた。


　どうりで、オルアレンの遺跡にも、さほど脅きよう威いを感じたりしないハズだ……。


　この少年は、どうやら、チカと同じ、現実を直視できないオメデタ野や郎ろうらしい。


「あのねぇ……。全遺跡踏破マスター・オブ・ダンジヨンって。どんだけ難しいこと口にしてるか、理解してんの？


　ていうか、それ以前に、普ふ通つうの山賊としてやっていくこと自体、そんな簡単なことじゃないのよ？」


　ウンザリした気分で、少年に諭すようにいうクリスタ。


「あんた、その制服、アカデミーの初等部のよね？　それとも、それ、ただのコスプレで、実は普ふ段だんは山賊養成所にでも通ってたりするわけ？」


「いや……普通のアカデミー生だが……」


「それでよく全遺跡踏破マスター・オブ・ダンジヨンなんて威い勢せいのいいこといえるわね？」


　クリスタは暗く笑う。


「山賊ってのは、あんたより若い時分から専門の山賊スクール通って、卒業した、そんなエリート達がなるもんなのよ？　あんたみたいなポッと出がアカデミー出てからノコノコなろうとして、なれると思ってんの？」


　なんとかこのオメデタの目を覚まさせてやろう。少年を問とい詰めるクリスタ。


　が。


「なれるさ。テストしたからな」


　そんなクリスタに。少年は、予想外の答えを返してきた。


「はぁ？　テスト？」


　山賊になれるかどうかを測るテスト？　そんなテストは聞いたことがない。


「そうさ。テスト。オレにいわせれば、将来、自分がその職業になれるかどうかなんて、ウダウダ悩なやむのは無意味だ」


　そんなクリスタの疑問をよそに、少年は目を閉じ淡々と語りだす。


「自分が、その職業になれるかどうか、本気で知りたければ、いつだって、いくらだって、オレ達は無む慈じ悲ひなぐらいテストで結果を知ることができる。


　どうやってテストするかわかるか？」


「…………」


　年下のクセに、上から目線なのが非常に気に食わないが。話題自体には少し興味がある。クリスタは無言で続きを促うながした。


「プロになった後、自分がするだろう仕事に、今挑ちよう戦せんすればいい」


　そして少年は、促されるままに、そのテストとやらの方法をクリスタに教える。


「プロになった後やる仕事に、今挑戦する……？」


「そうさ。今、プロになった後やる仕事に実際挑戦して、少しでも結果が出ればプロとしてやっていけるだろうし、結果が出なけりゃ、プロになれない。簡単な話だ。


　オレの場合、結果は出た」


　そういうと少年は、ポケットから、五、六枚の古い金貨のような物を取り出し、クリスタに見せた。


「腕うで試だめししてみたんだ。『キト』『エクスドル』『ロウライ』。今日までに、三つ、遺跡に潜もぐってみた。──ぜんぶ最下層までいけたぞ？」


「えぇ……!?　ウッソ」


　クリスタは絶句していた。


　今アッシュがあげた三つの遺跡は、それほど難度が高くない遺跡だが、しかしそれでも、素人しろうとには到とう底てい潜れない遺跡群──だとクリスタは聞いていた。


　それが……こんな初等部の子供一人で、クリアできてしまった……!?


「だからオレは、山賊になれる」


　気持ちをザワつかせるクリスタに、少年は断言する。


「これは希望的観測じゃない。実際に腕試しし、結果から導き出した単純な結論だ。だからオレは、山賊になれる。何か反論はあるか？」


「く……」


（な……なんなのよこのガキは……!?）


　クリスタは、アッシュのかもし出す妙みような迫はく力りよくに、静かに圧あつ倒とうされていた。


　反論しようにも──相手は実際に遺跡に潜って結果を出しているのだから、反論しようがない。


（くそう。まさか、山賊学校も行ってないのに、実際に遺跡に潜るヤツがいるなんて……！）


　それに比べて自分は──


　自分は、一度でも、山賊になれるかどうか、自分の才能を試そうとしただろうか……!?


　クリスタは、一いつ瞬しゆん、アッシュと対比して、自問自答してしまう。


「……………………って。何考えてんのよ私」


　しかし次の瞬しゆん間かん、クリスタは苦々しげにかぶりを振った。


「今いま更さらそんなこと自問自答して──なんになるっていうのよ……」


　自分はもう、山賊の夢はスッパリ諦めたのだ。自分の才能を試したことがあろうがなかろうが関係ない。


「危ない危ない……騙だまされるところだったわ」


　クリスタは顔をあげ、アッシュを見み据すえた。


「とにかく。私は遺い跡せきに潜もぐったりすることに興味ないの。だから私はオルアレンには潜らない。あんたがどんだけ遺跡に潜ってても、いくら大だい丈じよう夫ぶだっていってもね。


　だから、説得は無む駄だ。剣精試練レイダー・ゲームとやらは、あんた達が勝手にやればいい。おわかりいただいたかしら」


　冷淡にそう吐はき捨すてると。


　くるり。クリスタは踵きびすを返し、少年とマリーの前から離はなれ始める。


「なっ!?　ゴシュ……じゃなくて、このアホ！　ちょお待てや！　ウチ見捨てる気ぃか!?」


　マリーがなにやら呼び止めようとしてるが、


「…………」


　クリスタの耳には届かない。


　少年も、もう説得を諦めたのか、クリスタに何もいおうとしなかった。


　そのままクリスタは一度も振り返らず、ゆっくり図書室から退出した。





　　　　†




（これでよかったのよ……）


　結局二度捨てそびれた進路調査票を握にぎり締しめながら──


　クリスタは、自分の鞄かばんが置きっぱなしになっている三─Ａ教室へトボトボ向かっていった。


（私はもう、受験生なんだから……あんなわけのわからない連中とつきあってるヒマなんてないんだから）


　自分にいいきかせるように呟つぶやきながら。


　ガララッ！　クリスタは、辿り着いた自分の教室の扉とびらを開き、中へ入る。


「あ。クリスタちゃん！」


　すると──


　教室に入ったクリスタを見て、声をかけた人物が一人。


「ん？」


　クリスタが見ると、声をかけたのは──相変わらず教室の隅すみの方に座っている、ボサボサ髪がみの、地味な女子、チカだった。


「チカ……。あんたまだいたの？」


　呆あきれた様な表情でクリスタ。


「うん。ちょっと用事あるから……」


「ふーん……。ちょっと待って」


　そういうとクリスタは、キョロキョロと、教室内を見回し始めた。教室内には、もう、チカ以外誰だれも生徒は残っていない。アンジェラの姿もない。どうやら下校したらしい。


「よし……ヤツはいないわね」


「うん。ひさしぶりに普通にお喋しやべりできるね。クゥちゃん」


　嬉うれしそうにいってくるチカ。


「……そうね」


　苦笑しながら、しかしなんとなく後ろめたい気持ちでクリスタは答えた。


　クリスタとチカは、二人だけになると、少し昔の二人の関係を取とり戻もどす。


　二人は、実は、物心がつく前からの幼おさな馴な染じみ同士で、つい最近まではいつも一いつ緒しよに行動していた。


　ただ、三年に進級し、クリスタがアンジェラとよく話すようになり、さらにチカがアンジェラに目をつけられてから、クリスタはチカからやや距きよ離りを置くようになったのだ。


　そういう意味で、クリスタにとってチカは、自分可愛さに斬きり捨てた存在ともいえるので──心の奥には、常に多少の後ろめたさがある。


「で？　こんな時間まで、なにしてんの？　チカ」


　自分の机に置かれた鞄の回収に向かいつつ、クリスタは、できるだけそんな後ろめたさが出ないよう、平常通りの声でチカに尋たずねた。


「あ、今日はね、ちょっとオーディションがあるから。ここで時間潰つぶしてるの」


　やや照れくさそうに答えるチカ。


「……オーディション？」


　予想外の返答に、クリスタは困こん惑わくした。


「オーディションって……まさか、劇団かなんかの？　女優になる為ための？」


「そう」


「ば、ばか……！　あんた、本気で女優目指すつもりなの……!?」


　どいつもこいつも……！　何でそんなに身の程知らずなのよ!?


「あんたが女優になんてなれるわけないじゃない！」


　クリスタは、理解できない、といわんばかりに声を荒あららげてチカに断言する。


「んー。……確かに無理かもしれないけど」


　するとチカは、照れくさそうに苦笑。


「だ、だったら！」


「でも、後こう悔かいしないよう、今はできるだけ、ジタバタしたいんだぁ」


　やはり照れくさそうに、しかしまっすぐな目でクリスタを見据えながらいうチカ。


「くっ…………！」


　これ以上話していると、また妙に心をかき乱されてしまう。


「……勝手にすればいいわ。私は帰って受験勉強する。……じゃあね！」


　そうなる前に、クリスタは鞄を手に持ち、チカから離れることにした。


　──が。


「あら？　クリスタ。あなた、まだいらしたの？」


　その時だった。ガタ、と教室の扉が開き。


　教室に、一人の意外な生徒が入ってきた。


　金きん髪ぱつをすべて後ろに流した、額の広い、いかにも高こう慢まんそうな瞳ひとみの少女──


　アンジェラ・レオニダス。


「お……お姉さま!?」


「アンジェラちゃん!?」


　予想外の人物の出現に、ビクッと身体からだを震ふるわせる二人。


（な……なんでアンジェラがここに？）


　慌あわててチカとの距離をとりながら、狼ろう狽ばいするクリスタ。


「お、姉さま？　お帰りになったんじゃ……」


「ええ。ただ、ちょっとチカに朗報があって、戻ってきたんですの」


　フフン、と鼻をならし、得意げな表情でいうアンジェラ。


「ロ、ロウホウ……？」


「うふふ。そう。チカ。あなた、今日、オーディションだってさっきいってたわよね？」


　どうやらチカは、アンジェラにもオーディションの話をしていたらしい。アンジェラは、偉えらそうな笑顔でチカを見ながらそう確認した。


「う、うん。そうだけど……」


「そんなあなたに朗報よ。今日のオーディション。特別に、わたくしが、スペシャルアドバイザーとして同行できることになりましたわ！」


（……はぁ？）


　意味がわからず、顔を見合わせるクリスタとチカ。


「す……すぺしゃるあどばいざー……？」


「ええ。今日はダンスのお稽けい古こがあったから、同行は無理かと思ったけど……お母様との交こう渉しようの末、スケジュールを空けることに成功しましたわ。ああ、なんてラッキーなのあなたは!?」


　一人で興奮し、一人で頰ほおを紅潮させたアンジェラは、歌うような口調で二人に説明。


「わたくしがいれば、メイクも、衣装も、なんだってプロ級のものが用意できますわ！　それだけじゃない。わたくしの後うしろ盾だてがあるというだけで、審しん査さ員も、あなたを無下には扱あつかえない。間ま違ちがいなく、それなりの役が貰もらえるはずですわ！」


　興奮したまま、いっきにまくしたてるアンジェラ。


（ウザッ……！）


　爛らん々らんと瞳を輝かがやかせ、チカに語りかけているアンジェラを見て、クリスタは、静かに心で吐き捨てた。


（ホントにいるのね……こういう奴やつ）


　今まで散々文句をいってたクセに、いざ自分が介かい入にゆうし、自分の自尊心を満たせる隙すき間まを見つけるや否や、猛もう烈れつな勢いで自己ＰＲし割り込んでくる困った奴。


（ま、でも……よかったじゃない。チカ）


　クリスタは、冷めた気持ちでだが、しかしとりあえずそう思った。


（これであんたの夢、叶かなうじゃん。おめでとう。せいぜいアンジェラの機き嫌げん損ねないようにがんばってよ）


　クリスタは苦笑しながら踵きびすを返し、そっと二人から離れようとする。


「ありがとう……アンジェラちゃん」


　そんな中、チカは、アンジェラに、笑顔で感謝の言葉を返した。


「でも……それじゃ、クリスタちゃんに笑われちゃうから。わたし……もうちょっと一人でがんばってみるね？」


（……え？）


　耳に入ったチカの意外すぎる言葉に、クリスタは足を止めた。そして啞あ然ぜんとチカを見る。


　チカは、クリスタを見て、にっこりと笑っていた。


「な……何ですって？　こ、断るっていうの!?　このわたくしの援えん助じよを!?」


　一方、アンジェラは、チカの返答が受け入れられないようだった。呆ぼう然ぜんとした表情で叫さけんでいる。


「アンジェラちゃん。あのね。わたしが女優を目指すのはね。クリスタちゃんのおかげなの」


　そんなアンジェラに、チカは、嬉しそうな表情でいきなりそんなことをいいだした。


（はぁ……!?）


　その話に、クリスタは、ますます困惑した。私のおかげ……!?


　そんなクリスタの困惑をよそにチカは続けた。


「わたし、ずっと、クリスタちゃんに憧あこがれてたの。昔から山さん賊ぞく作家になりたいって言い張って、みんなに無理だっていわれてるのに、ぜんぜん気にしなくて、ぜんぜん諦あきらめなくて。


　自分の人生は、自分で決めるんだって、いっつも胸はってて。


　そんなクリスタちゃんみたいに胸をはって、わたしも毎日過ごしたいから。クリスタちゃんに追いつきたいから。わたしも『舞ぶ台たい女優』って夢、諦めず、ちゃんと目指そうと思えるようになったの。


　だから……クリスタちゃんに笑われちゃうような、自分自身に胸をはれないようなことはしたくないんだぁ」


　まっすぐな目でアンジェラを見つめながら、熱っぽい口調でクリスタについて語るチカ。


　その口調で──クリスタは、とあることに気づいた。


（ウ、ウソ……!?　もしかしてチカの奴……まだ私が山賊の夢諦めたこと気づいていないの……？）


　進級してからほとんど話していなかったせいか、どうやらチカは、クリスタが山賊なんて夢をとっくに諦めているという事実にまだ気づいてないようだった。


（どんだけ私のこと買いかぶってんのよ……ばか！）


　しかし、幸か不幸か──


　そんなチカのおかげで、クリスタは、昔の自分がどんな人間だったのか、思い出してしまった。


　自分自身に、胸をはって生きる──


　いわれてみれば。確かにクリスタは、今まで、自分の人生に誇ほこりを持もち、胸をはって、自分の人生を肯こう定ていして生きてきたハズだった。


　しかし、それが今は、自分の人生を肯定することができていない。それは何故か？


（決まってるわ……！　逃にげたからよ）


　本当は、気づいていた。今日、あのアッシュとかいう少年や、チカと話しているうちに、もう、目を背けられないくらい、気づかされてしまっていたのだ。


　クリスタは、自分の才能を試すことさえしないまま、自分の夢から逃げてしまった。


　しかし──チカやアッシュは違ちがう。


　向こうは、遺い跡せきやオーディションという、実際の戦場まで辿たどり着つき、そこで戦っている。クリスタは、かすり傷さえ負わないまま、逃げてしまったというのに。


　二人は、自分の命や、才能が否定される生身の危険を賭として生きているが。


　クリスタは、何の成功も失敗もしてないのに、机の上で勝手にブルーになって、勝手に諦めてしまっている。


　そんな自分を──胸をはって肯定など、できるはずがなかった。


（ぐっはぁ……ダ、ダサッ！　ダサすぎる、私！）


　事実に気がついてしまったクリスタは、なんだか、血を吐はきそうになった。


（このままでいいの、私……!?　このまま逃げて……このまま、もう、二度と胸張って生きれなくなって。自分のこと好きだって肯定できなくなって。それでいいの、私!?）


　葛かつ藤とうしながら自分に問いかけるクリスタ。


（いいわけない……いいわけないわ……！　もう一度、胸張って、私は堂々と生きたい。


　でも……どうすれば……）


　一いつ瞬しゆん考えこむクリスタ。


　しかし──本当は考えるまでもなかった。


　答えは○・二秒で出た。


（決まってる……！　私も……戦ってみるのよ。親の反対がどうとか、年ねん齢れい的に出で遅おくれてるとか、そんなもん知ったこっちゃない。自分で、自分の才能を試してみない限り。私は本当の意味で、永久に山賊作家の夢は諦められない）


「おあつらえ向きに、腕うで試だめしにちょうどいい話もあることだし……！　面白い。やってやろうじゃない」


　ケケケ。クリスタは、獰どう猛もうな笑みを見せた。


　同時に、つい半年くらい前まで、全身に漲みなぎっていた気がするチカラが、クリスタの下っ腹から徐じよ々じよに全身へ放出されていく。


「チカ……ありがとね。あんたのおかげで、目ぇ覚めたわ」


　クリスタは自分の鞄かばんを回収し。教室を出る準備を整えながら、チカに笑顔でそう礼をいった。


「？　目が覚めるって？　クリスタちゃん、寝ねてたの？」


　クリスタが逃げていたなどと微み塵じんも想像していないチカは、きょとん、とした顔でそう聞いている。クリスタは苦笑した。


「とにかく。今日から私とあんたは、ライバルってことよ！　どっちが先に腕試しで結果出せるか……勝負だからね！」


　びっ、とチカを指差しながらクリスタ。


　その言葉に。チカは、太陽のようにぱぁっ、と顔を輝かせた。


「ライバル!?　うん……わたし……がんばる！　クリスタちゃんのライバルになれるように、がんばる！」


「その意気よ。ま、私がそう簡単に負けるわけないけどね」


　クリスタはそう呟つぶやくと、颯さつ爽そうと教室を出るべく走り出す。教室の外にあるハズの〝戦場〟へ向かうために。


「わ……わけがわからないですわ！　胸を張るってなんですの!?　胸!?　張る!?」


　そんな中、アンジェラだけノリについていけず、目をぐるぐる回しながらそんなことを朦もう朧ろうと呟いていた。


「なんでわたくしがアドバイザーだと胸を張れなくなるの!?　しかもクリスタ、山賊って何？　あなたスイーツキャラじゃないの？　だ、誰だれか状じよう況きようを説明してくださいな!?」


　それを一から説明し、なおかつアンジェラに理解させるには一年くらいかかるだろう。
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　今はそれどころではないし、そんな気分でもない。クリスタはアンジェラを無視し、今度こそ、教室から勢いよく飛び出した。





　クリスタが向かった先は、図書室。


　そこには、クリスタが腕試しをするのにちょうどいい戦場──剣精試練レイダー・ゲームへと導いてくれる人形がまだいるハズだった！


（オルアレン攻こう略りやく……やってやろうじゃない！　逃げてたまるもんですか！


　オルアレンが攻略できれば、プロになれないわけがない。親だって、山賊スクールの連中だって、自分にだって……全員に認めさせることができる）


　それに、事故とはいえ、自分はアッシュからマリーを奪うばい、現実問題、マリーの主になってしまっているのだ。


　参加することで、少しくらい、責任をとってやろう。クリスタは苦笑しながらそんなことを考える。


（でも……さっきはいきなり帰っちゃったし。許してくれるかなぁ……）


　走りながら、やや心配になるクリスタ。


　しかし、考えても仕方がない。なるようになれだ。


　バンッ！　クリスタは、さっき飛び出したばかりの部屋──図書室の扉とびらを開く。


「へぇ。アンタが本当のマリーの主かい」


　そんなクリスタを待ち構えていたのは──とある男の、そんな声だった。


「へ……？」


　わけがわからず、立ち止まるクリスタ。


　声をかけてきたのは、図書室の真ん中につったっている、七色の悪あく趣しゆ味みな髪かみをした、ガラの悪い若者。


「ば……馬ば鹿か。なんで戻もどってきた……？」


　その若者の前には、ボロ雑ぞう巾きんのようになった灰色の髪の少年、アッシュが転がっていて。


「もしくは、もうちょいはよ戻ってこいや……」


　その手の中には、同じくボロ雑巾のようになったマリーの姿があった。


「……へ？」


　まったく事情を理解できないクリスタ。


　そんなクリスタに、アッシュは声を荒あららげていうのだった。


「何をボッとしてるんだ！　剣精試練レイダー・ゲームの参加者が、お前とマリー殺しにきてるんだよ！　戦せん闘とうだ！　剣精試練レイダー・ゲームの初うい陣じんだよ!?」


「え……えぇっ!?　戦闘!?」


　予想外の展開に、目を丸くして、すっとんきょうな声をあげるクリスタ。


　しかし相手は一秒もクリスタを待つことなく──猛もう烈れつな勢いでクリスタに襲おそい掛かかった！




　シナリオⅢ・魔ま導どうの国の少女─（下）







　人気のない、放課後の図書室。


　その図書室の床ゆかに無残に転がる、灰色の髪の少年アッシュと、蜂はち蜜みつ色の髪をした動く人形マリーを飛とび越こえ──


　七色の髪の男は、クリスタに襲い掛かった！


「さあ、おネエちゃん。おネエちゃんはどんなカオで泣いてくれるのかしら……？　いくわよ、死神の爪アレキサンドライト！」


　男は、明らかに男の体たい軀く、顔つきをしていながら、何故か女々しい、不気味な口調でいうと──ボンッ。


　男の手の中にあった、マリーと酷こく似じする、黒髪の少女の人形の姿を変化させた！


　出現したのは──長細い、黒い塊かたまりのような物体〝拳けん銃じゆう〟。


　そしてその銃じゆう口こうは、冷れい徹てつにクリスタに向けられ──


「なにボッとしてる!?　避よけろ、バカ！」


「うっ──！」


「死ねぇっ」


　銃口から、一筋の黒い光が発射された！


「きゃあああああああああああ!?」


　アッシュの声がなければ、その光は、クリスタに直ちよく撃げきしていただろう。


　クリスタは、ほとんど横に腰こしくだけに倒たおれるだけのような情けない形ではあったが、それでも、なんとかその一いち撃げきを回かい避ひ！


　クリスタから逸それた濃のう縮しゆくされた黒い光は、そのままうなりをあげて部屋の隅すみの本ほん棚だなに直撃し──


　ドッゴォォォォォォ！


　爆ばく発はつ！


　次の瞬しゆん間かん、本棚はめらめらと不自然な黒い炎ほのおに包まれながら、ゆっくり、腐くさり落ちるように、とろけるように、その場で原形をなくしていく。


「なッッ……!?」


　その光景を見たクリスタはゾッとした。


　な、なんだあの溶とけ方は……!?


　あんなのにあたったら、私はどうなる……!?


「なんなのよ……なんなのよ、アンタは!?」


　いきなりの命の危機に、クリスタは、怒りを抑えきれず男に喰くってかかった。


「剣精試練レイダー・ゲームはオルアレンで、三日後からじゃないの!?　なんでこんな卑ひ怯きような仕打ちするのよ!?」


「はあん？　卑怯？　ハハ。やだ。アンタ、なーんも知らないのね？」


　七色の髪の男は、銃じゆうを手の中でくるりと回し、かろやかな口調で聞いてきた。


「残念だけど、剣精試練レイダー・ゲームに、本戦前の私し闘とうを禁止するルールなんてないわ。だから、ちょっとでも本戦までに剣精レイダーに慣れる為ため、マギサじゃ今そこら中で弱そうな相手探す剣精レイダー使いがシュツボツしてるのよ。恥はずかしながら、ワタシも、その一人」


　そしてそういうと、がちゃり。


　男は、再び、銃口をクリスタの顔に向け直した。


「うっ……!?」


　クリスタは慌あわててそこから動こうとしたが……腰が抜ぬけているのか、地面に転がったまま、うまく体が動かない。


「お別れの時間ね。冥めい土どの土産みやげにワタシの名前を教えてアゲル。ワタシの名はボブ。一周回ってクールでしょ？


　じゃ……天国で、また会いましょう、子こ猫ねこちゃん。バイバイ」


　あっけなくいって、クリスタに向かい構えている銃の引き金をひこうとする男。


「ったく……世話の焼ける先せん輩ぱいだぜ……！」


　──そんな絶体絶命の瞬間だった。


　クリスタに再び向けられた銃に、誰かが、突とつ然ぜん、体当たりをかますように摑つかみかかった。


　摑みかかったのは、灰色の髪の、初等部のブレザーを着た小こ柄がらな少年……アッシュ！


「アッシュ!?」


「な……なにすんのよこのガキわ!?」


　苛いら立だった声をあげる男。


「アッシュ！　な、なにしてんのよ、あんた!?」


　少年のまさかの行動に、一番仰ぎよう天てんしたのはクリスタだ。


　誰も、初等部の子供にそんな危険を冒おかさせてまで助けて欲しいとは思っていない！


「か、勘かん違ちがいするな。別にオレはお前を助けたわけじゃない。ただ、ちょっと運動不足を解消したかっただけで、」


　アッシュは、男にブン回されながらも、歯を喰いしばり、必死に銃に喰らいつきながら強がりをほざいている。


　今はまだいいが、体力を失い、振ふりほどかれ、地面に転がった時、今度こそ、一○○％殺されてしまうだろう──！


　なんとかしなければ──


「…………ん？」


　と、その時だった。クリスタの視線が、自分の前方の床に留まった。


　そこに転がっているのは──剣精レイダー・マリー・ガーネット。


「そ、そうだ……！」


　クリスタは目を見開いた。


「マリー！」


　クリスタは、走りながら、床に転がっていたマリーを回収した。


「な、なにすんねん!?」


「あんたも、剣精レイダーなんでしょ!?　向こうみたいに、なんか武器になれないの!?」


　一いち縷るの望みを託たくしクリスタは聞いた。それが可能なら、自分は契けい約やく者だし、武器になったマリーを使える。それなら、この状じよう況きようを打破できるかもしれない。


「ふざけんな！」


　しかしそんなクリスタを、マリーは一いつ喝かつした。


「ここでホンマにお前に使われてもうたら、ウチ完全にお前の剣精レイダーみたいやんけ!?　ウチ、そんなん、いやや！」


　駄だ々だをこねるようにいうマリー。


「あ、あんたねぇ……このままじゃアイツ死んじゃうわよ!?」


　前方のアッシュを見ながら、クリスタも怒ど鳴なり返した。


「別に、最悪、今回だけでもいい。ずっと私に仕えろなんていわないから。アイツ助けるのに、今回だけ、チカラ貸しなさいよ!?」


　懸けん命めいにマリーを説得しようとするクリスタ。


「くっ……！」


　その言葉に、マリーはまだしばし悩なやんだようだったが……


「……わかった。呼べ」


　やがて苦々しい表情で、諦あきらめたように、クリスタにぼそりとそうこぼす。


「ん？　呼べって？　何を？」


「察し悪いやっちゃな!?　きまってるやろ！　ウチの名ぁ呼べっちゅうとんねん、このスカタン！」


「くっ……!?」


　なんでここまで偉えらそうにされなければならないのか理解できないが……とりあえずクリスタの一時共きよう闘とうの案は採用されたようだ。


「わ、わかった。で？　あんたの名前、なんだっけ？」


「アホぉ！　マリー・ガーネットちゃんや！」


「はいはい。……マリー・ガーネット！」


　なんだか投げやりに叫さけぶクリスタ。


　すると──その瞬間だった。


　カッ──！　クリスタの手の中のマリーが光り──


「きゃあああ!?　な、なに!?」


　そんなクリスタの手の平の中で、マリーはみるみる姿を変形させた。


「お、おおうっ!?」


　クリスタは思わず感動の声をあげた。


　光が収まった時、クリスタの手の中に収まっていたのは──


　手の平にすっぽり収まってしまう程度の大きさの、やけに銃じゆう身しんの短い、黄金色に近い蜂蜜色の銃。


「こ、こっちも銃……？　そ、そうか」


　クリスタは事態を理解した。


　こっちも銃。向こうも銃。


　剣精試練レイダー・ゲームとは、要するに、銃に変化する人形達を戦わせる祭典、なのか？


「がはっ!?」


　などといってる場合ではなかった。


　図書室内に、アッシュの苦く悶もんの声が鳴なり響ひびいた。


　体力が切れたのか、とうとう男から振りほどかれ、地面に叩たたきつけられたのだ。


「や、やば！　アッシュ！」


《ご主人様ぁ！》


「ハァ、ハァ……カワイイ顔してたから、半殺しでカンベンしてあげてたのに……残念ね。主に逆らったペットは、始末しなくっちゃ。バーイ、ボク」


　男は、地面に落下したアッシュを、憎にく々にくしげな目で見つめながら、がちゃり。


　足元に転がるアッシュの頭部に、冷徹に、自分の剣精レイダーの銃口を向けた。


「や、やばい！　アイツ、まじで死んじゃう！」


　その光景を見たクリスタは、泣きそうになって叫ぶ。


《撃うてぇ！》


　すると脳内に、銃となったマリーの叫び声ごえが聞こえた。


《はよ、ウチを、撃て！》


「はあ!?　う、撃てって！　どうやってよ!?」


《ちゃんとした使い方は、また後で教える！　とにかく今は、アイツに向かって、引き金ひけばええ！》


「ちっくしょう……ええい！」


　いわれるがまま、クリスタは震ふるえる手で、男に銃を向け、ドンッ！　ヤケクソ気味に、発はつ砲ぽう！


　するとその瞬間、クリスタの剣精レイダーの銃じゆう口こうから、一筋の、黄金の光が放たれ──ゴウッ！


　男に襲おそい掛かかる！


「こ、この小こ娘むすめ……生意気っ！」


　しかし、男も負けていなかった！


　クリスタの銃から自分に黄金の光が放たれたことに素早く気づくと、


　ドンッ！　自分も発砲、黒い光でそれに応戦！


　ガガガガガガ！


　クリスタの光と、男の光、二つの閃せん光こうが、図書室の中央で、力比べのようなカタチで拮きつ抗こうする！


「きゃああああ!?　ど、どうすればいいのよ!?」


　予想外の展開に、クリスタはパニックになった！


《負けんなぁぁぁぁ！　もうこうなったら力勝負や！　押し返されたら負けやぞ!?》


「そ、そんなこといったって!?」


　クリスタは、とにかく手の中から凄すさまじい振しん動どうと共に光を吐はき出し続ける黄金の銃を必死に両手でコントロールし続ける。


　しかし、地力が違ちがうのか。


　徐じよ々じよにクリスタの光は、男の黒い光に侵しん食しよくされ始めた。


「クックック！　諦めなさい、小娘！　外の世界に行くのは、このワタシなのよ！」


「負けんなぁっ！　暴力女！」


　そんな押され気味のクリスタに、力の限り叫んだのは、アッシュ。


「お前、ここに戻もどってきたってことは、剣精試練レイダー・ゲームに参加する気になったんじゃないのか!?　こんなトコで負けていいのかよ!?」


（そ、そうだ…………！）


　クリスタは歯を喰くいしばりながら思い出す。


（決めたじゃない。これからは、胸をはって生きるって。山さん賊ぞくになるって。こんなところで、こんな変態に負けてて……山賊が務まるもんですかっ！）


「うおっしゃああああああああああああ！」


　戦いの後、立てなくなってもいい！　出だし惜おしみせず、すべてのチカラを、ここで出し切る！


　クリスタは、ありったけの自分のエネルギーが銃じゆうに伝わるようなイメージを脳内に浮うかべる。


　キィィ──！　すると黄金銃はさらに輝かがやき、銃口から放たれる光の出力を上げた！


「な、なんですってぇぇぇぇ!?」


　形勢は逆転！


　クリスタににじりよりつつあった黒い光は、瞬またたく間まに黄金の光により男の手元まで押し返され、そして、そのまま男はクリスタの黄金銃の奔ほん流りゆうを弾はじき返せない！


「ば、バカな！　このワタシが、こんな初心者達に負けるハズが……こんなつまんないシーンで消えるハズが……オ……オグギャァァァァァ!?」


　野太い断だん末まつ魔まの叫びと共に、男はそのまま、黄金の光の中へと消えていく！





　　　　†




「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　なんとか撃ち合いを制した後。クリスタは、荒あらく肩かたで呼吸しながら、自分の光に飲み込まれた男のほうへ視線をやった。


　そこには──ブスブスと煙けむりをあげながら、図書室の床ゆかに転がり、ぴくりとも動かなくなった、男の姿。


　手元からは、剣精レイダーも消失している。


「や、やった……倒たおした!?」


　半身半疑で、クリスタ。


　そしてそのまま、本当に自分が勝利したのか確認しようと、男に向かってゆっくり歩き出そうとする。が。


「ウッ!?」


　ズル。クリスタはそのまま、足をもつれさせその場にスッ転んだ。


「無理もないわ。このアホ」


　ボンッ！　そんな無様に転ぶクリスタの頭の上に、銃から人形に戻ったマリーが出現。


「ウチらは、何の弾だん丸がんも入れんまま引き金ひかれると、使用者の全魔ま力りよくを吸い取ってそれで攻こう撃げきするんや。ま、一種の裏技やな。お前、さらに限界以上の魔力絞しぼり出そうとしたやろ？　そのせいでお前、いま魔力カラッカラ。しばらくまともに歩けへんで？」


「う、け、けど、ホントにやっつけたのか、アイツの状態確認しないと……」


「……大だい丈じよう夫ぶだ」


　地面に転がりながら焦あせるクリスタに、黒くろ焦こげ男の傍かたわらにしゃがみ込むアッシュが声をかけた。


「コイツも魔力を完全に使いきったんだろう。完全に気絶してる」


「ていうか……そいつ、そのまま死んだりしないよね……？」


　これで殺人犯にされたんじゃ、たまったもんじゃない。


「大丈夫だろう。魔力の塊かたまりにあたっただけだし……死ぬことはないハズだ。気になるんだったら、後で医務室の校医でも、呼んでやればいい」


「そっか……うん。そうね」


　なにはともあれ、とりあえず自分は、危機を脱だつしたようだ。


　そこでようやくクリスタは、ホッと胸をなで下ろす。


「にしても……まさか、いきなり他の剣精レイダー使いに襲われるとはね……」


　クリスタは前まえ髪がみをかきあげ、さすがに少し疲つかれた声でいった。


「どうやら、外の世界に出られるという褒ほう美びが、予想以上に他の参加者を焚たきつけてしまったようだな」


　淡たん々たんというアッシュ。


「あ、そうそう。そういえば、外の世界って？」


　クリスタは怪け訝げんに思い聞いた。


　あの男も、外の世界がどうとかいうようなことをいっていたような……！


「それって何？　剣精試練レイダー・ゲームって、遺い跡せき潜もぐるだけじゃないの？」


　不思議そうに聞くクリスタ。


　その言葉に、アッシュは、少し驚おどろいたように目を丸くした。


「そうか……まだお前には話していなかったな。剣精試練レイダー・ゲーム、ベスト４特典のことを」


「ベスト４特典？」


「そう。剣精試練レイダー・ゲームに参加する人間は、ベスト４以上に残れば、自動的に、国の外に出る権利を得ることができる」


「えっ……??」


　クリスタは、目を見開いた。


　国の、外に出られる？


　──クリスタの住む国、魔ま導どうの国『マギサ』は〝黒のオーロラ〟と呼ばれる、破は壊かいも通行も不可能な謎なぞのドーム状の霧きりによって、一○○○年以上、隣りん国ごくの傭よう兵へいの国『ログレス』含ふくめ、他国との国交を途と絶ぜつさせられている。


　なのに、剣精試練レイダー・ゲームに勝てば、一○○○年謎に包つつまれてた、国の外に出られる？


「マ……マジで!?」


　クリスタの、冒ぼう険けん野や郎ろうの血が瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうした。


「な、なんでそのこと、もっと早く教えてくれなかったのよ!?」


　そんなオイシイ特典を事前に聞いていたなら、もっと早く剣精試練レイダー・ゲーム参加を決めていたかもしれないのに！


「お前が話聞かんとさっさとバックレたんやないか!?」


　そんなクリスタに対し、ムッとした声でマリーはツッコんだ。


「その通り。それに、勘かん違ちがいするなよ」


　アッシュも、クリスタのその反応に、クールにいう。


「お前は、オレを剣精試練レイダー・ゲームに出られなくした張本人なんだぞ……？　そんな人間に、何からなにまで親切にしてやるほどオレはお人好しじゃない」


「ウッ…………！」


　イタイところをつかれて、クリスタは言葉につまる。


　その通り。自分は、偶ぐう然ぜんにとはいえ、アッシュからマリーを奪うばった身だ。


「ご、ごめん……。でも……それでも私……剣精試練レイダー・ゲームに出たいの！」


　それでも、クリスタは、引き下がらない。


「勝手だってわかってるけど。あんた達がきっかけで、私の人生は変わった。さっきはいわなかったけど。私、ホントは、あんたと同じで。山賊……山賊作家目指してるの」


　クリスタは、白状するように、アッシュに打ち明ける。


「まぁ、ここんとこ、その夢も、ちょっと諦あきらめ気味だったんだけど……あんたとチカ……のおかげで、自分の才能試す勇気が出た。剣精試練レイダー・ゲームに出て、山賊になれるかどうか、腕うで試だめししようって思えるようになったの。もちろん、腕試しは、いつだって、どこでだって出来るけど。ここまで首をつっこんだ以上、私は、責任もって、剣精試練レイダー・ゲームで腕試しがしたいの。だからお願い。私を──剣精試練レイダー・ゲームに出させて!?」


　真しん剣けんな表情で、アッシュに頼たのみ込むクリスタ。


「……好きにしろ」


　そんなクリスタを見て、アッシュは、案外あっけなく答えた。


「え？」


「お前とマリーのことは、もう決まったことだ。オレは今さらそれに対してゴネようなどとは思っていない。出るか出ないかは、お前の好きにしろ」


「う、うん。ありがと」


「ただ……オレの代わりに出るんだったら、無様な結果だけは残してくれるなよ？　やはりオレが出るべきだった……なんて気分にオレをさせるな」


「わ……わかったわ。いい結果、残す」


　クリスタは神しん妙みように頷うなずく。


「そうしてくれ。オレの為ためにもな。……じゃあな」


　そういい残すと。アッシュはくるりと踵きびすを返し、クリスタの前から立ち去ろうとする。


「？　どこ行くのよ？」


「いろいろやることがあるんだよ……。いっておくが、オレはオレの計画を存続させることをまだ諦めていない。まだ何か方法があるかもしれんからな」


「ご、ご主人様ぁ！　ま、待ってぇな！」


　そんなアッシュに悲ひ愴そうに声をかけたのは、ここまでずっと沈ちん黙もくを守っていたマリーだ。


「ウチは……ウチはどうすればええんですか!?」


「だ、だから、お前はクリスタと組めといってるだろ」


「そ、そんな!?」


「仕方ないだろう……」


　アッシュは嘆たん息そく。


「オレじゃ、お前を銃形態に変形させられないんだ……契けい約やく者じゃないからな。いざという時、オレじゃ、お前を守れないだろうが」


「け、けど……」


「心配するな……。別にこれが今生の別れというわけでもないさ」


　アッシュはマリーの方へ向き直り、普ふ段だんより少しだけ優しい声でいう。


「オレはオレで動く。お前らが勝ち進めば、また会うこともあるだろう。それまでお前は、お前の仕事をしろ。それで再会した時、いろいろ話そう。それでいいだろ？」


「…………」


「それでいいだろ？」


「…………ハイ」


　下した唇くちびるを嚙かみながら、ようやく頷くマリー。その様子に、アッシュは嘆息気味に苦笑。


「じゃあな。まあ、せいぜい頑がん張ばれ。気の強い女同士、案外いいコンビだと思うぞ、お前ら」


　そう言い残すと、アッシュは図書室から去っていく。


「くそ……ぜんぶお前のせいや……！」


　その瞬しゆん間かん。そんな中。マリーは、暗く、クリスタに呟つぶやいた。


「お前のせいで、ウチの人生設計、ぜんぶメチャメチャになってもうた……！」


　アッシュの手前、素直に納得したフリをしていたが、本心ではまったく納得できていなかったのだろう。


　マリーは、先ほどまでのしおらしい表情とまったく違ちがう、険のある目つきでキッとクリスタを睨にらみつけた。


「ええか……？　よぉ聞けアホ女！　アッシュ様の命令やから、ウチは、仕方なく、剣精試練レイダー・ゲームにはお前と一いつ緒しよに出たる。けど──それだけや」


　マリーは嚙み付くような声で断言した。


「お前は、ウチにとって、パートナーでも、主でも、友達でもあらへん。ただの空気。亡ぼう霊れい。口利くつもりもないし。そのつもりでいろや、空気」


　はっ、とはき捨てるようにいうマリー。


（こ、こんのガキャ……！）


　どんだけアッシュと話す時と態度違うのよ……!?　クリスタはさすがに頭にきたが……


「わ……わかった。でも、よろしくね？」


　なんとか押し殺し、ひきつった笑みで、一応マリーに握あく手しゆを求める。


　が。


　ぷっ！　そのクリスタの手に。あろうことか、マリーは唾つばを吐はきかけ応戦。


「…………！！！！！」


　さすがにその対応に、思わずクリスタはブチギレかけたが……！


（ガッ……！　我が慢まん、我慢よクリスタ）


　その怒いかりもかろうじて押し殺し、クリスタは、その手を力なく下ろした。


（確かに私はコイツからアッシュを奪ったし……それにこういうのは焦っちゃダメ。じっくり、雪解けの瞬間が来るのを待たなくっちゃ）


　幸い、剣精試練レイダー・ゲームまでは、三日の猶ゆう予よがある。


　他に解決しなければならない問題も無いし、マリーとのコミュニケーション増強にすべての時間をあてられるハズだ。


（よし……！　それじゃ。籠ろう絡らくする為にも、一いつ旦たん、家に戻もどって、一緒にお菓か子しでも……）


　素早くマリー懐かい柔じゆう作戦を脳内で組み立て始めるクリスタ。


　が、事件発生。


「あー、そうそう」


　ガチャリ。図書室の扉とびらが開き、一人の少年が図書室に入ってくる。


　それは、なんのことはない、先ほど図書室を出たハズの灰髪の少年、アッシュだった。


「ご主人様!?　ご主人様ぁん！」


　すると当然、マリーは態度激変、クリスタの横をダッシュですり抜ぬけ、満面の笑みでアッシュに飛びつく。


「また会えましたね!?　この日が来るのを信じてました。また会えるって。こんなすぐ会えるってコトやったんですね!?」


「イテテ……ち、違う。そうじゃない。アイツに一つ、警告があったことを忘れてたんだ」


　マリーの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいに、やや辟へき易えきしながらアッシュ。


「警告ぅ……？」


　マリーのすばらしい態度の違いを見せられたせいか、なんだかクリスタは不ふ機き嫌げんになっていた。


「なによ、警告って。私は仮にも、あんたより年長者よ？　そんな私に、あんたが、なにを警告するってのよ」


「親」


　アッシュは真ま面じ目めな顔で、予想外の言葉をクリスタに返した。


「ん？　は？　親？」


「そう。お前、両親はいるか？」


「……いや、いるけど？」


「だったら、その親に、ちゃんと剣精試練レイダー・ゲームに出ることを伝えておけよ」


「……はあ？」


　クリスタは、まったく話の流れがわからず、ぽかんと口を開けた。


「……なにいってんの？　親に、剣精試練レイダー・ゲームのことを、いう？　なんで？」


「やはり気づいていなかったか……！」


　呆あきれたように嘆息するアッシュ。


「いいか？　オルアレン攻こう略りやくは、恐おそらく二、三日はかかるんだぞ？　もしお前が親だったとして。なにもいわず、急に娘むすめがいなくなったら、どうする？」


「そりゃ……やっぱ強リ制タ召ー喚ンの呪じゆ文もんで無理やり呼び戻…………


　え!?」


　クリスタは自分のいいかけた言葉の意味に気づき、絶句した。


　そして、みるみる、顔を青ざめさせていく……！


「そ、そうだ……うわぁぁぁぁ……そうじゃん！　剣精試練レイダー・ゲームの最中に。強リ制タ召ー喚ンされたら、それでもうオシマイじゃん!?」


　顔面蒼そう白はくで、頭を抱かかえるクリスタ。


　強リ制タ召ー喚ンとは。あらかじめ契約しておいた相手を任意に自分のもとへ転移させる、親にとっては最高に便利な、そして子供達には最高に煩わずらわしい、マギサに存在する上位魔ま法ほう。


　この魔法を使われてしまうと、例えば、クリスタが剣精試練レイダー・ゲームに参加し、もしあと一歩で剣精試練レイダー・ゲームに優勝できそうな場面、に至ったとしても。


　その瞬間、強制的にオルアレンの深部から、母親のいるマギサの自宅へ引き戻されてしまう。


　たたでさえ今回の剣精試練レイダー・ゲームは、誰だれが一番早くオルアレンの最深部に到とう達たつするか、が課題なのだ。万が一自宅に召喚なんぞされたら、凄すさまじいロスは確実、優勝の可能性など完全になくなってしまうだろう。


「ど……どおしよお」


　さきほどまでと天と地ほど違う顔色で、脂あぶら汗あせをダラダラ流しながらクリスタは苦く悶もんした。


「正直に話せよ」


　そんなクリスタに、アッシュは、淡たん々たんとアドバイスした。


「一○○％親に強リ制タ召ー喚ン使わせないためには、剣精試練レイダー・ゲームに参加する前に親に事情を話し、使わせない確約をとるしかない」


「簡単にいわないでよおおお……！」


　泣きそうになりながらクリスタ。


「ウチの親はね。めちゃくちゃ頭固いんだから……！」


　クリスタには、もし正直に剣精試練レイダー・ゲーム等の話をすれば親がどういう反応を示すのか、容易に想像できた。


　クリスタの両親はかなり保守的なのだ。いった途と端たん、家庭内に、とんでもない嵐あらしが巻き起こるだろう。


　その時の騒そう動どうのことを考えると──


「めんどくさぁあああああ……！」


　思わぬ現実に突つき当あたったクリスタは、地団駄を踏ふんで悶もん絶ぜつした。


　マリーとのコミュニケーション増強にすべての時間をあてられる？


　──とんでもなかった。


　クリスタの目の前には、もっと巨きよ大だいで、もっとメンドくさい壁かべが、ずっと聳そびえたっていたのである。


「ふふん。せいぜい苦しめ。じゃあな」


　他人ひと事ごと──というより、むしろクリスタを凹へつこませることに成功して嬉うれしそうな態度で、アッシュは飄ひよう々ひようと図書室から出て行く。


「…………」


「…………」


　残されたのは、陰いん気きな女と陰気な人形。
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「はあ……！　気ぃ重いわぁぁ……」


　三○分後。マギサ郊こう外がい、クリスタ自宅前。


　クリスタは、玄げん関かんの扉を前にしたまま、しかしなかなかその扉を開けることもできず、ただただグダグダとそこに立ち尽つくしていた。


「剣精試練レイダー・ゲームのコト話すには、やっぱ剣精試練レイダー・ゲームが、将来山さん賊ぞくになる為ための腕うで試だめしになってることも話さなくちゃいけないだろうし……！　絶対モメるわぁ……」


　クリスタの両親は、クリスタが山賊を目指すことに、恐ろしいくらい反対していた二人なのだ。


　そんな両親に、また山賊になりたいなどと告白したら……


　考えただけでも恐ろしい。


「チッ……！」


　気を滅め入いらせていると。今度は、クリスタの手元から、舌打ちが聞こえてきた。


　発信源は、クリスタの、革製の薄うすい鞄かばん。


　そこには、鞄から少しだけ顔を出し、陰いん険けんな目つきをした蜂はち蜜みつ色の髪かみの人形、マリーの姿。


「いつまでウダウダしてんねんカス……入るなら入る、諦あきらめるなら諦めるでさっさと決断しろや……！」


　思いっきり丸聞こえの独り言を呟つぶやくマリー。


「はあ……問題山積みね……」


　それを見て、クリスタは思わず呟く。


　家のことだけではなく、三日後までに、コイツとの関係も改善しなければいけないのだ。


「悠ゆう長ちようにびびってる時間ない、か……よし」


　クリスタは、ぱん、と頰ほおを両手ではたき、自らに気合を入れた。


「クリスタ──突とつ撃げきします！」


　まずは、最大の課題、親の説得を、さっさと済ませてしまおう──！


　クリスタはぐっ、と腹にチカラを入れ、覚かく悟ごを決めて、扉を開き、家の中に足を踏み入れた。


「た……。ただいま～！」


「おっかえりー」


　テキは、早速、姿を現した。


「遅おそかったね。なにやってたの？」


　現れたのは──クリスタの体重をちょうど倍にしたくらいの体格の、かなりふっくらした、お菓子をかじりながら歩く、暗いピンク色の髪の女性。


　クリスタの母。カナリア・キャロル。


「え？　あ、あー、うん、ちょっと。それより、お母さん、」


「まあでも、たまの息いき抜ぬきくらい、お母さんぜんぜん許すけどね」


　ニコリ。クリスタ母は、クリスタの話を聞かず、ご機き嫌げんでそう呟いた。


「……え？」


「だってクリスタ、前は〝山賊〟になるとかヘンなことばっかりいって、みんなを困らせてたけど。今は、毎日ちゃんとフツーの女の子らしく受験勉強して、わたし達を安心させてくれてるんだもん。わたしもハハとして、息抜きくらい、許してあげなくっちゃ♪」


　極上の笑顔でいい放つクリスタ母。


「ハ……ハハ」


　クリスタは母親の笑顔に、かなりひきつった笑顔を浮かべながら、


（いいにくぅ……！）


　いきなり絶体絶命の状態に追い込まれていた。


（こ、このオンナ。何いきなり強きよう烈れつな先制攻こう撃げきかましてくれてんのよ!?）


　まさか予測して動いたわけではないだろうが、これで恐ろしく〝山賊になりたい〟といいだしにくい空気になってしまった。


（で、でも、自由を勝ち取る為には、ここで逃にげるワケには……！）


　いわなくちゃ……！


　クリスタは、再び勇気を振ふり絞しぼると、


　キッ、と凜り々りしい目線を母親に送った！


「？　どうかしたのあなた？　そんな怖こわい目して……反はん抗こう期？」


「お母さん。あのね。話があるんだけど」


「？　なに？」


「私やっぱり。山賊になりたい」


「…………」


　キャロル家の中を。


　絶句が支配した。
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　嵐になるのを覚悟の上で、クリスタは、なにもかも、すべてを正直に話すことにした。


　三日後に、剣精試練レイダー・ゲームと呼ばれる儀ぎ式しきがあり、そこに選手として参加することになったこと。


　そして自分は、その試練ゲームに、山賊の腕試しもかねて参加しようとしてるということ。


　身み振ぶり手て振ぶりを交え、クリスタは、母親に、すべてを話した。が。


「…………」


　クリスタ母は。クリスタが話してる最中も。話し終わった今も。


　一言も喋しやべらず、沈ちん黙もくを守ったままだった。


「あ、あのう……お母サマ？」


　奇き妙みように思い、恐る恐る聞くクリスタ。


　話す前は、自分の話を遮さえぎってでも、母親が反はん撃げきしてくることを予測していただけに──今の母親の態度は、クリスタにとって不可解で不気味だった。


　これは嵐の前の静けさなのか。それとも…………。


「そっか……」


　押おし潰つぶされそうな長い沈黙の後。


　クリスタの母は、ようやく、静かに、そんな一言を漏もらした。


「も、もちろん。この決断が、母さん達を悲しませる決断だってことはわかってるわ！」


　その反応に、わけもなく、なんだか焦あせりながら、クリスタは、やけに早いピッチで一人で話し始めた。


「で、でも私は──」


「ちょっと待って。ちょっと待って……。なんでお母さんが、あなたのその決断を聞いて悲しむの？」


　するとそんなクリスタの弁を遮り、怪け訝げんそうな表情で聞く、クリスタの母親。


「え？　いや……だって……お母さん、私が山賊の夢諦めて、喜んでたから……また山賊目指すなんていったら、お母さん、悲しむかなって」


「はっ……ばかね」


　そんなクリスタに、クリスタ母は、温かい苦笑を向けた。


「結論はどうあれ、我が子が考え抜ぬいて出した答えを聞いて、悲しむわけないじゃない。むしろ逆。あなたが成長して自立した実感が湧わいて、嬉しいくらいよ？」


「エ？　……エェェ……？」


　想定外すぎる母親の反応に、クリスタは思い切り首をひねった。


　ど……どういうことだろう。ウチの母親って、こんなに子供に理解ある母親だったっけ……？


「じゃ……じゃあさ。明後日あさつてから、私、三、四日学校休んで遺い跡せき行くけど。強リ制タ召ー喚ンしないでくれる？」


「あったりまえでしょ」


　聞くまでもない、といった苦笑で母。


「あなたが夢を追う邪じや魔まなんかするもんですか。アカデミーには、風か邪ぜをひいたとでもいって、口裏をあわせておくわ。安心して、剣精試練レイダー・ゲーム参加してきなさい！」


「ほ、ほんと!?」


　あまりにも予想外の展開だったので、最初は実感が湧かなかったが。クリスタの中に、徐じよ々じよに、母親が自分を理解してくれたという感慨が湧き始める。


「あ……ありがとう！　お母さん！」


（私が馬ば鹿かだった）


　クリスタは、なんだか、涙なみだが出そうになった。


（他人じゃないんだもん。他でもない、家族なんだもん。こっちが誠意をもって話せば、どんな話でも、ちゃんと受け止めてくれたんだわ）


　もっと早く話せばよかった──！


　クリスタは自分を恥はじた。保守的で、話をしたら、家庭内が嵐あらしになる？　どんな思い込みだ。勝手に家族を敵だと決め付けていた。


　敵ではない。家族は最大の味方だったのだ……！


「さあ、それじゃ、その話はこれくらいにして、ゴハンにしましょっか」


　クリスタの母親が笑顔で立ち上がる。


「今日はクリスタが自立した嬉うれしい日だし、記念にワインでもあけちゃおうかしらね」


　コロコロとした笑顔で、クリスタの母はいう。


　こうして、クリスタ対クリスタ母の全面戦争は意外にも回かい避ひされ、キャロル家の平和は守られた──


　かに見えた。が。
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「あぁぁぁぁもぅぅぅぅ今日もええ天気やわあああッッ！」


　翌朝。脳天に響ひびき渡わたるそんなワケのわからないやかましい声と。天てん井じよう──この部屋の天井にはサンルーフがついている──から強烈にさしこむ陽光で、クリスタは、強引に眠ねむりから引きずり出された。


「んんん……？　あれ……私、どうしたんだっけ？」


　ゆっくり身体からだを起こしながら、クリスタは周囲を確認。


　クリスタがいた場所は──


　なんのことはない。


　自室のベッドの上だった。


「あ、そっか。昨日……」


　あれからクリスタは、母親とマリーと三人で食事をし。母親の出したワインなどをうっかり飲んだせいか、自室に戻もどるなり、そのまま昏こん倒とうするように眠ってしまったのだった。


「あぁぁぁぁもぅぅぅぅほんま今日ええ天気やわあああッッ！」


　掛かけ布ぶ団とんの上で、わざとらしいくらいクリスタに背を向け、窓に向かって叫さけんでいるのは──昨日からクリスタの同居人になったばかりの人形、マリー・ガーネットだった。


　どうやら、クリスタを起こしたかったが、あくまでクリスタを空気扱あつかいするスタンスを貫つらぬくため、直接話しかけることも出来ず、こういう無理のある起こし方を続けるハメになってしまっているらしい。恐おそろしくガンコな人形であった。


「……おはよ」


　クリスタは、そんなマリーに、試しに声をかけてみる。


　すると、たった今まで獣けもののように叫んでいたのに、ぴたり。


「…………」


　マリーは即そく、石のように沈黙。


（あっそぉ……！　あくまでムシですかそうですか。ま、どうせそんなこったろうと思ったけどねぇ……！）


　フン。クリスタは別段気にも留めずに立ち上がり、自分の勉強机に置かれた置時計で時刻を見る。


　午前一一時七分。時計の二つの針は、そう、時を示していた。


「………………ん？」


　それをみて、クリスタは、固まった。


「ん？　え……？　じゅっ。じゅういちぢ……？」


　クリスタの家からアカデミーまでは、さほど遠くない。通常三○分、急げば二○分もあれば辿たどり着つける。


　が。もはやこの場合、近いとか遠いとかそんなことは問題ではない。


　アカデミーの一時限目は、朝八時四五分に始まる。つまり──


「ちょ、ちょっと──大遅ち刻こくじゃん!?」


　クリスタは青ざめ、慌あわてた。


「えぇぇぇぇ!?　ど、どういうこと!?　お母さん、なんで今日は起こしてくれなかったのよ!?」


　叫びながら、自室の押し扉とびらを蹴け破やぶるように開け、外に出ようとするクリスタ。


　ガンッ！


　しかしそこで、クリスタにとって、予想外のことが起こった。


「ギャッ!?」


　蹴破ろうと扉に放ったクリスタの蹴りは、まったく扉を蹴破ることができず、そのままの勢いでクリスタは扉に激げき突とつしたのだ。


「痛ったぁぁ～……な、なによ。どうなってんの!?」


　元々、鍵かぎすらついてない扉なのに……!?


「？　??」


　クリスタは立ち上がり、今度は落ち着いて、ノブに手をやり、回して扉を開けようとする。


　が──今度もクリスタの手は、扉に届かない。


　がちんっ。


　扉の数ミリ手前に、なにやら、固かたいガラスの壁かべのようなものがあり、それに遮られ、ノブにすら、クリスタは触ふれることができないのである。


「は……はああ……!?」


　クリスタはわけがわからなかった。


「どういうこと……？　ゆめ……？」


「夢ちゃう」


　そんなクリスタに。背後のマリーが、不満げに答えた。


「朝からずっと、その扉開かへんかったんや。これはあくまで独り言やけど」


「はああ……？　朝から開かない？　な、なんで!?」


　この状じよう況きようになった原因が、クリスタには、何一つ思いつかない。


「ようやく目を覚ましたようね」


　そんな混乱するクリスタの耳に、いきなり、扉の向こうから、どこか嬉しげな声が聞こえてきた。


「おはようクリスタ。気分はどう？」


　声は、クリスタの母、カナリア・キャロルのものだった。


「え……えぇぇ……？」


　その声の調子に、クリスタは余計混乱した。


　母の声の調子がおかしい。娘むすめがこれだけ大寝ね坊ぼうしているのに、とりたてて慌てる様子もなく、むしろ、予定通りといわんばかりに、平然とした声で話しかけてきている。


「まさか……！」


　信じたくはなかったが。


　クリスタは、とある可能性を考えざるをえなかった。


「まさかとは思うけど。この状況。母さんがやったんじゃないでしょうね!?」


「クックック……。ハーッハッッハ！」


　その問いに、クリスタ母は、お前は大魔ま王おうか!?　といいたくなるような、邪じや悪あくな爆ばく笑しようで応こたえた。


「え……えぇ……？」


「クハハハハ！　どうやら気づいたようね！　我が娘クリスタよ。そのまさかよ。深夜から未明にかけて、この部屋には、結界をはらせてもらったわ！」


「は……はああああ!?」


　あまりに馬鹿げた発言に、クリスタは愕がく然ぜんとした。


「ど、どういうこと!?　我が娘むすめ監かん禁きんしてどうするつもりよ、このオバハン!?　学校行けないじゃない!?」


「学校はしばらくお休みしていいわ。お父さんも納得済みよ。それよりクリスタ。あなた、少し、そこで頭を冷やしなさい」


　大おお真面まじ目めな声でいってくるクリスタ母。


「はあ？　頭を冷やすぅぅ？」


「だってそうでしょう？　この時期に、また山さん賊ぞくになりたいだなんて。頭がどうかしてるとしか思えない」


「…………！　…………!?」


　クリスタは、今聞こえた母親のセリフがにわかには信じられず、あんぐりと顔の半分くらいまで口を開けた。


「え？　だ、だって昨日は！　応おう援えんしてくれるって!?」


「噓うそにきまってるでしょ」


「噓ぉっ!?」


「当たり前でしょ」


　平然と、母。


「娘が道を踏ふみ外はずそうとしてるのに、それを見過ごす母親がいるもんですか。あのねぇクリスタ。いつまでも馬鹿みたいなこといってないで。いい加減現実を見なさいな」


　クリスタを諭さとすような、優しい口調でクリスタ母はいう。


「山賊って。山賊作家って。もしなれたとして。それで将来、どうやってゴハン食べていく気なの？」


　心底不思議そうな口調で尋たずねるクリスタ母。


「そ、それは……ちゃんとやっていけるんだって！」


「いいえ。人と違ちがう道を選んでちゃんとやっていける人は、一ひと握にぎりの、才能のある人だけなのよ。あなたは違うでしょう？」


「はああ!?」


「それにあなた、山賊修業はじめるには、もう、遅おそすぎる……。あなた、自分が幾いくつだと思ってるの？　いまさら、四つや五つの子供に交じって、山賊学校に通うっていうの？　現実を見なさい」


「げ、現実なら……見てるって！」


　クリスタは必死に反論した。


「母さん、勘かん違ちがいしてる。私だって、自分が簡単に山賊になれるだなんて思ってない！　だから、一度は諦あきらめてたし、今だって、剣精試練レイダー・ゲームで自分に器があるかどうか、腕うで試だめししようとしてるんじゃない！」


「剣精試練レイダー・ゲームって……」


　その単語に。クリスタ母は、失笑を漏もらした。


「あのね……そんなもの、実在するわけないでしょう？」


　ため息混じりにあっけなくいうクリスタ母。


「は……はあ!?」


「マリーだっけ？　それは魔ま法ほうで動かしているだけ。あなたは誰だれかにイタズラされてるのよ」


「はああ……？」


　クリスタは──絶望した。


　自分の話したことが──なにもかも、一切通じていない。


　剣精試練レイダー・ゲームが実在しないわけがなかった。クリスタは、殺されかけたし、殺しかけたのだ。イタズラで命のやりとりが起こるもんか！


「まあ、でも、ちょうどいいわ。もしかしたら、悪徳な詐さ欺ぎの手口の可能性もあるし。三日後、オルアレン遺い跡せきにあなたを行かせて、あなたに傷でもついたら取り返しがつかない。


　あなたのことは、剣精試練レイダー・ゲームが終わるまで、ここに監かん禁きんすることにします」


「なっ!?」


「お、おい、ちょぉ待てぇオバハン!?」


　まさかの決定に二人はギョッと悲鳴をあげた。


「ちょっと！　ふ、ふざけないでよ！」


「ふざけてないわ。食事は、一日一回、夜に出してあげる。トイレの時はいいなさい。結界付きのトイレに転送してあげるから。大人しくしてなさい」


　それだけいい残すと、クリスタ母の気配は、部屋の前から遠ざかっていく。


「な……ま、待ちなさいよ!?　待て！」


　ガッツガッツ扉に蹴りを入れながら、母親を必死に呼ぶクリスタ。が。


「無む駄だよ。この結界は、あなたの腕わん力りよくと魔ま力りよくじゃ絶対破れない。フン。無駄な体力使わないほうがいいんじゃない？」


「こ、この……人でなし！　なんで……なんで私のいうこと信用してくれないのよ!?」


　その雄お叫たけびは、家中に響ひびき渡わたっているハズだったが、もう、扉の向こうからは何のリアクションも返ってこなかった。
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「ちっくしょう……甘かった……！」


　母親が去った後。


「なにやってんのよ、私はっ……！」


　クリスタは、悔くやし涙なみだをにじませながら、ごんっ、と扉の結界に額を叩たたき付けた。


（家族が最大の味方──？　馬ば鹿かか私は。あの親に限って、そんなこと、あるわけないじゃない！）


　わかっていたハズだった。


　家族こそ。家族だからこそ。優しくて、心配して、お節せつ介かいを焼こうとしてくる家族だからこそ、夢を追う上では、最大最強の障害となるのだ。


　そんなこと、昔から一人山賊を目指してきたクリスタには、とっくにわかってた。わかっていたハズなのに……こんな大事な時に限って、油断してしまった。ここ半年の、夢を追わない生活が、クリスタの気を緩ゆるめていたのかもしれない。


「どうしよう……！」


　クリスタは、焦あせりながら、机の上の時計を見た。


　時刻は午前一一時過ぎ。


　マリーによると、剣精試練レイダー・ゲームは明後日あさつての朝九時に開始らしいので、開始時間自体には、まだ余よ裕ゆうがある。


　ただ、実際には、ここからオルアレンまでの移動時間も考こう慮りよしなければならない。


　オルアレンは、マギサの国境近くの辺境にあり、おまけにクリスタには移動手段が徒歩しかない。オルアレンまで、恐おそらく、丸一日はかかるだろう。


　となると、今夜、最悪でも明日あしたの夜明け前に家を出なければ、クリスタ達は剣精試練レイダー・ゲームに間に合わない。既すでにクリスタは、それなりに時間に追われている状況なのである。


「ど、どないすんねん!?」


　そんな中、マリーが激げつ昂こうした口調で叫さけんだ。


「これで剣精試練レイダー・ゲーム間に合わへんかったら、どないすんねん!?　お前の家の問題やろ!?　お前、なんとかせぇや!?」


「う、うるさいわね。わかってるわよ。間に合わせるに決まってるでしょ!?　ちょっとそこで黙だまって見てなさい！」


　クリスタはイライラしながら、この部屋の結界を抜ぬけ出す方法を思案し始める──。





　しかし当然だが、古今東西、焦りが事態を好転させるケースはまずない。


　瞬またたく間まに日は暮れ、結局クリスタが何の解決策も見出せないまま、時計の針は、夜の一○時をさそうとしていた。


「くっそ……なんなのよ、この無駄に完かん璧ぺきな結界わ!?」


　イライラのピークに達したクリスタは、ガッ！　と壁かべに蹴けりを入れた。


「こんな結界、どう破れっていうのよ!?」


　母親のはった結界は、本当に、無駄といえるくらいに完璧だった。どこにもスキがなく、様々な方法も試してみたが、どれもこれも完璧に効果ナシ。


「どんだけ私外に出したくないのよ!?　こんな厳重な結界はっちゃって……！」


「ア、アカン……もう終わりやぁ……」


　そんなクリスタの様子を見て、マリーが、ネガティブな声をあげた。


「だから嫌いややってん、アシュ様以外の奴やつと組むんわ……。アシュ様と一いつ緒しよやったら、絶対こんなアホなことなってへんかった」


　半べそをかきながらいうマリー。


（くっ……このガキは、こんな時までアッシュアッシュと……）


　腹は立つが、しかし確かに事実そうかもしれないので反論できないクリスタ。


（けど…………アッシュ？）


　その言葉に。クリスタは、何故か、妙みようなひっかかりを覚えた。


　アッシュ……？　アッシュに関連する、何かを忘れてるような…………


「……あ!?　そ……そうだ……!?」


　そしてクリスタは、自分が忘れていたことがなんなのか、思い出した。


　正確には、アッシュに関してではなかった。


　昨日の図書室で、アッシュを助ける際、マリーがいった言葉を、思い出したのだ。


　昨日マリーはいった。


《ちゃんとした使い方は、また後で教える！　とにかく今は、アイツに向かって、引き金ひけ！》


　そう。クリスタは魔力全放出攻こう撃げきこそ二度試しているが、あれは、よく考えたら、単なる裏技。


　正せい攻こう法ほう──マリーのいうところの、〝ちゃんとした使い方〟を、クリスタはまだ、マリーから教わっていないのである。


「マリー！」


　一いち縷るの希望を見出し、クリスタは思わずマリーに駆かけ寄よった。


「な、なんやねん疫やく病びよう神がみ……!?　もう終わりや……ウチの人生は終わったんや……」


「いいから聞け！　あんた、昨日、いってたわよね!?　あんたには、昨日と違う、ちゃんとした使い方があるって」


「あ……」


　その言葉に、マリーも、自分がその先を教えていなかったことを思い出したのか、思わず声をあげる。


「それ。この状じよう況きよう打破する、とっかかりになんないの!?」


「う……それは…………たぶん無理」


「な、なんでよ!?」


　思わずつめよりながら、クリスタ。


「だ、だって……ウチの能力。めっちゃ特とく殊しゆやねんもん。ギャンブル的っちゅうか……下手したら、むしろウチらがダメージ受けたりするかもしれんし」


「い、いいじゃん!?」


　クリスタは、むしろ表情を輝かがやかせながらいった。


「ギャンブルってことは。助かる目が出る可能性もあるんでしょ!?」


「え？　ま、まあ、そりゃゼロやないけど……」


「だったら、やりましょうよ！」


　クリスタは確信を持っていった。


「どうせこのままじゃ、脱だつ獄ごく成功率○％よ。私、けっこうヒキ強いしさ。私信じて、チカラ貸してみてよ!?」


　有無をいわせぬ勢いで迫せまるクリスタ。


「くっ……な、なんちゅうガツガツした女や……」


　そんなクリスタに、辟へき易えきしたようにマリーはいった。クリスタは、この瞬しゆん間かん、空気からガツガツした女にランクアップした。


「アッシュ様やったら、そんな無む謀ぼうな決断絶対せぇへんのにぃ……」


「諦あきらめな。今、この場には、アッシュじゃなく、ムボーな私しかいないんだから」


「くっ……！」


　マリーはまだ踏ふん切ぎりがつかないようだったが。


「どうなってもしらんからな!?」


　やがて諦めたように、クリスタの案に身をゆだねる。
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《オイ！　いつまで粘んねん!?　そろそろ試さな、どっちみち時間切れで終わりやぞ!?》


　クリスタの手の中で。黄金色の短たん銃じゆうが、焦った声でがなっている。


　クリスタの机の上の時計がさす時刻は午前六時ちょうど。夜も明け、試練ゲーム開始までにオルアレンに到着するには、ギリギリの時間である。


「わかってるって……けどもう少し……もう少し……もう少し……キタ！」


　いうや否や、ボンッ！


　クリスタは、自分の手の上に、一枚の〝半はん透とう明めいのカード〟を出現させた。そして短銃のおしりの部分についている、弾倉の部分を横にずらし、そのカードを、そこに挿そう入にゆうする。


「これで五枚……やれるだけのことはやったわね……！」


《せやな……。けど、ホンマに何が飛び出すかわからんで？》


　マリーがやや自信なさげにいった。


「なんべんもいわせないでよ。いいのよ。なにもしなけりゃ、出れる確率はゼロなんだし。これで死ぬなら、それはそれでカッコいいじゃん？」


《お前の脳ってほんまシンプルやな……》


「さあ……やってみましょ」


《くっ──ほな……いくで!!》


　キィィィィ──クリスタの言葉に反応し。マリーが、太陽の様に、まばゆく輝き始める──！





「魔ま術じゆつの〝合成〟？」


　マリーに〝ちゃんとした使い方〟を聞いたものの。クリスタは当初、その能力の意味を理解できなかった。


「そう。マギサの人間は、八国で、唯ゆい一いつ魔ま術じゆつを使える種族……！　せやからウチらマギサの剣精レイダーは、マギサの人間にあわした、形と能力を与あたえられてる。


　ウチの場合は、魔術の合成。


　時にお前……当然〝魔札マジツク・カード〟使えるやろな？」


「当たり前でしょ……何年アカデミー通ってると思ってんのよ」


　ムッとした顔でいうと、


　ブンッ！


　クリスタは、その手の数センチ上に、二枚の半透明タロットカードのようなものを出現させた。


〝魔札マジツク・カード〟……マギサの〝魔術〟の根幹をなす、重要なカード。


　魔導の国マギサの国民は、自分のチカラで魔ま法ほうを使っているわけではない。


　精せい霊れいに呼びかけ、魔札マジツク・カードを借り──その魔札マジツク・カードを使って、魔法を使っているのである。


　魔札マジツク・カードは全部で五二種類存在していた。一枚使い切りで、どの魔札マジツク・カードが配られるかはランダムな為ため、術者は選べない。


　但ただし、魔ま力りよくが高いほど呼べる枚数が多くなり、術者にとって必要なカードが配られる可能性はあがる。


「魔力昨日ほとんど使い切っちゃったし、二枚しか呼べなかったけど……」


「二枚あれば十分。その二枚を、銃じゆう形態になったウチの弾倉に入れろ。そしたらウチが、そこで、その二枚の魔札マジツク・カードの効果を合成して、新しい魔法をつくる。組み合わせ次第で何が生まれるかわからんけど、とにかくお前は、それを銃で一発撃うてる」


「は、ははぁ……なるほど。それが合成か」


　徐じよ々じよに事情を理解し始めたクリスタは感かん嘆たんの声をあげた。


「ぶっちゃけ、ウチも、どれとどれ混ぜたらどんな魔法になるかとか、ぜんぜん把は握あくしてへん。もしかしたら、ジバク魔法とか生まれるかもしれんぞ」


「な、なるほど……だからギャンブルってワケね」


　納得の表情でいうクリスタ。


「ま、いいけど。なんか私ららしくて……」


「ほな……早速、〝合成〟するか？」


　ボンッ！　と銃形態に変化し、床ゆかに転がりながらマリーはいう。


　が、そんな床に転がったマリーをみて──クリスタは思った。


「ねぇ……。アンタって、最大、何枚まで魔札マジツク・カード合成できるの？」


《一○枚》


「だったらさ……こうしない？」


　クリスタは、昨日の全魔力放出で、魔力のほとんどを失っていたが。


　魔力は、時間を置けば、回復する。


　今、作れる魔札マジツク・カードの数が、二枚ほど。しかし夜明けギリギリまでまてば、あと三枚は作れるハズだ。


「どうせギャンブルやるなら……でっかくいこうよ！」





　というわけで、クリスタは時間ギリギリまで粘ねばり、五枚の魔札マジツク・カードをマリーの中で混ぜ合わせた。


　混ぜ合わせたのは、【火炎ボルカノ】【弾岩クラツシユ】【刃風シルフイード】【刃風シルフイード】【雷鳴ラムヘル】の魔札マジツク・カード。


　その結果、どういう新魔法がこの銃じゆう口こうから出るのかそれはクリスタにもマリーにもわからない。


　願わくば、この状況を打開するような魔法を──っ！


　キィィィ──強きよう烈れつに輝くマリーの銃口を、クリスタは、天てん井じよう向けた。


「準備いいわね!?」


《おっしゃ！》


「じゃ、いくわよ。鬼おにが出るか、蛇じやが出るか……いっけぇぇぇぇぇ！」


《うおおおおおおおお！》


　ガチャンッ！　二人の想いをのせ、クリスタは、天井に向かってマリーの引き金を引き絞しぼる。


　が──


「…………。え？」


《は……？》


　クリスタとマリーは──マヌケな声を漏もらした。


　全ての思いを託たくしたマリーの銃口からは。


　なにも、発射されなかった。


「そ……」


《そんな……!?》


　最後の切り札の不発──


　まさかの展開に、落らく胆たんの色を隠かくせない二人。


　が、クリスタが落胆のあまり、その場に座りこもうとした──その瞬間。


《う……上や！》


　手の中のマリーが、唐とう突とつに、血相を変えて叫さけんだ。


「う、上……？」


　わけがわからず、いわれるがまま、上──サンルーフを見上げるクリスタ。すると、そこには──


　こちらに向かって、何か、小さな、黒い塊かたまりのような物が落下してきていた。


　その塊は、クリスタの視界の中で、ぐんぐん、ぐんぐん、こちらに向かって巨きよ大だい化してきているような──


「ま、まさか……！」


　ひきつった笑みを浮うかべるクリスタ。しかし、結果は……


　その、まさかだった。


　いつの間にかサンルーフの窓まど枠わく一いつ杯ぱいに収まらない大きさにまで拡大された黒い塊は、そのまま猛もうスピードで屋根に近づくと、


　ゴッガガガガガァァァァァァ!!


　この世の終わりのような破は壊かい音と共に、屋根に直ちよく撃げき、そして貫かん通つう！


「きゃああああああああああ!?」


　降り注ぐ瓦が礫れきの中、クリスタは頭とマリーを抱かかえて、その場にしゃがみ込んでただただ悪夢が去るのを待つ。


　そして、十数秒後。目を開いたクリスタとマリーが目にしたものは──


　屋根に大穴を空け。そして、そのまま、床にも部屋の三分の二以上の大きさの穴を空け、それでも止まらず地中深くにめり込んでいき、動かなくなった──隕いん石せきの姿。


「こ──こんのアホォォォォォォォ！」


　クリスタは、思わず手の中のマリーを人形に戻もどし、ぽかりと叩たたいた。


「だ、誰だれが隕石まで落とせっていったのよ!?　どうすんのよこれ!?　ウチ、まだローン残ってんのよ!?」


「し、知るか。だからギャンブルやゆうたやないか!?」


「それにしたって……やりすぎにも程があるわ！　私の部屋大破したじゃない!?　あぁぁもぅぅ……」


　頭を抱えるクリスタ。


　まぁ、しかしやってしまったものは仕方がない。それより気になるのは、これだけやって、ちゃんと結界が消えているかどうかだ。


　隕石に突き破られた一いつ瞬しゆんだけ消えて、今、また復活してたんじゃ、泣くに泣けない。


　クリスタは、肩かたにマリーをのせたまま、恐る恐る扉とびらのノブに手をやり、試しに扉を開けようとしてみた。


　がちゃり。


　先ほどまで、見えない壁かべに遮さえぎられていて、ノブに触ふれることすらできなかった扉は──あっけなく開いた。


「「おっしゃああ！」」


　クリスタとマリー、二人は思わずハイタッチ。


　但し一秒後、マリーは、ハッとなったように赤面し、あわてて出した小さな手をひっこめた。


「し、しもた……ウチはなんということを……アッシュ様とすらやったことのないハイタッチを……！」


　痛つう恨こんの表情で悶もだえるマリー。


「い……今のはあれやからな！　若さ故の過ちというか、一時の気の迷いやからな!?　お前は、まあ、空気ほど存在感なくはないけど。まだまだアッシュ様の圧あつ倒とう的てきカリスマには遠く及およばへんねんからな!?」




[image: ]


「はいはい……」


　ま、こんなもんか……。


　焦あせらずじっくりいこう。クリスタは思った。一時の気の迷いとはいえ、一応、一晩や二晩で一いつ緒しよにハイタッチができるくらいの仲にはなれたんだ。そのうち、本当の相棒にもなれるかもしれない。


（それより、問題は……！）


「クリスタ!?」


　考えていると。まさにそのもう一つの問題、クリスタの母が、血相を変えて部屋に飛び込んできた。


　そしてクリスタ母は──自分の娘むすめが行った、強引な結界の破り方を見て啞あ然ぜんとした表情を浮かべる。


「あ……あなた一体どうやって……？」


「……剣精レイダーのチカラを借りたの」


　ボンッ。手の中で、マリーを銃形態に変えながら、クリスタはいった。


「これでわかったでしょ……？　剣精試練レイダー・ゲームはイタズラなんかじゃない。現実なの。


　だから、お願い、明日あしたから一回だけでいいから。私が山さん賊ぞくになれるかどうか──剣精試練レイダー・ゲームで、腕うで試だめしをさせて！」


　クリスタは、昨夜と同じく、ただそれのみを懇こん願がんした。


　大破した部屋で、かつて見せたことのないくらい真しん剣けんな眼差しで叫ぶ娘。


　異常なシチュエーションに、クリスタ母は、苦々しい表情を浮かべる。


「なんでわからないの……!?　惨みじめな人生送るのはあなたなのに！　私は、あなたの人生を心配してるのよ!?」


「わかってるって……！　だからさ。母さん、こうしようよ？」


　もう、昨日みたいなヘマはしない──！　クリスタは冷静に話を進めた。


「母さんはさ。ようするに、私が山賊になったとして。将来食べていけるかどうかが心配なんでしょ？」


「うん」


「だったらさ。明日からの剣精試練レイダー・ゲームで。私、将来食べていけるかどうか、証明してみせるよ」


　クリスタは不敵にいった。


　母親の表情がぴくりと動く。


「証明って…………どういう風によ」


「そうね……。その剣精試練レイダー・ゲームとやらで、ベスト４になるのはもちろんのこと。同時に、オルアレンの遺い跡せきで、母さんが指定した金額分。財宝をかっぱらってくるわ」


　クリスタ、宣言。


「もちろんその条件達成できなかったら、私は山賊として、将来生計たてられないってことだから。母さんのいう通り、自分の才能のなさを受け入れて、大人しく受験勉強に戻る」


『オ、オイ!?』


　その条件に真っ先に反応したのは、クリスタ母ではなく、むしろマリーのほうだった。


『お、お前……そんな約束して大だい丈じよう夫ぶか!?　剣精試練レイダー・ゲーム中に、そんな余よ裕ゆう、たぶんないぞ!?』


「いいのよ……！」


　クリスタは腹をくくった目でいった。


　クリスタは、徐じよ々じよに、勘かんを取とり戻していた。


　こういう時の親は、敵──というか。取り引き先の社長のようなものと思えばいいのだ。


　取り引き相手を納得させるのは、綺き麗れい事や理想じゃなくて、いつだって、わかりやすくて、具体的で、インパクトのある数字と結果。


　綺麗事や理想だけじゃなく──無茶ともいえる目標を掲かかげ、さらにそれを達成する。結果を出さないと、社長だろうと、親だろうと、人間なんだから、心なんざ動くわけがないのだ。特にクリスタの親の場合は。


「どう？　母さん……この話、ノらない？」


「フン…………いいわ」


　少し迷ったようだったが。クリスタ母は、やや邪じや悪あくな笑みと共に頷うなずいた。


「ただし……私が指定する財宝の額は一○○万マギ。これ以上は、一マギたりともまからない」


「ひゃ、一○○万!?」


　クリスタとマリーは、さすがに顔色を変えた。


「当然の額よ。この屋根の修理費も込みですからね。将来ちゃんとやっていけるっていうなら。そういうところも、ちゃんとしなさい」


「くっ……！」


　ぐぅの音も出ない。


「わ、わかった。いいでしょう。私、母さんの条件[image: ]のむわ」


　覚かく悟ごを決めたクリスタはいった。


「その代わり一○○万稼かせいで戻ってきたら。絶対私の夢、応おう援えんしてもらうからね!?」


　クリスタはそう吐はき捨すて。


　そして冗じよう談だんのような速度で明るくなっていく街へ、慌あわてて飛び出す。


　試練ゲームまでに時間は、もう、ほとんど残されていない──。





　　　　†




　そして丸一日後──午前八時五○分過ぎ。


　クリスタは、まだ、走っていた。


　睡すい眠みん不ぶ足そくで目の下にはドス黒いクマ。飲まず食わずの強行軍で頰ほおはこけ、体力の限界で、足はヨロけている。それでもクリスタは走っていた。


　しかしその苦労は報われる。


　五分後──午前八時五五分。


　クリスタ・キャロルは──


「お……おおお……つ、ついに……着いた……わ？」


　既すでに死に掛かけの人間のような状じよう況きようでだが──それでも、目的地へ辿たどり着ついていた。


「お、おおっ!?　ようやった！」


　そんな、そのまま地面に座り込んだクリスタの肩の上で、マリーが叫さけんでいる。


「ウチは人はめったにホメんけど。今回だけはちょっとホメたる！　お前ようやったで!?」


　クリスタの耳を持ち上げ、マリーはやかましくがなっているが、もはやクリスタには、それに抵てい抗こうする気力もなかった。


（や、やば……。一応間に合ったけど。試練ゲームに使う体力、もう、ほとんど残ってない……！　試練ゲーム……もう始まるわよね……!?）


　クリスタは一日で随ずい分ぶんげっそりした顔を緩かん慢まんにあげ、周囲の状況を確認する。


　全員、試練ゲームの参加者なのだろう。ここまでくれば、もう、戦せん闘とうしてライバルを消そうなどとは考えないのか、まるで文化祭の始まりを待つアカデミー生の集団のように、意外に和わ気き藹あい々あいとした、やや緊きん張ちよう、やや興奮の表情で、五○人前後の人間が朝日の中、クリスタの周りで騒そう然ぜんと試練ゲームの始まりを待っている。


　そして、その全員の視線の先を辿ると──


「そうか……あれが」


　クリスタの目が、視線の先にあった建築物に、クギづけになる。


「オルアレン遺跡……！」


　それは、壮そう絶ぜつに日に焼けた煉れん瓦がでつくられた、ドーム状の屋根を持つ巨きよ大だいな遺跡だった。といっても、地表に見えているのは本当に一部で、この数十倍の広さに及ぶ地底迷宮が、この遺跡の本ほん殿でんだが。


　そのオルアレンを見ているうちに──クリスタは、疲つかれも忘れ、だんだん、なんだか嬉うれしくなってきた。


　幼い頃ころから、胸をわくわくさせてくれた遺い跡せき探たん索さくに──山賊という仕事に、今日、自分も、とうとう初挑ちよう戦せんしようとしているのだ。


　いったいどんなドラマが自分を待っているのか──


　いったいどんな危険が自分を待っているのか──


　もしかしたら、そんな悠ゆう長ちようなことを考えているのは自分だけかもしれないが──しかしそれでもクリスタは、心のどこかがわくわくしてしまうのをなかなかとめられなかった。


「オーッホッホッホ！」


　と、そんな中。


　ふいに、周囲から、そんな甲かん高だかい笑い声が聞こえた気がした。


「ここで、いったいどんなドラマがわたくしを待ち受けているのか──いったいどんな危険が自分を待っているのか──楽しみで仕方がありませんわ!?」


「なんかよくわかんないけど……これもオーディションだよね？　一緒にがんばろうね!?」


「…………」


　幻げん聴ちようとしか思えない──いやむしろそう思いたいような、聞き覚えのある声のほうへ、嫌いやな予感を覚えつつ、顔を向けるクリスタ。


　するとそこにいたのは──。


「あれ？　あなた──」


「クゥちゃん!?」





　こうして──彼女の物語は、彼女達の物語になり。


　三者三様の思いを交こう錯さくさせながら、剣精試練レイダー・ゲームという渦うずの中へと突とつ入にゆうしてゆくこととなる。


　その行動が、未来で意外な結果を作り上げることを──


　当然。この時はまだ、世界中の誰だれも、気づいてはいない。




　シナリオⅣ・反はん撃げき







「どこかに、委員会の八人が創ったシナリオから外れた連中がいる……！」





　元・委員会達の住処にして、現・男とエメラダがいる、四よ畳じよう半はんの部屋。


　しばらく装置と格かく闘とうしていた男が、悔くやしそうに吐き出した結論は、それだった。


「それ以外考えられない……」


　吐き捨てるようにいう男。


「たぶん委員会の八人は、そういう連中がいることに気づいた上で、今まで面白半分に放置してきたんだろうが……おかげで、装置に想定外のプログラムが生まれて、ウィルスの利きが悪くなってる。これじゃ、装置のダウンまでに少し時間がかかってしまう……！」


　歯は嚙がみしながら呟つぶやく男。


　そんな中、エメラダは、床ゆかに押さえつけられながら、今ひとつ状況を理解できずにいた。


（ど……どういうこと？　助かった、の……？）


　そして唯ゆい一いつ自由に動かすことを許された頭で、状況を整理する。


（要するに──どこかに、委員会が考えてた展開からハミ出した人たちがいて、その人達のおかげで、ウィルスが完全には作用しなかったってこと……？　え!?）


　その瞬しゆん間かん。


　その瞬間だった。


　エメラダは、とある事実に気づき。目を見開いた。


（ちょっと待って。ちょっと待って。だったら……わたしの作ったプログラムはどうなったの!?）


　エメラダは、気づいてしまう。


（わたしは、九周目を創るため、八周目が消えるプログラムを組んだ。けどわたしは、この世界に、そんなイレギュラーな人達がいたことなんて知らなかった。わたしが組んだのは、この男の人と同じ。イレギュラーを想定していないプログラム。


　だったら……だったらもしかして。わたしの八周目抹まつ消しようプログラムにも、なにか問題が起こってるんじゃないの!?）


　それは、あくまで、楽観的な推測に過ぎない。しかしその可能性は、決してゼロではないようにエメラダには思えた。なんせ八周目の人間を全員消すというエメラダのプログラムは、モロにイレギュラーを経由するプログラムなのだ。なんらかのエラーが起こらないほうが不思議な気さえしてくる。


（お願い……あとでなんでもします）


　その可能性を、エメラダは心から願った。


（なんでもしますから……どうか、わたしのプログラム、エラー起こってて……！）


「……ふん。まぁいいか」


　そんな中。男は、自分に言い聞かすような口調でそういい、静かに装置を床に置く。


「利きが悪いっていったって。もう九〇％以上この装置は壊こわれてる。世界改変、人物データ修復、新生物創造……世界に干かん渉しようできるような機能は、もう、どうやっても復旧できやしない。


　あと一〇％──世界を維い持じする機能も、二日と持ちこたえられないだろう。その頃には──今度こそ、すべてが、無に返る──」


　男は、虚うつろな声で呟く。


「何な故ぜ……」


　そんな男を見ながら。エメラダは、思わずのように呟いた。


「何故あなたは、こんなことをするの……？　こんなことを、望むの？」


　エメラダは、男に尋たずねる。エメラダには、さすがにこの男の破は滅めつ願望はまったく理解できなかった。


「すべてを無に返すことで。あなたは、一体、なにがしたいの？」


「…………」


　男は、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。


「消えたいんだ」


　ふざけてるほど、単純な答えを返す。


「消えたい……？」


「うん。すべてを無に返せば、僕も、消えられる。というか……僕の場合、すべてを無に返さなければ、消えられないんだ」


　自じ嘲ちよう気味な声でいう男。なにをいっているのか、エメラダには、さっぱりわからない。


「あのね。僕は。装置の番人なんだ」


　どういう気まぐれなのか、男は唐とう突とつに自分の正体を明かした。


「装置の番人？」


「そう……。装置を守るために、ここで生まれて。一七万年くらいかな？　ずっとここで、これを守ってきた。で、二、三万年前から、さすがに飽あきて、死にたくなってきたんだよ」


　静かな口調で男はいう。その静かさは、逆に一七万年の孤こ独どくを生々しく感じさせ、エメラダは薄うすら寒さむいものを背中に覚える。男は続けた。


「けど、死のうにも、僕の生命機構は、装置が司っている。わかるかい？　つまり装置が消えない限り、僕は永久に生き続けなきゃならないんだ。そして僕には当然、装置を傷つけるような行こう為いも、自傷行為も、できないようにプログラミングされている。だからそこで、装置を壊して、世界を無にしてくれそうな連中を見み繕つくろって、昔人間を八人、この部屋に呼んだんだ」


　いうまでもなく、それが委員会の八人であることは、エメラダにも理解できた。


「そしたら、連中、こんな装置があるなら、世界を無に返すなんて勿もつ体たいないとかいって、装置で延々ゲームを始めてね。おまけに僕は油断もあって、能力制限されて、奴ど隷れいのような立場にされてしまった。だから僕は水面下で、次の作戦を始めた。委員会の八人は僕のいうことなんか聞きやしないから。今度は別の人材を集めて、委員会を倒たおさせて、そして装置にウィルスをさしてもらおうと思ったんだ」


「それで選ばれたのが……わたし達《七周目セブンス》」


　エメラダは、複雑な心境で呟いた。


　確かに……自分たちを散々利用してくれたこの男が憎にくい気持ちもあるが。話を聞いているうちに、エメラダはこの男に、少し同情もしていた。


　なんせ一七万年装置の番人をやらされて、おまけに、新しくきた連中には奴隷にされてしまうような人生なのだ。人生に飽きて、死にたくなってしまう気持ちは、なんとなく理解できるような気がした。


　そして、死ぬ手段が、装置の破は壊かいのみだとしたら、いろいろ画策し、装置を壊そうとするのも理解できる。


　が。しかし──それでも。


　エメラダは、このまま、世界を消しよう滅めつさせてはいけないと思った。


　もしかしたら、八周目の人々は、消えてないかもしれないのだ。


　自分はもうとりかえしのつかないことをやってしまったはずなのに、どういう運命なのか、一度だけ、それを少しとりもどせるかもしれない場面が巡めぐってきたのだ。


　今度こそ、選ぶ道を誤りたくはなかった。


（ライエル……わたし、最後にちょっとは一人じゃなんにもできない女の子から、成長してみせるね）


　エメラダは、心の中で、最後に一度だけその名を口にし、


「ねぇ……あなた、名前はなんていうの？」


　覚かく悟ごを決め、自分を押さえつけている男にそう尋ねた。


「…………？」


　それは、些いささか、唐突な質問だった。男も気づいていたのか、一いつ瞬しゆん怪け訝げんに沈黙したが……


「……与あたえられたコードネームは。レオン」


　男は、そう答えた。


「そっか……レオン。それじゃ、あなたって……どういう顔をしているの？」


　エメラダは、自分にできる最大限に明るい口調をつくって聞く。


「わたし、どうせ消えちゃうんだし。最後くらい、顔を見ながら、おしゃべりしたいよ？」


「…………」


　男──レオンは、その提案にも、少し沈黙したが……。


　ふっ。


　最終的にレオンは、エメラダにかけていた圧力をゼロにした。


　エメラダの身体からだが、ウソのように軽くなる。


　エメラダは──立ち上がった。


　そしてエメラダは、ようやく、ここまで自分を押さえつけていた男──〝内通者〟レオンの姿を自分の目で確認する。


〝内通者〟は──


　大おお柄がらな男だった。


　よくいえば優しそうな、悪くいえば愚ぐ鈍どんそうな雰ふん囲い気きの、短たん髪ぱつの大男。


　なんとなく、仲良くなれそうなタイプだ、とエメラダは第一印象で思った。自分はおとなしく、かなり地味な性格をしている。向こうも、どこかそういう、冴さえない雰囲気を持っていた。もし出会い方が違ちがえば、友達になれた気さえする。


（燃やしちゃうから、もう友達にはなれないけどね……！）


　エメラダは、息を吸い込み、


「そっか……そういう顔してたんだね。はじめまして。レオン」


　掌てのひらを、レオンに向けた。


「わたしの名前は知ってたんだよね？」


　そしてエメラダはニコッと笑う。好きだった男が、自分の隣となりでよく見せていた、歯をむき出しにする、猛もう禽きん類るいじみた笑みを真ま似ねしたつもりだったが、それはただ可愛いだけの快活な笑顔になっていた。しかしエメラダは気づかず続ける。


「わたしはエメラダ。《七周目セブンス》のタイショウで。七周目世界で魔ま王おうを討とう伐ばつしたパーティの、唯一の、魔ま法ほう使つかい──」


　エメラダが、そこまで口にした──その瞬間だった。


　キィィ──エメラダの手に、白い燐りん光こうが集まり。


　瞬まばたきするより早く、その光は巨きよ大だいな槍やりとなって、ゴウッ！　男──レオンの胸に襲おそい掛かかる。


　レオンは、それを避よけようともしなかった。むしろ、その槍に貫つらぬかれて、死にたいとさえ思ったのかもしれない。しかしレオンの意思とは無関係に、男の前には光の壁かべが出現し、エメラダの槍と衝しよう突とつした。カッ！　火花と閃せん光こうで室内が埋うめ尽つくされる。


　──と同時に、エメラダはレオンに向かって走り出していた。


　すべて、予定通りの展開だった。エメラダは、久しぶりに全力で、見た目からは想像できないほど──グレンや、下手すればライエルと遜そん色しよくのないほどの速度で、男の傍かたわらに移動し。


　ぱしっ。


　搦からめとるように、装置を強ごう奪だつ。そしてそのまま、魔ま力りよくで空中に装置を固定すると、ガガガガガガガガガガガガガガガ！


　まったくのノータイムで、装置のキーボードをタイピングする。


（うん。レオンのいう通り。機能の九〇％以上はもう死んでるし、修復もムリ……。この装置は、もう、ほとんど、ただのオモチャくらいの価値しかない）


　それはエメラダにとって、想定内の、しかし哀かなしい事実。


　しかしエメラダはタイピングを止めない。


（となると、わたしにできるのは、結局、他の人に頼たよることだけかぁ……最後まで一人じゃ何もできなかったな）


　と、そのエメラダの背後に、人ひと影かげが現れた。閃光の中から、完全に無傷で現れた大男、レオンだ。


　エメラダは、当然その背後からの気配に気づいていたが……もはや抵てい抗こうせず、タイピングを続けた。どうせ作業はもう終わる。


（わたしにできるのはここまで。後は、あの人……あの人達に、すべてを任せるしかない）


　エメラダの背後で、大男が腕うでを振ふり上げる。最後にエメラダは声を振り絞しぼって願う。


「全部任せちゃってごめんなさい。でもおねがい。誰だれか世界を。世界を守──」


　ゴッ!!


　打だ撃げき音と同時に、エメラダの言葉が、途と絶だえた。


　そして、エメラダの手から零こぼれ落ちる装置。


　その装置からは。


【メールの送信を完かん了りようしました】


　エメラダが意識を断ち切られる直前。エメラダの想いをのせた光が、放たれていた──




　シナリオⅤ・残された人々







　エメラダの想いをのせた光は、空中で幾いく重えにも分散し、地上へ向かって降り注ぐ──


　例えば一つは、青い髪かみの青年と赤い髪の少女しかいない島へ。


〝受け取り手〟を求め、光は走る。そしてそんな中、一つの光は、とある〝病室〟に辿たどり着ついていた──





　そこは──濃こい潮の匂においのする病室だった。


　窓から見える、近くの海のせいだろう。開け放たれたその窓からは、潮の香かおりだけではなく、無ぶ遠えん慮りよに明るい陽光も差し込んでいる。


　そんな、質素だが、清潔で、風通しが良い、明るい病室内。


　その病室のベッドの上には、一枚の〝タグ〟が、ぽつんと置かれていた。そして──





【一件のメールを受信しました】





　タグはそんな文字を光と共に浮うかび上がらせると、


　ヴィィ……


　ヴィィ……


　規則正しく、振しん動どうし始めた。


　ヴィィ……


　ヴィィ……


　ヴィィ…………ぱしっ。


　そのタグに、白い手が伸のびた。


　そして、タグに手を伸ばした人物は、怪け訝げんそうにそのタグを拾い上げる。


「タグ……？」


　タグを拾い上げたのは──その病室に入院する、患かん者じや服の少女だった。


　よく手入れされた剣けんのように輝かがやく、長い銀ぎん髪ぱつと、誰も触ふれたことのない雪のように、白く気品ある肌はだをした女。


　少女の名は、ロザリー・リンド。


　剣精試練レイダー・ゲーム委員会との戦いに参戦し、さらに世界改変の瞬しゆん間かんに立ち会ってしまった、不ふ遇ぐうなる少女──。





　　　　†




　数時間前。


　目を覚ますと、ロザリーは、病室のベッドの上にいた。


　そして、ここへ運ばれてきた自分の主治医を名乗る女は、そんなロザリーに、ロザリーが現在置かれている状じよう況きようについての説明をした。


　まず最初に聞かされたのは、ロザリーがいま、ほぼ完全に一人ぼっちだ、ということ。


　病院に担ぎ込まれる前、ロザリーは一人だったらしい。影かげの中にツバサの気配もなかった。


　つまり、グレンも、メグもライエルもロンもエメラダも、あの時あそこにいた人間は、今のロザリーの周りには、誰もいないのだ。


　ただ、強いていうなら、ロザリーの老人剣精レイダー『サーペンティアン』だけは一いつ緒しよだった。その老師はロザリーの隣でずっと死んだように眠ねむり続けている。


　続けてロザリーが聞かされたのは、この病室が、どこにあるのか、という情報。


　今、ロザリーがいるのは、気を失う前にいたガイスト──ではなかった。


【奇き跡せきの国】エンデ──


　ロザリーにとって、名前すらうろ覚え。海を越こえた遥はるか遠国に、目を覚ますとロザリーは漂ひよう着ちやくしていた。


　それは、聞き方によっては、衝しよう撃げき的な情報だったのかもしれない。


　しかしロザリーは──それら主治医の説明を、どこか他人ひと事ごとのように思いながら聞いていた。


　ロザリーの頭の中では、未だに、自分が、気を失う直前に起きた出来事が、生々しくリフレインしていた。


（あの時────）


　ロザリーは、〝切り札〟を使おうとするグレンの説得に成功していた。


　グレンは、世界を七周目に戻もどしてしまおうとしていたが。自分と、そしてツバサの必死の説得の甲か斐いあって、それを思いとどまってくれた。のだが。


　次の瞬間──誰も予想できなかったような信じ難い出来事が起きた。


「ダメだよ、グレン。それじゃ、わたしの計画が狂くるっちゃう」


　グレンのそばにいた赤髪の少女メグはそう呟つぶやくと。地面に落ちていた、世界を七周目に戻す〝切り札〟を、グレンの持っている装置に、まるで当たり前のように、鼻歌交じりのような態度で差し込んだのだ。


　そこから先のことは──ロザリーもあまり覚えていない。


　グレン、メグ、エメラダの姿が消え。次の瞬間、地面に大穴が開いて、残された面々が飲み込まれ、全員がバラバラになってしまったような記き憶おくはかすかにある。


　とにかく気づいた時、ロザリーの身体からだは、このベッドの上にあった……。








（結局……また私一人空回りしてたということか……）


　窓の外の、苛いら立だたしいくらいに明るい海を見ながら、ロザリーは呆ぼう然ぜんと考えていた。


　世界を七周目に戻す〝切り札〟が差し込まれたのに、今のところ世界は……少なくとも、エンデと自分は、何故か消えていない。


　が。あの時の、メグの目つき。態度を考えれば、明らかだろう。


　メグは確実にあの時、八周目の世界を──そして、自分やツバサを切り捨てようとしていた。


　そしてそれは、メグだけではない。


　必死に説得し、引き止めたとはいえ。本来はグレンも、〝フラッシュメモリ〟を装置に差し込もうとしていたのだ。


（今回こそは、友達になれたと思ってたのにな…………）


　ロザリーは、再び自じ嘲ちよう気味に笑おうとした。しかしできなかった。


（そう思ってたのは、私だけで……結局あの二人は、私のことなんか、なんとも思ってなかったんだな……）


　ロザリーは、窓を見ながら──つっ、と涙なみだを流す。


　ロザリーの脳は、反射的に、様々な場面をロザリーに思い出させる。


　ログレスを出た直後。四人でキャンプをしたこと。


　ガイストに入ってすぐ。四人でアンミツを食べたこと。


　思い出の中の四人は、まるで友達のように笑っている。


　しかしなにもかも──偽いつわりだった。楽しかったのは、自分だけだったのだ。あの日、あの瞬間など。他のメンツにとっては、とるにたらない、無意味な時間だったのだ。


「くっ…………」


　ロザリーは、子供のように泣きじゃくりそうになるのを、必死に抑おさえようとする。しかし涙は後から後から溢あふれて止まない。


「ダメだ……やめろ……今私が考えるべきことは……他に山ほどある……！」


　ロザリーは、いつまでたっても思い出を浮かべたままの自分の脳に、思考を切きり替かえさせるべく、無理やり呟いた。


　考えるべきこと。


　例えば……


　何な故ぜ、大穴に落ちた後、自分はエンデに辿り着いてしまったのか──


　ツバサや、他の面々はどこへ行ったのか──


（そうだ……私には、本当に、他に考えなければならないことが、たくさんあるじゃないか……）


　強引な方法だが、それなりに効果はあった。


（よし──）


　浮かび上がった幾いくつかの疑問に、ロザリーは、いくらか気を紛まぎらわせて顔をあげる。


（過去は……もう忘れよう。なかったことにしよう。それより、前を見るんだ。前を見て──これからどうするかを決めるんだ──）


　精せい一いつ杯ぱい前を向き、なんとか立ち直ろうとするロザリー。


　ヴィィ……


　ヴィィ……


　間がいいのか悪いのか。


　ロザリーの傍かたわらで、剣精試練レイダー・ゲームのタグが、やかましく音を立てて震ふるえ始めたのは──そんな瞬間だったのだ。





　　　　†




　ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……


　その時、彼女は走っていた。数キロにも、数十キロにも及およぶ、気味が悪いくらい広い竹林の中を。


（ここは……どこ？　ついさっきまで、お姉さま達と一緒だったのに……）


　彼女は、珍めずらしく汗あせだくになりながら、黒くろ髪かみを振ふり乱みだし無我夢中で竹林を疾しつ走そうしている。


（いや……ここがどこかなんていうのは、些さ末まつな問題。最大の問題は。お姉さまとはぐれてしまっているという事実……）


　黒髪の少女は、走りながら、歯は嚙がみする思いだった。


（一生の不覚……お姉さまの居場所をロストするだなんて）


　普ふ段だんの彼女なら、どんな突とつ発ぱつ的災害でも、それが起こった瞬間にロザリーのもとへ駆かけつけ、彼女を守り、その後行動を共にしていただろう。


　しかし今回は、それができなかった。


　大穴が開いた時。彼女も、激しく混乱していたのだ。


　大穴が開いたのは、彼女がグレンに八周目を見捨てないよう、スケッチブックを使わず、肉声で泣きつくように叫さけび。にも拘かかわらず、メグが、突とつ如じよフラッシュメモリを装置に差した直後だ。


　興奮や驚きよう愕がくや困こん惑わくや、様々な感情に飲み込まれていた彼女は、動き出しが一歩遅おくれた。その結果が、今だ。だから彼女は、走っている。


　目を覚ますと彼女は、見たこともない、広大な竹林の中にいた。


　最初は、ガイストの屋や敷しきの外にあった竹林かと思ったが、どうも違ちがう。それにしては、この竹林はいくらなんでも広すぎた。


　下手をすれば、一つの国を覆おおいつくすほどの広さがあるのだ。


（関係ない）


　しかし彼女の心は折れない。


（たとえ世界中を回るハメになっても──私はお姉さまを捜し出す）


　まずは情報を集めるため、竹林を抜ぬけるべく、彼女は常識はずれの速度にさらに加速する。


「おぉーい。待てって！　何でさっきから何回呼んでも無視すんだよ!?」


　──そんな中だった。


　背後から、必死に彼女を呼び止める声が竹林に響ひびいた。


「…………」


　その声に、彼女は、「まだいたのか」といわんばかりの、冷ややかな表情で振り返かえる。


　その視線の先にいたのは──一応、彼女にとって知り合い、と呼ぶべき間あいだ柄がらにいる男性だった。


　筋骨隆りゆう々りゆうの、たくましい体たい軀く。バンダナをまいたスキンヘッド。


　男の名はデルフォイ・ロン。《七周目セブンス》の副団長だった男である。


　その副団長は、必死の形相で彼女を追いながら、


「聞いてんのかよ!?　お前、走んの速すぎんぞっ!?　お前、自分がどれだけ幸運か理解してんのか!?　漂流仲間が俺だったんだぞ!?　素直に喜んでこの竹林抜けるまで、手ぇ組めや!?」


　必死に叫んでいる。


「…………！」


　その叫び声ごえを聞いた彼女は。


　懐ふところからスケッチブック──スケブを取り出すと。キュッ、キュッとその一ページに短く言葉を書き。そして振り返って後方の男に掲かかげた。


『消えろ』


　そこに書かれていたのは、痛つう烈れつな三文字。


「き……鬼おにかテメェ!?　ちょ、ま、待て……待って……」


　男は、それでも必死に彼女に追いすがろうとしていたが、その前に彼女は走行速度を時速七○キロほどにまであげ、男をぐんぐん突つき放はなす。男の姿が遥か後方に消える。


（一いつ緒しよにいたのがお姉さまじゃなく。よりによって……何故あの男なの!?）


　彼女は憤ふん慨がいするような気分で思った。


　そう、この竹林で目を覚ました時。少女は、一人ではなかった。


　何故か副団長デルフォイ・ロンと、同じ場所で目を覚ましていたのだ。


（百ひやつ歩ぽ譲ゆずってメグやグレン。最悪、ライエル・ヒートならともかく。何故あんな脇わきキャラと私がコンビに……!?）


　もう一人、一緒だった剣精レイダーのアイもずっと壊の中で眠ったままだし。まったく頼たよりにならなそうな漂流仲間を引き当ててしまったことに、ツバサは苛立ちを隠かくせない。


（ん……?!）


　と……その瞬しゆん間かんだった。


　彼女の視界が、いきなり開けた。竹林が終わったのだ。


　そして、そこに広がっていたのは──


「…………え？」


　目の前の光景に、彼女は、思わず声を漏もらし、立ち止まる。


　竹林はそこで終わりか、と思ったが、そうではなかった。


　そこはむしろ、竹林の真ん中。


　竹林の一部を誰だれかがぽっかり切り取って造ったような、竹林の中の広場、のような場所だった。


　そしてその広場の中央には、明らかに人工的に造られた、竹製の巨きよ大だいな遊具のようなものが幾つか放置されている。


（なに……この場所は……？）


　彼女は、その中央の遊具らしき物体に触ふれ、カラン、と音を鳴らした。


　ついで、なんとなく、周囲を見み渡わたす。


「!?」


　その瞬間──ツバサは凍こおりついた。


　広場の中央から、周囲を見渡すと。とある物が視界に入った。


　それは──人。


　ちょうど、竹林と広場の境目になる最後の竹の枝の上に、その人物は、まるで体重などないように立っている。


「……!?　!?」


　そして、さらに、少女は気づく。


　今現在。自分を見下ろしている人ひと影かげは、それ一つではないということに。


　前方。左前方。左。左後方。後方──少女の周りには、どの方角を見渡しても、いつの間にか人影が立っていた。


「…………」


　彼女は、その光景に、呆ぼう然ぜんとなっていた。


　突如、謎なぞの集団に囲まれて呆然となっている──わけではない。地じ獄ごくのような訓練の中に育ってきた彼女には、その程度の危機で、困惑するような可愛げはもう残されていない。


　そうではなく。彼女を呆然とさせたのは、周りを取り囲む連中の風ふう貌ぼうだった。


　黒く、暗器を隠すのに有効そうなややダブついた服。飾かざり気けのない黒髪。全員、揃そろいも揃って、少年のように小こ柄がらな体軀をしている。


『あなた達……一体……』


　呆然と、スケブでたずねる少女。


　周囲の連中は、あまりに、似すぎていたのだ。


　自分に──


　そして、ガイストで出会った、ミカンとかいうあの女に。


「警けい戒かいしなくてもいいよ」


　困惑していると。すたん。彼女の前に、一つ、人影が着地した。


　風貌は周囲の連中とまったく同じだが、中でも特に小柄で、利発そうな目をした少年。


「僕らは、ずっと君の帰りを待っていたんだ」


　そして彼女の前に着地した少年は、如じよ才さいのない、滑なめらかな口調でそういった。


『待っていた……？』


　当然、警戒をまったく解かないままたずねる彼女。そんな彼女に、少年は満面の笑みで頷うなずいた。


「そうだよ。クロクワ族の末まつ裔えいの少女」


「!?」


　彼女は目を見開いた。しかしそんなツバサの驚愕が収まりきらない間に、少年は、さらに言葉を続ける。


「ようこそ。あなたの真の意味の故郷。【影かげの国】クロクワへ。僕らはあなたの帰りをずっと待っていたんだ」


「……………!?」


　彼女は、目の前の少年が何をいっているのか、まったく理解できない。


　ヴィィ……


　ヴィィ……


　そんな中、彼女の懐の中では、剣精試練レイダー・ゲームのタグが音を立てて震えている。


　しかし彼女──ツバサ・クロクワは、目の前の少年にも、そのタグにも、どちらにも対応することができなかった。





　　　　†




（待っててくださいね……！　ご主人様）


　標高二○○○か、三○○○か。


　過か酷こくな運命に翻ほん弄ろうされる乙女おとめは、猛もう烈れつな風が吹ふきすさび、酸素は激しく薄うすく、赤茶けた巨きよ岩がんが床ゆかにぶちまけた飴あめ玉だまのようにそこら中に転がる、過酷な山さん岳がく地帯を歩いていた。


　全長一○センチ。背中に荷物のようなものをしばりつけ、両手には杖つえがわりの小枝、ぼさぼさの浅あさ葱ぎ色いろの髪かみに、ぼろぼろに汚よごれたメイド服を纏まとった人形。


　オブシディアン。


　通つう称しようディア。


　そのディアは先刻、目を覚ますと、このどこの国なのかもわからない──過酷な山の上に一人立ち尽つくしていた。


　事情がわからない。周りに誰もいない。


　さらにディアの歩ほ幅はばでこの山を移動した場合、一時間歩いても数メートル程度しか進めない。そんなペースで山一つ越こえようとなると、下手をすれば、月単位の時間がかかってしまうかもしれない。普ふ通つうに考えて、この上ないくらい絶望的な状じよう況きよう。


　けどディアは、コンマ一秒も迷わなかった。


（ご主人様が、私が来るのを待ってる……！　行かなきゃ！）


　ディアは即そく座ざにそう決意し、なんとなくグレンの気配に近づくほう──山頂に向かって、さっそく行動を開始した。


（確かにご主人様は、一度は八周目世界を見捨てて、七周目世界に行こうとしたかもしれません）


　顔面に照りつける太陽を腕うででさえぎりながら、力強く歩くディア。


（けど、あの時。私や、ロザリーさんや、ツバサさんの説得に。ご主人様は、間ま違ちがいなく心を開いてくれていたじゃないですか）


　それを、メグが、無理やりどこかへ連れ去ってしまった。


　メグが、グレンにとって、危険なオンナになる──。


　ログレスを出る前、ディアが感じていた予感は。当たって欲しくなかった予感は。現実のものになってしまったのだ。


（だから、あれは、無理やり連れ去られただけ。きっとご主人様は──本当は、こっちの世界に──私達の世界へ、帰ってきたいはずです）


　しかしグレンは、自分の気持ちを素直に表現することが苦手だ。


　だからこそ、その時自分が必要になるハズ──


　一方的で、根こん拠きよのない、しかし妙みように確信ある予感を抱いだきながら、ディアはずんがずんがと一歩一歩山を登っていく。


　が。


「ん…………んにゃあああああああああああああああああああ!?」


　自然は、フツーに、無情だった。


　ゴウッ！


　山に慣れていない人間はもちろん、屈くつ強きような山男でさえ吹き飛とばしそうな突とつ風ぷうが、山頂からディアに向かって吹き付つける。


　飛んだ。ディアは。


　もはや、自分がどこを向いているのかもわからない、ある種風の中で溺おぼれるような状態になりながら、ディアは枯かれ葉はのようにどこかへ向かって飛ばされていく。が。


　ぱしっ。


　そんな飛んでいくディアを、何者か──人間らしき生き物の手が、風から救い出すように摑つかみ取った。


「んにゃあ!?　あ？　ありがとうございま──んにゃ!?」


　助けられたことに驚きよう愕がくし。そして礼をいおうと、自分を救った人間の顔をみあげたディアは──もう一度驚愕した。


　そこにいたのは、ディアのよく知っている人物だったから。


　しかしその人物は、やけに陰いん気きな顔をしていた。


　というより、魂たましいの抜ぬけたような顔をしていた。ディアを救ったのも、意識しての行動ではなかったのかもしれない。なぜなら、キャッチしたはいいものの、一度もディアのほうを見ない。


「あ、あのう。どうかしたんですか……？」


　そんな人物に、ディアは恐おそる恐る声をかけてみる。


「…………」


　するとその人物は、初めてディアの存在に気づいたように、鬱うつ陶とうしそうに視線をディアに落とすと。


　スッ──


　そのまま呆然とした顔で、唐とう突とつに、ディアの背中を指さした。


　ディアの背中にあるのは、ディアの身長と同じくらいのとある物体。


　それは、タグ。


　グレンの胸ポケットの中に、ディアと共に収納されていたグレンのタグは、ディアと共にここへ転送されていたのだ。


「タグ？　タグがどうしたんですか？」


　ディアはよくわからないまま、背中のタグをはずし、その画面を見てみる。


【一件のメールを受信しました】


　そこには、そんな文字が表示されている。








　風に飛ばされていて、ディアは、気づかなかったのらしい。


　ディアの（というかグレンの）タグは、いつの間にか飾り気のない、そんな文字を表示していた。


「一件のめーるをジュシンしました……。めーるってなんでしたっけ？」


　ディアは、そのタグを見て、首を傾かしげた。


「ライエルさん」


　そして顔をあげ、ディアは尋たずねる。


「…………」


　そう。先刻ディアを救ったのは、委員会との決戦時、あの場にいた人間の一人──ライエル・ヒートだった。ライエルとディアは。多少位置にズレはあったものの、ほぼ同じ場所へ飛ばされていた。


「…………」


　しかしライエルの様子は、この短い間に、変わり果てていた。


　戦せん闘とう時、グレンをかばって受けた傷が重いのか、なんなのか。妙に陰気な顔で、その場に座り込んだりしている。


（な、なんなんですか……？　暗いですねぇぇぇ……。なんでログレスにいる男の人って、みんなネクラなんですか……？）


　もともとディアは、ライエルとそんなに仲がいいわけではない。委員会戦でかばってくれたのは感謝してるが、むしろ基本的には、グレンを独ひとり占じめされかけたり、ログレスを壊かい滅めつされかけたり、七周目にグレンを行くよう脅きよう迫はくされたりしているので、あまりいい印象のない、最警戒すべき危険人物という認識を持っていた。


（まぁいいや。どうでも）


　だからディアは、ライエルの変化にさほど興味はもたなかった。


　それより視線と意識を、タグのほうへ戻もどす。


【一件のメールを受信しました】


　そして改めて、その文字に首を傾げる。


（めーる。まぁ、よくわかんないですけど……触さわればなんか起こりますよね？）


　というわけで、わけがわからないまま、ディアは適当にタグの文字をタッチする。


　その瞬しゆん間かんだった。


【わたしはね。この装置を手に入れて。あることがしたかったの】


【あること？】


　いきなり──タグから、聞き覚えのある声が流れてきた。


「え……!?　こ、この声って…………？」


　驚愕するディア。しかしそんな驚愕するディアの前で、


　ブンッ。


　さらにディアの目を見開かせる事件が起こる。


「ゴッ……ご主人様!?」


　タグの上に。ディアと同じくらいの大きさの、半はん透とう明めいのグレンとメグ、そしてエメラダが出現したのだ。


「な、ななな……。なにがどうなってるんですか……!?」


　混乱するディア。


　その半透明ミニチュアグレン達は、そんなディアの目の前で会話を進ませる。


【それはね。七周目でもない。八周目でもない。九周目の世界。


　わたしとグレン。二人しかいない──そんな世界を創って。そこに二人で住むこと。
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　それがわたしの本当の目的だったの】


（な、なんなんです、これは──!?）


　語り合う二人の映像を見ながら、ディアは激しく動どう揺ようする。


（こ、これは、ご主人様達が、私達の前から消えた後の映像……!?）


　激しく動揺するディア。


　しかしそれでもディアは、呼吸するのを忘れるくらい、目の前の三人の会話に耳をすませた──





　　　　†




　そこに記録されていた映像は──エメラダ達があの部屋に入ってから起こったこと、その一部始終だった。





　九周目の世界を作り、そこでグレンと二人で暮らしたいと、半はん狂きよう乱らんのメグが叫さけび。


　グレンは何かを諦あきらめたように投げやりな態度になり。二人は部屋から消える。


　その後、部屋に、一人の大男が現れ。世界が、まもなく消しよう滅めつするということを、エメラダに告げる。


　そして、エメラダが、悲ひ壮そうな表情で、大男から奪だつ取しゆした装置からメッセージを送り──そこで映像は、唐突に終わった。





　……よほど事情をよく知っているか、なおかつカンのいい人間以外には、この映像はまったく唐突、下手をすれば何かのイタズラかと思われてしまうほど、意味不明な代物だっただろう。


　しかし、彼女は違ちがった。事情をよく理解していたから。


（この映像は……事実だ）


　病室のベッドの上。


　タグのメッセージを聞き終えたロザリーは、呆ぼう然ぜんとタグを見ながら正確な判断を下した。


（世界が残り数十時間で無に返ってしまう。それを阻そ止しするため。エメラダは、すがる思いで、せめて連れん絡らくのつく剣精試練レイダー・ゲーム参加者に、情報を発信したんだ……！）


　行かなければ──エメラダの想いを受け取らなければ──


　ロザリーは、頭の中で、即そく座ざにそう思った。


　世界の危機。自分だけじゃない。行動しなければ、ツバサ、家族、ログレスの人々、いや、世界八国すべての人々が、死んでしまう。


　映像が終わった後のタグには、世界地図が表示されていた。


　その世界地図のちょうど中心──ドーナツ型の大陸のちょうど空くう洞どうの部分──で、赤い点が点てん滅めつしている。


　恐らくここに、装置──もしくは、装置のある場所へ行く、なんらかの手段が存在しているのだろう。


（だから、行かなければ──行くんだ）


　自分に、何ができるかわからない。しかし、何かができるかもしれない。


　とにかく行動しないよりはマシだ──ロザリーは、身体からだに力を入れ、ベッドから起き上がろうとする。


「…………」


　──しかしロザリーは、身体を起こすことができなかった。


　だからもう一度、自分に言い聞かせようとする。が。


（行かなければ──）


（行かなければ──）


「本当に……行かなければならないのか……？」


　唐突に、そんな本音が漏もれた。


　ロザリーは、俯うつむきながら、暗い声で呟つぶやくと。


　ぼすんっ。急速に起き上がることに飽あきたように、ベッドに仰あお向むけに身を投げ出した。腕うでを顔にあて、顔をしかめる。


「こんな世界。本当に、救う価値があるのか……？」


　ロザリーは考える。ここで自分が動き、英えい雄ゆうのように世界を救えば、それで自分はもう裏切られないのだろうか？　それでこの先、また友達に見捨てられないと、誰だれか保証してくれるのだろうか。


（いや……）


　ロザリーの答えは否定だった。


　初等部の頃ころの友人。グレン。メグ。いつだって、誰だって、少し仲良くなったかと思うと、その後、まるで悪あく魔まのように、自分の下から去っていく。自分を見捨てていく。


　これはきっと変わらない。たとえ世界を救おうが永遠に。


（だったら何な故ぜ、私がそんな世界を救わなくちゃいけないんだ……！）


　目を真っ赤にしながら、ロザリーは想う。


　それはきっと、抱いだいてはいけない歪ゆがんだ感情。


　しかしそんな本音はするするとロザリーの全身に広がっていき。ロザリーから、急速に、ベッドから立ち上がる気力を奪うばっていく。





　　　　†




　竹林の奥深く。そこに──その屋や敷しきは存在していた。


　影かげの国の王が住む屋敷。その屋敷は、影の国という国くに柄がらに似つかわしくない、広大で、屋根も壁かべも金色という、異様なほど豪ごう奢しやなデザインで造られていた。


　そんな辺境の屋敷の、さらに最奥。


【謁えつ見けん乃間】という、これまた巨きよ大だいで豪奢な部屋に、ツバサは一人で通されていた。


「…………」


　ツバサは無言で周囲を見み渡わたす。


　ツバサは、まだ王の座っていない玉座らしき椅い子すの前にいて、そこから最初に通ってきた入り口までの距きよ離りは、七、八○メートルはあった。恐おそろしく広大な部屋。


　広大なだけではない。部屋の中で目につくのは、贅ぜい沢たくに金が使われているいかにも価値がありそうな屛びよう風ぶ。これが部屋の中、そこら中に飾かざられている。


（こんなに影かげ子こらしくない影子の部屋は初めて……。質素は影の鉄則なのに。やはり王ともなると、話が変わってくるのだろうか……）


　そんな感想を抱きながら、ツバサは再び視線を目の前の無人の玉座に戻す。


（……それにしても、遅おそい）


　そして正直にそう思った。


　ツバサがこの場所に通されてから、実は、かれこれ、一時間程の時間が経過していた。


　しかし誰も来ない。


　王故に、いろいろもったいつけなければならないこともあるのかもしれないが。ツバサには、時間がないのだ。


　ツバサは、この部屋に通され、待っている間。自分のタグに届いたメッセージを確認していた。


　そして、知る。世界に時間が残されていないということと。だからこそ、自分も動かなければならない状じよう況きようだということを。


　だからツバサは、焦あせっていた。


　王には、聞かなければならないことがある為ため、かろうじてこの場にとどまっているが、こうまで遅いと、その我が慢まんすら、限界に達してしまう──


　その時だった。


「……待たせたな」


　声がこだまし、玉座の後ろにあった襖ふすまが横よこ滑すべりに開いた。


　そして開いた襖の間から、姿を現したのは──


「悪いな。思わぬ連絡があってな。その処理に少し手間取った」


　どうにも影子に似つかわしくない、どこにいても悪目立ちしてしまいそうな、妙みような存在感を持つ女だった。


　身長は一九○センチくらいあるだろうか。大きく胸元をはだけさせた、毒々しい黄色の半はん纏てんのようなものを身にまとい、口にはやたら長い煙管キセルをくわえている。


（こ、この女が……影の国の王……!?）


　無意識のうちに立ち上がり、呆然とその女を見つめるツバサ。


　そんなツバサの視線を受けながら、女はどすどすと玉座の上にあがり、そこにあぐらをかいて座り込んだ。


「で……お前か。最後に帰ってきた犬ってのは」


　そして女は、ツバサを見下ろし、真っ赤な唇くちびるをニッと歪めた。その唇の動きは、同どう性せいのツバサですら眩暈めまいがしそうなくらい、色気のある動きだった。
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「…………？」


　ツバサはどう言葉を返せばいいのかわからないが、とりあえず筆談のため、スケブを取り出そうとする。が。


　たんっ！　唐とう突とつに、周囲に小気味いい音が鳴なり響ひびいたかと思うと。次の瞬しゆん間かん、スケブは、ツバサの両手の中から弾はじき飛ばされていた。


「王の御ご前ぜんだ。怠たい慢まんは許されない」


　王の傍かたわらから、声。見ると、そこには、最初に竹林で声をかけてきた少年がいた。ツバサは手から落ちたスケブを見る。スケブには、五ご寸すん釘くぎのような物が、五、六個突つき立たっている。どうやら少年が釘くぎを投げて、スケブを弾き飛ばしたらしい。


「そうか。黒くろ桑くわは、契けい約やくした主以外には、肉声で喋しやべらないんだったな」


　そんなやりとりを見ながら、女王は可お笑かしそうにニヤッと笑った。


「だが喋ってもらおう。文字を読むのは面めん倒どうだし。なにより。大前提として、お前の本当の主は、国王であるこの私だ。遠えん慮りよすることはあるまい？」


「…………！」


　私の主は、お姉さま以外には存在しない──！　そう言い返したい衝しよう動どうにツバサはかられたが。ここで問題を起こすと、今後様々な計画に支障が生じそうだった。


「名を名乗れ」


　というわけで、ツバサはそんな女王の問いに、軽く咳せき払ばらいしてから、


「……ツバサ・クロクワ。です」


　従順に、肉声で自己紹しよう介かい。


「そうか。ツバサ。任務ご苦労だったな。それでは早速で悪いが。お前の影を、私にもらおうか」


「……!?」


　唐突な申し出に。ツバサはきょとん、と目を見開いた。


「影……を？」


　いっている意味が、ツバサには、一いつ瞬しゆんわからない。いや、影を渡わたす、という方法に関しては、心当たりはあった。


『影送り』──影子達がほぼ全員体得している、自分の知識・記き憶おく・能力を影にのせ、対象者に譲じよう渡とする、最終奥義。


　ツバサは当然、その技を体得しているし、確かにその技を使えば、自分の影を、この女に譲ゆずることもできる。


　が。『影送り』は、影子から影を奪う技。


　影を失った影子は。


　当然ながら、その場で即そく死しする。


「…………」


　女王の発言に、当とう惑わくするツバサ。この女は、いきなり、自分に死ねといっている──？


「……。妙な奴やつだな」


　そんな戸と惑まどうツバサを見て。女王も、逆に、戸惑いの表情を浮うかべていた。


「影をよこせといって、躊ちゆう躇ちよした影子はお前が初めてだぞ。まさか命が惜おしくなったか？」


「…………」


　ツバサは一瞬考えて。


「いえ」


　短く返答。強がりではなく、自分の命を惜しいなどと思ったことなど、ツバサには一度もなかった。そういう概がい念ねんは影子には存在しないのだ。


「ただ、意味がわからないのです」


　と、ツバサ。


「何故私が──あなたに影を譲らなければならないのです？　命を捨ててまで」


「き、貴様っ！」


　その返答は、どうも、この場では失礼にあたるものらしかった。先刻と同じく、女王の傍らの少年が、信じられないくらい俊しゆん敏びんな動きで、懐ふところから釘を取り出し、ツバサに投とう擲てきしようとする──


　が。


　ツバサは、さらにその上をいく身のこなしで、袖そでの中の手しゆ裏り剣けんを投擲、少年の手の中の五寸釘を、少年が投げる前にすべて弾き飛ばした。


「なっ……!?」


「ここは外国だから。できる限りあなた達のルールに従おうと思って、さっきは抵てい抗こうしなかったけど」


　淡たん々たんというツバサ。


「けど私を殺そうとするなら別。命を惜しいと思ったことはないけれど。何の意味もなく死ぬことはできない。私の命の所有権は、現在、お姉さまにある」


　女王達の前、堂々といい放つツバサ。


「お、お前……お前の主はこのお方だろうがぁぁ……！」


　蹲うずくまりながら、忌いま々いましげに呟く少年。


「ネヅ。ちょっと待て」


　そんな少年に、女王はいった。少年の名前はネヅというらしい。


「ツバサ。お前もしかして。自分達が何の為にログレスに住んでいたか、失念しているんじゃないのか？」


　女王は、どうも呆あきれたような表情で、ツバサに聞く。


　ツバサは虚きよをつかれた。


「何の為にログレスに…………？」


　ということは……自分達一族が、クロクワを離はなれて、ログレスに住んでいたことには、やはり理由があったのか……？


　困こん惑わくするツバサの様子に、女王は満足げな笑みを浮かべる。


「やはり忘れているようだな。では……歌も忘れたか？」


「歌…………？」


　いや────ツバサは首を横に振ふる。


　歌。代々ログレスの影子に伝わる歌は、しっかりツバサに伝わっている。ツバサは脳内で、その歌詞を思い起こしなぞった。





　よるをさまようおまえはいぬ　らくえんもとめてさまよういぬ


　おまえにいえはないだろう　おまえにはかはないだろう


　しかしおまえはいつかとどける　つきのひかりにみちびかれ


　えみのかぎをくさにとどける　ほこりたかきおまえはいぬ──





「覚えてるなら話は早い」


　安あん堵どしたように女王。


「お前らがログレスにいたのは、その歌の通りの理由だ。お前らは狗いぬ。影かげの国の世界統治の為、他の七国の情報を仕入れる為に世界に放たれた──つまりスパイの子孫」


「…………えっ？」


　ぐらり、とツバサの足元が揺ゆれた。ような気がした。思った以上にその女王の一言に、ツバサは衝しよう撃げきを受けていた。


（私達が──スパイの子孫……？）


「まさか任務の伝承に失敗してる一族がいたとはな……。のんきな奴らだ。おもいきり歌にあるだろう」


　苦笑する女王。


「笑みの鍵かぎとは、戦争で我々を有利にしてくれる、他国の情報。〝草〟は、クロクワに暮らす民衆達。民衆に他国の情報をもたらす狗──どう考えてもスパイだろうよ」


「…………」


　いわれてみれば、そうも思える。しかし今まで、そんなことは、一度も、一ミリも、ツバサは、想像したことはなかったのだ。


「し、しかし……今となっては、スパイから情報を得る意味がないのでは……？」


　動どう揺ようを押し殺しながら、ツバサは呻うめくように呟つぶやいた。


「黒のオーロラがあり、世界に国交がない現在じゃ、世界支配など非現実的。いや、そもそも、世界支配をする意味なんてあるの？」


「意味なら、あるさ」


　女王は、ゆっくりと立ち上がりながら即そく答とうした。


「世界を回ったお前なら、身に染みて理解しているハズだ。我々影の国の住人というのが。世界全体で、いかに低い身分で扱あつかわれているか、ということを」


「…………」


　その一言に、ツバサは、思わず黙だまり込んでしまう。


　女王の言葉には、心あたりがあった。確かに影子は、ログレスでも、基本は普ふ通つうの人間とは区別して扱われる。剣精試練レイダー・ゲームで敵対したタイラントの男も、タイラントで、影子があまり優ゆう遇ぐうされていないとわかるような言葉を、ツバサに投げかけていた。


「例えば、ログレスの男が、突とつ然ぜんタイラントに住むことになったとしよう」


　女王は、唐突にいう。


「その男は、タイラントで、特に差別されることなく普通に溶とけ込むだろう。しかし……私達は違ちがう。私達だけは違う」


　と、女王。


「私達以外の七国は、住んでる人間に、それほど外見的差異はない。しかし私達だけは違う。私達だけが異質。ゆえに、どの国にいっても、我々は低く扱われる」


　女王は暗い声でいいながら、ゆっくり、ツバサに近づく。


「最初私を見た時。あまり影子らしくないいでたちだと思わなかったか？」


　そして至し近きん距きよ離りまで接近し、女王はまっすぐツバサを見下ろしながら問うた。


「…………」


　ツバサは口ごもったが、それが答えだといわんばかりに女王は笑い、


「思ったようだな。しかし仕方がないんだ。影子の王は、他国の王と関わる可能性を想定し、政治交こう渉しよう時に不利にならないような外見に作り変えられる。寿じゆ命みようを縮め。皮ひ膚ふをはぎ。骨格さえいじくりまわし。他国の人間に馬ば鹿かにされない為ため、他国の人間に似せた外見に生まれ変わる──ふざけるなよっ！」


　女王は声を荒あららげ、ツバサの胸倉を鷲わしづかみにしながらいう。


「そうして生まれた惨みじめな王が、この私だ……！　わかるか？　国の王に生まれながら。他国に媚こびる為の外見を手に入れなければならない人間の苦く悶もんが。何な故ぜクロクワに生まれたというだけで、これほどの苦く渋じゆうを背負わなければならない？　私だけではない。代々の王。世界中で不当に扱われている影子達。すべての者の哀かなしみを晴らす為──私は、私が、世界を統べるっ！」


「…………！」


　その迫はく力りよくにツバサは、正直、圧あつ倒とうされていた。


　確かに、女王の主張は、正しいことのように聞こえた。むしろ装置になど頼たよらず、自力でこの世界で革命を起こそうとしているぶん、メグや七周目などよりよほどまっとうに思えるくらいだ。


「だからツバサ。お前の影を私にくれ」


　そんなゆれるツバサに、女王はさらにいう。


「──黒のオーロラのことなら心配いらない。私もお前と同じく、〝関係者〟だからな」


　女王はそういうと、ツバサに懐から取り出した、ある物を見せた。


　そこにあったのは──全長一○センチくらいの、赤い髪かみの少年の顔をした人形。


　そしてその人形は──ツバサにむかって、ぱちりとウインクを投げかけた。


「!?」


　ツバサはぎょっと目を見開き、後ずさった。


「そ、そんな──まさか、剣精レイダー!?」


　一気に冷ひや汗あせを噴ふん出しゆつさせながら、ツバサ。


「その通り……自己紹しよう介かいが遅おくれたか」


　そういうと女王は、ボンッ。本来、剣精レイダーは、自国では武器化できないルールのはずにも拘らず──装置破損の影えい響きようなのか、手の中の人形を、死人の腕うでのように細長い、赤い刀へと、当然のように変へん貌ぼうさせた。


「私の名はキキョウ。クロクワ国女王にして、剣精試練レイダー・ゲーム、クロクワ地区代表。そしてこいつは相棒の『赤の影月ブラツデイ・メノウ』。これでわかったか？　私にはもはや黒のオーロラなど見えないし。障害にはなりえない。私は剣精試練レイダー・ゲームの間、世界中の狗の影を回収して回った。後はお前ら、ログレスだけなのだ。よこせ、影を。八国すべての影を手に入れれば、私は世界で一番、完かん璧ぺきな存在になれる」


　じり、とツバサに詰つめ寄よりながら、女王キキョウ。


「そうそう。世界消しよう滅めつの件も気にするな。お前のチカラを取り込んだ後。私が世界を救ってやるよ」


　さらにツバサに詰め寄りながら、軽くいう女王。ツバサは絶句した。


　この女王は、世界消滅の件も知り。そして、その全ぜん貌ぼうも、理解していたのだ。


「いっただろう？　ここに来る前、急な連れん絡らくがあったって。そのことだ。そちらの件に関しても、問題を解決する準備は整っている。


　さあ、これでもう、お前に存在している理由はないだろう。お前にできて、私にできないことは何もない。あとはすべて私に任せて──国の為に、私の影となれ！」


「…………！」


　ツバサは、葛かつ藤とうする。


　確かに、この女のいう通り。自分の死が世界中の影子を救い、さらには世界消滅まで救うなら──そしてそれが結果的にロザリーを救うことになるなら。自分に『影送り』を拒こばむ理由はなにもなくなる。


　──しかし、それでもツバサは、心のどこかで、決心がつけられなかった。


　このままここでこの女の影になることが、果たして正しいことなのか。


　それとも、もともと価値のない命。ここで明あけ渡わたすのが、最善なのか──


　ツバサは即そく断だんしそびれる。そんなツバサに女王は告げるのだった。


「拒むなら、それもいい。実はな。『赤の影月ブラツデイ・メノウ』の能力は。他人の影を奪うばう能力」


「!?」


　ツバサは目を見開く。


「世界に散り、苦節を耐たえ忍しのんできたお前らに敬意を表し、『影送り』の機会を待ったが──無理なら奪い取るまでだ」


　いい終わるや否や。女王は影子の王にふさわしい速度で、ツバサに向かって斬きりかかる。


「…………!!」


　その斬撃に対し、ツバサは───動けない。





　　　　†




「いま行きますからね……!?　ご主人様！」


　エメラダからのメッセージを聞き終えたディアが、出した結論は──


　なにひとつ、変わらなかった。


　いや、むしろ、世界の危機を知ったことにより、


「ご主人様と合流して……二人で、一いつ緒しよに、世界を救うんです！」


　ディアのモチベーションは、より高まってさえいる。


「ようし……まずはこの山をさっさと越こえて──」


　腕まくりをし、再び山への挑ちよう戦せんを始めようとするディア。


　その時だった。


「やめといたほうがいいと思うぞ」


　ディアの背後。ぴくりとも動かず、ほとんど周囲の自然物と同化していた男が、突然、口を開いた。


　相変わらず座り込み、俯うつむいている、ボロボロになったマントを纏まとった金きん髪ぱつの男──ライエル・ヒートである。


「お前はもう。アイツとは会わないほうがいいぞ」


「……へっ？」


　いってる意味がまるっきり理解できず。


　ディアはアホみたいな顔で、ライエルのほうへ振ふり返かえった。




　シナリオⅥ・二人の楽園







　エメラダの想いをのせた光は、空中で幾いく重えにも分散し、地上へ向かって降り注ぐ──


　例えば、長い銀ぎん髪ぱつの少女がいる病室のもとへ。例えば、広大な竹林の奥にいる黒い髪の小こ柄がらな少女のもとへ。例えば、険しい山さん岳がく地帯にいるメイド服の人形のもとへ。


〝受け取り手〟を求め、光は走る。


　そしてそんな中、一つの光は、とある〝島〟に辿たどり着ついていた──





　そこは──海の傍そばの雨林に建てられた、こぢんまりとしたログハウスだった。


　部屋の中には、質素な家具しかない。


　なんとか二人並んで寝ねられそうなくらいの大きさのベッド。脚の長い木製のテーブル。後は、部屋の中のところどころに、この近くで摘つんできたのであろう、温暖な地方にしか咲さかない種類の赤や黄色の花が飾かざられている。





【一件のメールを受信しました】





　という文字が表示されたタグは、脚の長いテーブルの上にあった。


　そしてテーブルに備え付けられている椅い子すには、そのタグを見ている人間の姿。


　その人間は、しばしそのタグを見ながら迷ったように動きを止めた後──


　ごすっ。


　部屋の隅すみにあった、ゴミ箱の中へ、それを無理やりのように押し込む。


「関係ない関係ない。さーて。そろそろダーリンが帰ってくるし。朝ごはんの準備しなくっちゃね」


　明るい笑顔で無理やりのようにいったその赤い髪の少女は、鼻歌を歌いながら、キッチンのほうへ歩いていく。


　少女の名は、メグ・ローズハート。


　幼い頃ころからの夢をとうとう叶かなえた、今、世界で一番幸せかもしれない少女。


「でもグレン遅おそいな……どこまでいったんだろ」


　少女はしばらく心配げに窓の外を見ていたが──


「……ううん。大だい丈じよう夫ぶ。グレンはもう。どこにもいかないんだから」


　やがて肩かたをすくめ、再び鼻歌まじりに、朝食の準備にとりかかった。





　　　　†




　メグと九周目の世界に来て。三日が経った。


（なんかいろいろあった気がするけど…………なんか、もう、随ずい分ぶん遠い昔の出来事みたいに感じるな）


　ログハウスの裏にある、雨林の奥の小さな川で水を汲くみながら、俺──グレン・ユークは、まだあまり回らない頭でそんなことを考えていた。


　汲んだ水を、なんとなく飲む。


　寝ね起おきの身体からだに、喉のどから入った冷たく新しん鮮せんな水がすみずみまで染み渡る。


「うん。うまい……」


　さほど意味のないそんなことを呟つぶやいてから、俺は再び思考をたぐりよせようとする。


（えぇと……なんだっけ。あぁ、そうそう。なんかいろいろあったって話だよ……）


　ぼんやりと、その場に腰こしを下ろしながら、俺はゆっくり思い出した。


　剣精試練レイダー・ゲーム。


　ログレスからガイストへの旅。


　ガイストでの委員会との決戦。


　そしてメグに絶ぜつ叫きようされ、九周目へつれてこられたこと──


（今思えば……俺、あの時、何であんなにメグに反対したんだっけ……？）


　うまく思い出せない。俺は周りを見み渡わたした。


　メグが企き画かくし。エメラダが創りだした、小さな島。九周目の世界。


　ここには……俺を傷つけるものが、なにもなかった。


　俺を裏切る人間も。


　俺を追おい詰める厳しい現実も。


　なにひとつ、存在しない。


　あるのは、ただ一つ。


　世界で一番俺に優しい少女、メグ・ローズハートという女子の存在。


（ログレスを出る前。俺が夢見てた世界って、こういう世界だったのかもな……）


　そんな言葉さえ頭をよぎる。


「さて……」


　そこまで考えて。俺はゆっくりと立ち上がった。


　相棒が待ってる。そろそろ帰ろう。


　ログハウスのほうへ進みながら、俺。


（そう……これでよかったんだよ）


　歩速にあわせて変わっていく景色を見ながら、俺はしみじみと思った。


（いろいろあったけど）


（俺は自分の理想の世界に辿り着いたんだ）


（ハッピーエンドに辿り着いたんだ）


（俺の居場所はここなんだ）


（ならなんで──）


　俺はこんなにイライラしているんだっ!?


　ガッッ！


　俺は手近にあった、うろこ状に皮がくっついている木の幹を、おもいきり殴なぐりつけた。


（昔から憧あこがれた、理想の世界じゃないか。なのになんでこんなに……俺はイライラしているんだよ!?）


　苛いら立だちの原因が、自分自身でまったくわからない。それがまた気持ちが悪くて、余計俺を苛立せる。


「グレーン」


　木に向かってつったっていると、雨林の向こうのほうから声が聞こえてきた。メグだ。


「どこぉ？」


　どこか心配げな声。どうも、俺の帰りが遅いから、捜しに来たらしい。


　ふう……、


　と息を吐はいて、俺はゆっくり苛立ちを静める。


　俺がこの環かん境きように苛立ってることなんて、メグに知られてはならない。


　俺と二人きりの世界にきて。メグはようやく心の平へい穏おんを手に入れることができたんだ。ここで苛立った表情なんて見せたら、またアイツは混乱してしまう。


　そうだよ。苛立つことなんて許されない。今まで迷めい惑わくかけてきた分。俺は死ぬまで、アイツと一緒にいるって決めたじゃないか──。


　俺はやや歩く速度をあげながら、メグの声がしたほうへ向かう。


　相変わらず。心の奥底に、理由の不明な苛立ちを感じながら。





　　　　†




　魂たましいが抜ぬけたような顔、とは、まさに今の自分の顔のようなことをいうんじゃないだろうか──などということを考えながら。




[image: ]


　ディアは一人、トボトボと山岳地帯を歩いていた。


　いつの間にか日は暮れ始め。山の上には、夕暮れが訪れている。


「やめといたほうがいいと思うぞ」


「お前はもう。アイツとは会わないほうがいい」


　走り出した瞬しゆん間かん、背後からかけられたライエルの言葉は衝しよう撃げき的だったが。


　その後に聞いた、グレンと自分が会わないほうがいい理由は、もっと衝撃的だった。





「アイツは、口くち癖ぐせみたいにいってた、理想の世界に。ようやく辿り着いたんだ」


　ライエルはいった。


「いるのは、アイツを好きな女だけ。戦いも就職も世間体も人間関係も、厳しい現実がなにひとつ存在しない、そんな優しい世界。


　せっかくそんな世界に辿り着いたアイツを。お前はまた戦場に引きずっていこうってのか？」


　投げやりな口調で、しかしまったく本気の顔でライエルはいう。


「もういいじゃねーか。アイツの幸せを思うなら。世界が消えるまで、そのままそっとしておいてやるのが一番なんじゃねーのか？」





「…………」


　一人歩きながら、ディアはそれらの言葉を何度も反はん芻すうしていた。


　何な故ぜライエルが、あんなことをいったのか。ディアにはわからない。


　そもそも、あんな奴やつのいうことを、まともに聞く必要があるのかも不明だ。


　しかしそれでも……ライエルのいった言葉は、決して身体から離はなれない影かげのように、ディアの心にピッタリ張り付いていた。


（そんなわけ……ないです……）


　ディアは歩きながら、そのライエルの意見を必死に否定しようとした。


（私とご主人様が動かないと、世界は救えないかもしれないんですよ？　世界が消えるってことは……その時、ご主人様も死ぬんですよ!?）


　頭に血をのぼらせながらディア。


（死ぬくらいなら、誰だれだって、楽園を出てでも、世界を救いたいと奮い立つにきまってます。だから私がご主人様を迎むかえにいくことは、間ま違ちがったことではないのです！）


　興奮気味に、心中で断言するディア。


　ただ……。


　そこでディアの頭に、ちらりと疑念がよぎってしまう。


（ただ……相手は、あのご主人様だからなぁ……）


　ディアは頭を抱かかえた。


　グレンは、普ふ通つうとは違ちがう。


　グレンは、普通の人と比べると。はっきりいって、かなり精神力は劣おとる。


　誰だって奮い立つ場面でも。グレン・ユークは奮い立たない。


　煮にえ切きらない。


　動かない。


　すぐ「もう……疲つかれた……」という。


　すぐ「もう……あの部屋に帰りたい……」といって諦あきらめる。


　なんか水ばっかり飲んでる。


　いや……最後のは、そんなに関係ないが……。


　とにかく、一番近くにいて、大好きだからこそ。ディアはグレンの煮え切らない部分を、一番深く知っているのだ。


（確かに、ご主人様なら……せっかく迎えにいっても、


「もう……俺は疲れた……。世界が消えるなら消えるでそれでいい……。またあの辛つらい現実と戦うくらいなら……ここで消えたほうがマシだ」


　……とか、けだるいカオでいいそうな気がしてきました……）


　なんか、妙みようにリアルな未来予想をしてしまい、ディアはげんなりした気分になる。


（ライエルさんは、そういうことをいってたのかなぁ……？）


　俯うつむきながら、ディア。


（居い心地ごこちのいい場所より、世界を救うことを優先すべきってのは。結局、私のカチカンから出た意見なわけですし。世界より、目先の居心地の良さを大事にしないと、本当の意味じゃ幸せになれない人も、いるのかもしれない。そしてご主人様が……その、そういう人なのかもしれない）


　だとしたら──


　自分のやろうとしてることは、間違っているのだろうか？


　ライエルのいう通り、このまま会わず、世界の終わりまで、そっとグレンが楽園にいることを黙もく認にんしてやることこそが──本当の意味で、グレンへの、忠誠を尽つくす結果になるんだろうか。


「わかんない……」


　迷いのある状じよう況きようで動ける場所ではない。ディアは完全に立ち止まり、肩かたを落とす。


　ずがっ。


　ディアの全身に、強きよう烈れつな痛みが走ったのは──その瞬間だった。








（なに……？　なにが……起きたの……？）


　気づいたら、空が見えていた。


　その数秒後、ディアは後頭部と背中に強い衝撃を受ける。それでディアはようやく理解する。


（私、何かにふき飛ばされ。そのまま地面に激げき突とつしたんだ──）


　そう状況を理解すれば、伊だ達てにそれなりの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたわけではないディアである。


「ふんっ！」


　初撃でしたたかに打ち付けた鼻と、落下時にぶつけた背中に痛みを感じながらも。足と腹筋の反動を使って、ディアはバネじかけのように立ち上がり、ファイティングポーズをとって素早く周囲を見渡した。


「にぎゃっ!?」


　そしてディアは悲鳴をあげた。


　自分を弾はじき飛ばした相手は──いつの間にか、ディアのすぐ目の前に現れていた。


「な、ななな……なんなんですか、この人は!?」


　ディアは目の前の生物を見て驚きよう愕がくした。


　生物。そう。ディアは目の前の相手を人と形容したが。実際に対たい峙じしているのは、人間ではない。人間ではありえなかった。


　体長は五、六メートルはあるだろうか。姿自体は、トカゲに似ている。うろこがびっしりの暗い草色の身体からだに。滑なめらかによく動く太い尻しつ尾ぽ。


　だが、それは、恐おそらくトカゲではない。なぜならそのトカゲの背には、自身の身体を十分支えられそうな、巨きよ大だいな二枚の翼つばさがついていたから。


　自分のいる国がどこなのか、ディアが把は握あくしていれば、もしかしたらこの遭そう遇ぐうは回かい避ひできたのかもしれない。


　しかしディアは相変わらずここがどこなのか知らないし。目の前の生物の詳しよう細さいも知らないし。


　なにより、もう、出会ってしまってる。


　ディアの目の前のトカゲは。そこだけトカゲらしくない、攻こう撃げき的な瞳ひとみをさらに攻撃的に光らせ、ゆっくり涎よだれまみれの口を開き──


「エサ……ヒサビサ……エサ……」


　なんと人語を呟つぶやいた。


「!?　喋しやべったぁ!?」


「ヒャハハハハハハ！　エッサァァアアアアアアアア！」


　しかし言語が共通である意味はなかった。


　ドゴッ！


　気づいた時には、ディアは、どてっぱらに何か重いものをブチ込まれていた。


　それは、相手──狂きよう喜きするトカゲの、尻尾の先せん端たん。それが横よこ薙なぎに、ディアの腹を打ったのだ。


「がふっ──」


　ディアは、そのまま衝撃で五、六メートル吹ふき飛とび……地面を転がった。


「あ……うぐ……ぐ……」


　激痛で、全身の体温が上がり、汗あせが尋じん常じようじゃなく噴ふん出しゆつ。そして広がるむしろ死んだほうがマシだと思える吐き気けに、ディアはのたうち回った。


　シャレにならない……。ディアは絶望的な気分でそう思った。


　ディアはよろよろと立ち上がり。そのままくるりとトカゲに背を向け、逆方向に全速力で走りだす。


　ディアは一人では、戦えない。逃にげるしかない。と判断しての行動。


「ヒャハハハハ！　ソッチニイッテイーノカイ？　オジョウチャン！」


　しかし走り始めてすぐ、絶望的な光景がディアの目の前に飛び込んできた。


（ウ、ウソでしょおお──!?）


　ディアは絶句し、慌あわてて急ブレーキをかけた。


「コンニチワ[image: ]」


　目の前に。身体は大きかったり小さかったりだが、先ほどディアに初撃を食らわせたトカゲと、同じ種族と思われるトカゲが立ちはだかっていた。


　それも、三匹びき。


「ぐふっ!?」


　そしてディアは、早速その三匹の真ん中にいるトカゲに額を尾おで打うち払はらわれ、その場ですっ転ぶ。


（そんな──）


　ディアはよろめきながら身を起こし、絶望した。


（この人達……一人じゃなかったんですか!?）


「ヒャハハハハハハハハ！」


　ディアの絶望の表情に、前方と後方から、同時に嗜虐的な笑い声が巻き起こった。


「ココ、オレタチ、テリトリー。ザンネンダッタナ、チイサイニンゲン」


　いいながら、どがっ。またしても正面のトカゲの尾が、ディアの身体を打ち据すえる。今度は、頰ほお。ディアはボールのように後方に撥はね上げられ、そして──


「ヒヒヒ。アンシンシロ。スグニハコロサネーヨ？」


　どがっ。そのまま空中で、今度は後方にいた、最初に出会ったトカゲに尾で打ち返される。


「ヒサビサノ、オモチャ」


「タップリアソンデカラ。クイマス」


　どがっ。どがっ。


　夕日の下。地面に落ちることなく。トカゲ達の間を、まるでボールのように往復するディア。


　それは、一見、のどかな光景にも見えたが──


　実際にいたぶられているディアは、一度撥ね上げられるごとに全身に激痛を走らせ、急速にその意識を失いつつあった。


　どがっ。どがっ。


　どがっ……。どがっ……。


　徐じよ々じよに、耳に入る打だ撃げき音が遠くなっていく。


　身体が痛みを感じなくなっていく。


（あ……私……死ぬの……かな……）


　混こん濁だくする意識の中。ディアはぼんやりと、自分の死を悟さとった。


（ごめんなさい……私がんばったんですけど……会いにいけそうにありません…………ご主人様……）


（……でも。会いにいけないほうが。よかったかな？）


　真っ暗な世界の中で。ディアは苦笑した。


（〝アイツは、口くち癖ぐせみたいにいってた、理想の世界に。ようやく辿たどり着ついたんだ〟）


　脳内に、ライエルの言葉が蘇よみがえる。


（〝いるのは、アイツを好きな女だけ。戦いも就職も世間体も人間関係も、厳しい現実がなにひとつ存在しない、そんな優しい世界。


　せっかくそんな世界に辿り着いたアイツを。お前はまた戦場に引きずっていこうってのか？〟）


（そう……ですよね……）


　ディアはぼんやりと納得する。


（私……よく考えたら。いつも、ご主人様の手ぇ無理やり摑つかんで、あっちこっち引っ張り出しちゃってた……ご主人様の気持ち考えないで……）


（本当は……迷めい惑わく……だったの……かな）


　ほとんど完全に途と切ぎれかかった意識の下。ディアは一ひと粒つぶ涙なみだを流しながら思う。


（わかんない……結局私……一回でもご主人様のお役に立てたのかな……？）


　最後の最後で、そんな問いが浮うかんだが。


　その問いの答えを考える時間は、ディアにはもう残されていそうになかった。


（さよならご主人様。もし……邪じや魔まじゃなかったら。また私呼んで下さいね……）


　ディアは最後の力を振ふり絞しぼって笑みを浮かべ。そしてかすかに残されていた意識の欠片かけらをふっと手放し、穏おだやかで温かい眠ねむりに身を任せようとする。


「なーんだ……。つまんない。あいつ、もう諦あきらめちゃうみたいよ……？」


　──その時だった。


「ほんまや。……根性ないなぁ。同じ剣精レイダーとして、ウチ、ちょっと恥はずかしいで……」


　──そんな穏やかな眠りなど決して許さない。


「自分自身に胸はりたいならさ」


「諦めんなや、メイド剣精レイダーァ！」


　──世界で一番力の有り余ってるコンビの声が、場に、響ひびき渡わたったのは。





　　　　†




「……え!?」


　不思議なもので。困こん惑わくは、一いつ瞬しゆんで、ディアの意識を覚かく醒せいさせた。


「ぶっ!?」


　そして次の瞬しゆん間かん、ディアは、地面に顔面から激突。


　一瞬、何が何やらわからなかったが──ディアは周りを見み渡わたし、現状を理解した。


　前後左右には、相変わらず、計四匹ひきの巨大トカゲ。が──今、ディアの周りにいるのは、そいつらだけではない。


　人がいた。


　地面に激げき突とつした、ディアの傍かたわら。どうやらディアが聞いた先ほどの声は、幻げん聴ちようではなく、実際に、場に現れたその闖ちん入にゆう者が発したものだったらしい。


（だ……誰だれ……ですか？）


　ディアの傍らに立っているのは、見知らぬ少女だった。ゆるくウェーブのかかったストロベリー色の髪かみを風になびかせ──しかしその髪色にそぐわない、なんだか世界全体を敵に回しても構わない、といったような、不敵で自信に満ちた笑みを浮かべ。腕うでを組んで、トカゲ達を睥へい睨げいしている。


　その少女の思わぬ闖入に、トカゲ達は驚おどろき、いたぶっていたディアを取り落としてしまったようだった。


「ヒュウ……！」


　そんな少女に、ディア達の正面のトカゲが、まるっきり人間のちんぴらのしぐさのように、わざとらしく口笛を吹いた。といっても、身体が大きいので、やたら爆ばく音おんの口笛だが。


「コンドハ、オオキイニンゲンノ、トウジョウダァ」


「アイツモサンザンイタブッテカラ。クオウヨ」


「ヒヒヒ。イーネ」


　そしてトガケ達は、げらげら下品に笑いながら、四方からずんずんディア達のほうへ迫せまってくる。


「や、やば……あ、あの！　大だい丈じよう夫ぶです！　私のことはいいから！　逃げてください！」


　このままでは、この人間も殺されてしまう。ディアはいう。


　が。


「だーいじょうぶよ」


　そんな状じよう況きようの中。


　何故か、ディアの傍らの少女は、自信満々にそう答えた。


「ここに来たの。私一人じゃないから」


「え？」


　意味がわからず、首をかしげるディア。


　すると──


　次の瞬間だった。


　チュンッ！


　突とつ然ぜん、恐おそろしく短く、空気が切きり裂さかれたような音が鳴ったかと思うと。


　ドサッ……。


　ディア達に迫ってきていた、正面のトカゲが。糸の切れた操り人形のように、唐とう突とつに地面に崩くずれ落ちた。


「……え？」


　チュンッ！


　ドサッ。


　さらにもう一いつ匹ぴき。一匹目と同じ経けい緯いをたどり、今度はディアの左側にいたトカゲが、瞬またたく間まにその場に崩れ落ちる。


「な……ななな……何が起こってるんですか!?」


　目の前で続けざまに起こった摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象に、目を丸くするディア。


「オーホッホッホ！」


　すると──その瞬間だった。


「何が起こってるか？　ですって？　聞かれたならば──お答えしましょう」


　ディア達の後ろから、唐突に、甲かん高だかい声が響き渡った。


　当然、全員の視線が、声のほう──ディア達からやや離はなれた場所にある、やたら高い岩の上に向けられる。


　そこには──一人の少女が立っていた。


　ヘアバンドで金きん髪ぱつをすべて後ろに流した、少し額の大きな少女。


「今のは、このわたくし。マギサ一の富ふ豪ごうにして、マギサ一華か麗れいに戦う女っ！　アンジェラ・レオニダスが戦場で描えがいた、一瞬の芸術ですわっ！」


　胸を張り、最高に誇ほこらしげな表情で宣言してくるアンジェラ。


「あ、あんの馬ば鹿か……！」


　それを見て、ディアの隣となりの少女はなにやら焦あせった表情を見せたが、当のアンジェラは、そんなことにまったく気づく様子もなく、


「わたくしの戦法は、魔ま法ほうの射程を伸のばす剣精レイダー『白虎の銃タイガース・アイ』の能力を活かし、敵を射程外から狙そ撃げきすることっ！」


　誰も聞いていないのに、嬉うれしそうに自分の任務内容を叫さけび始めた。


「狙撃！　その任務は、過か酷こくを極めますわ！　狙撃には図ず抜ぬけた集中力と自制心、体力と視力を保ち続けなければならないっ！　なにより絶対に敵に見つかってはならないというプレッシャーが、じわじわ体力を奪うばってゆく！」


「思いっきり見つかってるでしょあぁぁぁっっ！」


　がっ！　その演説を聞いたディアの隣の少女が、わななきながら地面を蹴けった。


「何回いったらわかんのよ!?　狙撃手が、自分の居場所ことさらにアピールしてどうすんのよ!?」


　そして、当然というか、自業自得というか。


「コンノ、クソガキ！」


「コロス！」


「きゃあああ!?　何な故ぜ!?　何故ですの!?」


　いきなり自分の仲間を二人も昏こん倒とうさせられ、激げつ昂こうして飛び上がった一匹のトガケに、アンジェラ・レオニダスは目の色を変えて襲おそい掛かかられている。


　が──


「だいじょうぶ。こっちは任せて？　クゥちゃん」


　そんな優しげな少女の声が、ディア達のもとに届いた──


　次の瞬間だった。


「墜おちろっ！　蚊かトンボッ！」


　突然高圧的な声になった少女の叫び声と共に、


　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド!!


　唐突に、場に轟ごう音おんが鳴なり響く！


「ナッ!?」


　その瞬間、アンジェラに迫ろうとしていたトカゲに、地上からおびただしい数の光こう弾だんが飛来し──




[image: ]


「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　当ぁたぁれぇぇっぇ！」


「ウオオオオオオオオオオオオ!?」


　ガガガガガガガガ！


　少女の絶ぜつ叫きよう通り、トカゲの全身に無数の光弾が直ちよく撃げきする。


　その鬼き気き迫せまる攻こう撃げきに、ディアはゴクリと唾つばを飲み込んだ。


　そして、その光弾を掃そう射しやしている少女の姿を改めてまじまじと見てみる。


　そこにいたのは──


　両手に、全長一メートル半はありそうな、黒くてゴツい、凶きよう悪あくな鉄てつ筒とうの集合体のようなものを一いつ生しよう懸けん命めい構えた、一見幽ゆう霊れいのようにパッとしない、黒くろ髪かみの影かげの薄うすそうな少女。


　しかしその少女は、外見とは裏腹に、ほとんど何かにとり憑つかれたような表情で、


「当たれ、当たれ、当たれ、当たれ！　あなたみたいな奴やつがいるから森の動物達はっ！　うわぁぁぁぁぁぁ！」


　意味不明な絶叫を繰くり返かえしながら、


　ガガガガガガガガ！


　とっくに動きを止めているトカゲを、空中でひたすら射しや撃げきし続けている。


　そしてそれが二分ほど続いただろうか。そこで、ようやく光弾の雨がフッと止み。


「ガッ…………!?」


　トカゲは、ぐるん、と空中で白目をむいた後。


　ひゅるるるるる……力ちから尽つきたように、そのまま地面に落下。ドンッ。その後地面で一度大きくバウンドした後、動かなくなる。


　シン──。


　場に立ち込めたのは、なんともいえない沈ちん黙もく。


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　そして、そんな沈黙を破ったのは──


「？　ど、どうしたのクゥちゃん？　怖こわかったけど。こっちはがんばって一匹やっつけたよ!?」


　息を切らしながら、目を潤うるませ、困ったような顔をする地味少女。さっきの狂きよう気きじみた表情とはまったく違ちがう。


「い、いや。うん。す、すごいと思う。た、たださ。チカ。アンタって……ソレ撃うつ時、毎回あんな風に絶叫しなきゃ撃てないもんなの……？」


「そ……そうですわね」


　少女の言葉に、岩の上のアンジェラも頷うなずいている。


「その、まぁ、なんていいますの？　ちょぉぉっと…………怖すぎるといいますか」


「そ、そうそう。いいのよ？　別にいいのよ？　ただ、ま、改善できるなら、改善して欲しいかなぁって……ほ、ほら。味方の私らの動きも止まっちゃうしさ？」


「へ？　叫ぶって？　……わ、わかんない。わたし、これ撃ってる時のこと、毎回覚えてないの」


　不安そうに、首を二、三回横に振ふりながら答えるチカ。


「そ、そおなんだぁ……」


　その返答に、ディアの傍らの少女は、諦あきらめたように肩かたを落とした。


　ディアは知る。このチームはこのチームで、いろいろ問題を抱かかえているらしい──と。


「ナンナノ……ナンナノオマエラ!?」


　そんな凶悪少女達に。最後に残された、ディアの左側にいたトカゲが、泣きそうにひきつった声でいった。


「オレラ、ドラゴンダゼ!?　キショウセイブツダゼ!?　オマエラ、ドウブツアイゴセイシントカナイノ!?」


「？　うちの国には、そんな言葉なかったと思うけど……」


「ヤバンナクニダナ、チックショウ!?」


　ほとんどヤケクソなのだろう。しかしそれでもそのトカゲ──ドラゴン？　ドラゴンは、猛もうスピードでディアと、ディアの傍かたわらの少女に突つっ込こんできた。


「き、きましたよ!?」


　とは、ディア。


「しゃあない……やるか」


　ハァ、と嘆たん息そくすると、


「マリー！」


「おおっしゃ！」


　ディアの隣の少女はそう叫び、ボンッ！　手の中に、金色の、小さな物体を出現させた。


　そして、それを突っ込んでくるドラゴンに素早く向ける。


「だ、だいじょうぶなんですか？」


　それを見て、思わずディアは聞いた。


「？　何が？」


「だ、だって。アナタのその武器。──剣精レイダー？　他の二人のより。だいぶ小さいですけど!?」


「なーにいってんの。──そういや自己紹しよう介かいまだだったわね？」


　そういいながら少女は、ブンッ！　手の数センチ上に、五枚の半はん透とう明めいタロットカードのようなものを出現させた。


　そしてそれを一枚一枚めくっていき──にやりと笑う。


「あの時と同じじゃん……」


　笑いながら少女は、銃の後方から、そのカードを一枚一枚挿そう入にゆうしていく。


　ディアには、少女がなにをやってるのかさっぱりわからない。


「不安なようなら。教えてあげる」


　そんな中。カードを入れ終わった少女は、再び照準をドラゴンに定め、


「私の名前は、クリスタ。マギサ剣精試練レイダー・ゲーム。一位通過のクリスタ・キャロル！」


　ガチャンッ！　少女──クリスタはいいながら、手の中の引き金を引ひき絞しぼる！


　が──


「…………。え？」


「ハ……？」


　ディアとドラゴンは──マヌケな声を漏もらした。


　いかにも何か飛び出しそうな銃じゆう口こうからは、なにも発射されなかったのだ。


「ヒャ……ヒャハハハハハハ！」


　それを見て。ドラゴンは立ち止まり、爆ばく笑しようした。


「ナンダソリャ!?　クリスタ・キャロル！　トンダコケオドシジャネーカッ!?」


　そんなドラゴンの声に。クリスタはニッコリ笑って──くるりとドラゴンに背を向けた。


「アンタ運悪いよ。戦ったのが。他の剣精レイダーならよかったのにね」


「ハァ!?　マケオシミイッテネーデ、サッサト──」


　と、そこでドラゴンの言葉が、ふいに途と切ぎれた。


　ドッゴォォォォォォォォ！


　ドラゴンの上から。巨きよ大だいな岩石が降り注ぎ。


　ぷちっ。


　そのままドラゴンは声をあげる間もなく、岩の下した敷じきになり消えた。


　シン……。生まれるは静せい寂じやく。


「え……えぇぇぇぇ!?」


　衝しよう撃げき波はの中。消えたドラゴンを見ながら、今まで自分が見たことのない規模の剣精レイダー攻撃に、ディアは絶句した。


「だーからいったでしょ。運が悪いって。チカ達の剣精レイダーなら、死なずにすんだかもしれないのにね」


　ニヤリと魔王のような笑みを浮かべながら、クリスタ。


「な……なんなんです……なんなんです、アナタ達は!?」


　そんな連中を見て。ディアは、思わず、先ほどのドラゴンと同じような言葉を口走っていた。


　この少女達は強すぎる。


　そして、同じ剣精試練レイダー・ゲーム国内代表だというのに──あまりにグレン達と違いすぎる。


「だーからいってるでしょ。私らはマギサの剣精レイダー使いだって」


　そんな驚きよう愕がくのまなざしを向けるディアに、肩をすくめてクリスタ。


「むしろこっちからすりゃ、あんたのほうが謎なぞなのよ。とおりかかったら、メイド剣精レイダーがキャッチボールされてるし。あんた剣精レイダーでしょ？　こんなところで一いつ匹ぴきで何やってんの？　ご主人様は？」


「ご主人様は──」


　答えようとするディア。


　が。


　じわっ。その瞬しゆん間かん。何故かディアの目に、唐とう突とつに涙なみだがにじみ。ディアはまともに答えられなくなった。


「ご主人様は……ご主人様とは……もう会っちゃダメなんですぅ……」


「はあ……？」


　謎の反応を見せるディアに、顔を見合わせる、クリスタ、そして合流したチカとアンジェラ。


「な、なんかよくわかんないけど。ちょっとこっちきて、話してごらんよ。ほら、私らも、ちょうどそろそろ休きゆう憩けいしようと思ってたとこだしさ。お菓か子しもあるよ!?」


　いきなり泣かれるとは思ってなかったのか、ややうろたえながら、ディアの頭をなでつつ、そう話すクリスタ。


　ディアは涙ぐみつつ──コクリとその場で小さく頷くのだった。
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「あんた……ばかじゃないの？」


　そろそろ完全に日も暮れそうな夕ゆう闇やみの山の上。


　ディアの話を聞き終えたクリスタが、最初に漏らした言葉は、そんな一言だった。


「行ったら迷めい惑わくかもって……。そんな理由で、もう主に会わないほうがいいかもしれないとかいってたわけ？」


　心底呆あきれたような顔で、ディアにいうクリスタ。


　その言葉に、ディアは、居い心地ごこち悪そうに頷く。


　ちなみに現在クリスタ達は、各々、自分が腰こし掛かけるのにちょうどいい岩に座り込み、輪になって話す態勢になっている。


「ライエルさんのいう通り。ご主人様はもう、その世界から、出たくないかもしれないし……」


「そんな性格歪ゆがんだオッサンのいうことなんか無視したらええやん」


　クリスタの膝ひざの上にいたマリー・ガーネットが肩をすくめて一いつ蹴しゆうする。


「い、いや、オッサンって……。いや、そうじゃなくて。別に、ライエルさんにいわれたからそう思うってだけじゃなくて。みなさんみたいな（凶きよう暴ぼうな）人達には信じられないかもしれませんけど……ウチのご主人様は、実際、そういうタイプの人なんです」


　肩を落としながら、ディア。


「世界が滅ほろびようがなんだろうが、しんどいなら、楽園から出ない。そういう決断、しちゃうかもしれない人なんです」


「あのさ……」


　そこでため息をつきながら、話を遮さえぎったのはクリスタ。


「気づいてる？　あんたの話ってぜんぶ〝かも〟じゃん。迷惑かも。そういう決断しちゃうかも」


「そ、そりゃ……。私はご主人様じゃありませんし。ぜんぶ予測ですから。今はかも、ってつけるしか……」


「そう。あんたのいってることはさ。ぜんぶ予測なのよ」


　腕うで組みし、うんうん頷うなずきながらいうクリスタ。


「ただの予測であって。実際のその……グレンだっけ？　そのヘタレがそういったわけじゃない。あんたとライエルが勝手に自分の頭の中で喋しやべらせて。勝手に落ち込んでるだけ。喋りたいなら、本物に会いにいきなよ」


　クリスタはこともなげにいった。


「本物のグレンに会わなきゃ。永遠にホントのことわかんないじゃん」


「それはそうですけど……でも……」


　ディアは俯うつむき、何かを躊ちゆう躇ちよするような表情を見せる。それはかつての、迷いのなかった頃ころのディアが、絶対見せなかったような表情。


（要するに。このコは、怖こわいわけだ……）


　そんなディアを見て。クリスタは、すぐ見み抜ぬいた。


（今までは考えもしなかったけど……。予測の中なら、まだ耐たえられるけど。実物のグレンに拒きよ絶ぜつされるのは、怖くてたまらないわけだ）


　──一いつ緒しよじゃん。誰だれかさんと。


　クリスタは想い、苦笑する。


「ねえディア。聞いて」


　そしてクリスタは、ディアの頭にぽん、と手をのせ。


「アンタさっき、私らみたいのには、グレンみたいなタイプの人間の気持ちわかんないっていってたけど。そんなことないよ。少なくとも私には、グレンの気持ちも、アンタの気持ちもわかる。だって私がそうだったから」


　両手を広げ、ニッと笑ってみせるクリスタ。


　その告白に、ディアは意外そうな表情を見せた。クリスタは続ける。


「私さ。マギサの学校通ってた頃。分ふん別べつ臭くさい理由たくさん見つけて。ほんとはやりたかったことから、ずっと逃にげてた。要は、傷つくのが怖かっただけなのにね」


　クリスタはそういうと、チラリと黒くろ髪かみ少女──チカのほうを見る。チカは、何な故ぜいま自分に視線が向けられたのか、よくわかっていないようだったが、それでもなんだか嬉うれしそうにニコリと笑った。クリスタは視線をディアに戻もどし、


「でも、いろんな偶ぐう然ぜんときっかけがあって。私は、もう一度、やりたかったことに挑ちよう戦せんした。その結果、いろいろあって、何故か今、良くも悪くも、このメンツで旅するハメになってるわけだけど──」


　苦笑気味に、チカやアンジェラ、そしてマリーを見ながらいうクリスタ。


「──ま、今んところ、後こう悔かいしてないかな。たまにイラッとするけど。このメンツで、こういう景色見てる瞬間とか……やっぱその。ちょっと好きだしね」


　クリスタ達のいる場所から見下ろせる、夕日に照らされた雲海を見つつ、最後のほうは照れなのかなんなのか、やたら小声でそういうクリスタ。


「わたしもこういう時間、大好き。冒ぼう険けんしてるなぁ、ってかんじするもん！」


「あら。わたくしはその百倍、こういう時間好きですわよ？」


　いいあって、そして最終的にどっと笑うマギサ三人娘むすめ。


「な、なんか……いいなぁ……」


　それを見て。ディアは、泣きたいくらい、その三人が羨うらやましい気持ちになった。


　自分にも。自分達にも、こんなことができたら──


「そう思うなら」


「やることは一つですわ」


　ディアの呟つぶやきに。チカとアンジェラが優しく笑っていう。


「会いにいきなよ──あんたのご主人様に」


　そしてクリスタが後を継つぐ。


「ねぇ。よーく考えて。確かに、アンタは、拒絶されるかもしれない。けど──アンタが思ってる以上に、グレンが、アンタを必要としてたら？　もしそうだとしたら。拒絶してるのはグレンじゃない。アンタよ。そんな可能性を残したまま、ほんとにグレンとサヨナラでいいわけ!?」


「…………！」


　その質問に、ディアはさらに泣きそうになる。


　確かに、自分を拒絶するグレンだけではない。実際のグレンが、自分が来るのを待っているグレン。自分が来るまでじっと座っているグレンな可能性もある。


　そういう時。駆かけつけてやるのが自分の役目だったんじゃないのか──!?


　そういう時。駆けつけてやるって、自分はグレンと約束したんじゃないのか？


　いや──


　いや──


　ディアは首を横に振ふる。


　役目。予測。拒絶。約束。


　そんなこと。ほんとはどうでもいい。どうでもよかったのだ。


「会いたい……」


　ボロリと大おお粒つぶの涙をこぼし、ディアはこらえきれないようにそんな呟きを漏もらす。


「ひっく。ひぐっ。私、やっぱり。もう一度ご主人様と会いたい。会って──一いつ瞬しゆんでもいいから──お喋り……したい」


　そう。いろんな理由は、所しよ詮せんすべて飾かざり。突つき詰つめて考えると、ディアがしたいこと、それはただグレンに会いたい、それだけなのだ。


「いよぉぉーし……！　よくいったわ！」


　その瞬間。


　その瞬間だった。


「安心しな。乗りかかった船だし。私らが、アンタを、グレンのとこまで連れてってあげる」


　力強く立ち上がりながら、そう宣言するクリスタ。


「え……？」


　予想外の提案に、ディアは目を見開いた。


「いい方法があるの。もちろん、送り届けるだけで、アンタらの邪じや魔まはしない。それとも、やっぱり、ご主人様には、颯さつ爽そうと一人で会いに行きたい？」


　笑顔で聞いてくるクリスタ。


「…………」


　その問いに、ディアは一瞬考える。


　確かに、一人で会いに行きたい気持ちもある。


　しかしその結果、またさっきのようにドラゴンに囲まれでもしたら、今度こそ終わりだ。


　世界崩ほう壊かいまで時間もない……。


　今一番重要なことは、一人で向かうことにこだわることじゃない。ちゃんとグレンに会って、話をすること──


「──お願いします」


　だからディアは、素直に頭を下げた。


「お手数ですけど──どうか私を。ご主人様のところに連れて行ってください！」


　深々と頭を下げながら、力強く、ディア。


　その深い礼に、クリスタ達は、満足気に笑って頷く。


「行きましょう。時間がないわ」


　こうして一度は歩みを止めた剣精レイダーオブシディアンは。


　運命なのか偶然なのか、魔ま導どうの国の少女達を伴ともなって──


　再び走り始める！
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　謁えつ見けん乃間。


　動かないツバサに切りかかった、影かげの国の女王の刃やいば──


　それからツバサを救ったのは──





「アホかボケェ!?」





　突とつ如じよツバサの胸元から飛び出した、小さな物体だった。


　その物体は、


「ふんっ！」


　いまにも刃に斬きられそうだったツバサの顔面を、ドロップキックで全力蹴けり飛ばし。ツバサに強引に一歩下がらせ、ツバサを死から救う！


「ほう……」


「あなた……」


　その行動で、女王とツバサの目を丸くさせた物体の名は──


「お前……まだわかんねぇのかよ!?」


　口調とは裏腹な、品のいい金きん髪ぱつと。生意気そうな猫ねこ目め。


　ログレス出身のツバサの剣精レイダー『キャッツアイ』だった。


「ア……アイ……？」


　突とつ然ぜんのアイの出現に、目を丸くするツバサ。あんなに深く眠ねむっていたはずなのに、いつの間に目を覚ましたというのだ。


「死ぬだの。生きるだの。んな話……んな話、顔色一つ変えずやってんじゃねぇ！　まだわかんねぇのかよ!?」


　そのアイは、女王と対たい峙じし戦せん闘とう態勢に入りながら、さっきと同じことをツバサに叫さけんだ。


「お前、ログレスからの旅で何感じてきたんだよ!?」


　さらにアイは、声を震ふるわせながら聞く。


「た、旅……？　感じる？」


「お前が死んだら──オレは、泣くぞ!?」


　白状するように、アイはいった。


「え……？」


「オレだけじゃない。お前死んだら、お姉さまは論外として、グレンも、ディアも、レインも、ジジイも、もしかしたら、メグだって泣くぞ!?　いい加減気づけよ！」


　そして最終的には、懇こん願がんするような声で、アイはいった。


「お前の命の価値なんか、ゼロだったこと、一度もねーんだよ！　普ふ通つうに生きてるだけで、他人と関わるだけで。影子だろうが一いつ般ぱん人だろうが。ゼロになんかできっこねーんだ！


　いい加減その事実受け入れて、ちゃんと生きろ、バカ！」


「………………!?」


　その叱しつ責せきの内容に、ツバサは困こん惑わくした。


　ツバサには、自分の命の価値が、何な故ぜゼロじゃないのか──いつゼロじゃなくなったのか──どうしてもそれが理解できない。


　──が。


（泣く……？）


　泣く。涙なみだを流す。そういう瞬しゆん間かん、人が、どういう気持ちになるか。それはツバサも知っていた。


　自分達を見捨てて、グレンが七周目へ行こうとした瞬間。何故か、ツバサも泣いてしまったから。


　グレンがどこかへ遠くへ行ってしまうと。そしてもう会えなくなると理解した瞬間。


　自分でも驚おどろくくらいの寂さびしさを感じて。ツバサは子供のように泣きじゃくってしまったから。


（私が死ぬことで……アイ達が、あんな辛つらい気分になる？　何故？　えぇと……？　まず私の価値がゼロで、えぇと……？）


　状じよう況きようを整理しようとして、逆に混乱し始めるツバサ。


「……茶番だな」


　そんなツバサとアイを見て。


　女王は嘆たん息そくするように、失笑を漏らした。


「見みえ透すいた芝しば居いはやめにしろ……剣精レイダー。お前は主が死ねば、捨て犬みたいに生きなければならん。お前はただ、それを止めたくて。その場限りの綺き麗れい事でツバサをからめとろうとしてるだけに過ぎん」


「な……？　ち、違ちがうっ！」


　アイは、ビックリしたような声をあげた。


「ツバサ！　違うぞ！　オレ達は、」


「何が違うっ！　詭き弁べんだ！　影子が死んで涙を流す人間など他国にはいない！」


「いるっ！　いるよ！　少なくともログレスにはいたんだ！　コイツが死んで涙を流すような奴やつが。本当の仲間のような奴らが──！」


「え」


　その単語に、目をぱちくりさせ、まぬけな声をあげたのは──ツバサだった。


「そうか……そういうこと？」


　なにかに気づいたような声をあげるツバサ。


「私。あなた達の……仲間だったの？」


「は……はぁぁぁぁぁ!?」


　絶句したのはアイだ。


　しかしそんなアイをよそに、ツバサは新大陸を発見した冒ぼう険けん家のように、興奮気味にブツブツ続けた。ツバサの中で、急速にいろんなことが繫つながり始めていた。


「なるほど……それでいろんな不可思議な現象に説明がつく！　おかしいと思ってた。赤の他人にしては。私は、あなた達を、気にしすぎる。危機に瀕ひんすれば助けてしまうし。あなた達が悲しんでいるのは私も悲しかった。意味がわからなかった」


「オイ！　一回とまれ！　オイ！」


「グレンが私を見捨てた時、なんで悲しかったのか、やっと説明もつく。アイツは、私の、仲間だったんだ！　これでようやくスッキリした！」


「アホかボケェ!?」


　ガッ！　ツバサは、本日二度目、神速の速さで動いたアイのドロップキックで顔面を蹴られた。


「……。痛い」


「テ、テ、テメェ。ホンマもんのアホかっ!?　い、い、今まで、気づいてなかったのか!?」


「だって……。仲間なんて生まれて初めてだし。あなた達にそういわれたこともなかった」


「んなもん、いわれなくても、空気感でわかるだろ!?　あの感じ！」


「？　もちろん私以外のメンバー同士が仲間だってことは理解してた。そこに私が組み込まれてるなんて、気づきようがない……」


「いくらでも気づきようあるわっ!?　どう考えてもお前仲間だろ!?」


「そう……かもしれない」


　自然とツバサはその言葉は肯こう定ていできた。だって、そうじゃないと、説明がつかないことが多すぎるから。


　仲間。グレンやメグは仲間だったのか！　私に──仲間なんて、別世界の物語だと思ってた、きらきらしたものが存在がいたのか。


　そう思った瞬間。ツバサは、自分の中に、かつてないほどの力がわいてくるのを感じていた。


「……おーい。なんかヤな予感するから一応いっとくけど。グレンとメグだけじゃなく。お姉さまだって、〝仲間〟だからな？」


　そんなツバサに、アイは半眼でいう。


　その言葉に、ツバサは、顔をしかめた。


「……それは少し違う。お姉さまは主。仲間じゃない」


「図星かよ……。違わねぇよ」


　アイはもっと顔をしかめた。


「なんか今、アイツの苦労が真の意味でようやくオレにもわかってきたぜ……。お前がそんなだから。アイツはお前に独り立ちして欲しかったんじゃねーのか？」


「？」


「お前なぁ……。お前がどう思おうと。契けい約やくがどうだろうと。向こうとしたら、常にそんなハッキリ〝仲間じゃない！〟って顔されたり、いわれたりしたら。けっこう傷つくと思うぜぇ……」


　その心情を思い浮うかべたのか、ちょっと薄うすら寒さむそうな笑みを浮かべながらいうアイ。


「お前がアイツのこと、これっぽっちも仲間と思ってないから。アイツ疲つかれて、なんとかお前との関係性変えたかったんじゃねーの？　主従関係から、仲間同士に。まぁ、もう、だいぶ諦あきらめてた臭くさいけど……」


「そ……そうなの？　だとしたら……私、いろいろ間ま違ちがってたのかな……？」


「間違いだらけだよお前は……。けど、まぁ、今日ちょっとはわかったろ」


　アイはいう。ぴょん、とツバサの肩かたに乗りながら。


「だからもう簡単に死ぬとかいうな。お前がオレらを仲間だと認識するなら。仲間悲しむようなこと絶対すんな」


「う……うん。わかった」
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　ツバサは頷うなずく。


「それとスケブも今後禁止な」


「えーっ!?」


　ツバサは非難の声をあげたが、


「アホか。ほんとは喋しやべれるのに、筆談なんかしてるから、自分は他と違うなんて錯さつ覚かくするんだよ。せっかく口ついてんだから、今後はそれ活かして、もっと感情出せ！　もうどうせこの影かげの国裏切るんだし。別にいいだろうが」


「うぅ……わ、わかった」


「……話は纏まとまったようだな。……おもいっきり裏切るっていってるし」


　と、そんな中だった。


　二人のやりとりを見ていた女王が、抑よく揚ようのない声でいった。


「私に手向かう気か？」


　と、女王。


　ツバサは女王に向き直り、あっけなく頷いた。


「はい……。気がかわりました。やっぱり、私は、あなたに影を渡わたせません」


「仲間の為ためか」


「はい」


「では、世界に散らばり苦しむ、影の国の同志……本当の仲間はどうする？」


　呻うめくような声で聞く女王。


「裏切るのか……私達を。裏切るのか!?」


「…………」


　聞かれたツバサは、一いつ瞬しゆん考えたが……やがて肩をすくめ、


「あなたに影を渡さなくても、世界の影子を救うこともできる。では約束しましょう。目下の動乱が終わった後。世界で不当に扱あつかわれる影子を救う為ため尽じん力りよくすると。でも──それは力ずくでではない」


　ツバサは女王をまっすぐ見ながらいう。


「そんなことをしなくても。私達と他国の人間は、きっと、分かり合えます」


「お前とその剣精レイダーのようにか？」


「……はい」


「……まったくつくづく茶番だな。……もういい。いけ」


　投げやりに言い放つ女王。


「……え!?」


「お前らのクソ長い茶番のせいで興が冷めた。お前のようなおめでたい影子の影はいらん。奥に〝影の始まり〟がある、それでどこへでもさっさと行け……」


「な……王っ!?」


　その女王の言葉に、一番血相を変えたのは、女王の傍かたわらにいるネヅ。女王はそれを無視し、


「ツバサ。お前は現実を知らないからそんな甘いことがいえるんだ……。世界の影子の現状を知らないから」


「……かもしれません。けど私が知らないことだらけなのはもはや確定なようなので、別段気にしません。影を貸してくれてありがとう。サヨウナラ」


　それだけあっさりいい残すと。肩にアイを乗せたツバサは、部屋の奥へ向かって走り始める。


「お、王っ！　追いかけますかっ!?　追いかけますよねっ!?　王～～!?」


　ネヅだけが泡あわをくって部屋の中を無意味に走り回っていたが。


　そんな中、女王は天を仰あおいで呟つぶやくのだった。


「私もまず……剣精レイダーと仲良くなるとこから始めようかな……」


　ボンッ。手の中の『赤の影月ブラツデイ・メノウ』は人形姿に戻もどり。嬉うれしそうにはにかんでいる。





　　　　†




「そろそろ日が暮れるのう……」


　窓から夕日が差し込む、奇き跡せきの国【エンデ】の、病室内。


　唐とう突とつに、そんなショボくれた声を出したのは──腰こしまで伸のびた白髪しらがに、消えかけの灯火を思わせる弱々しい瞳ひとみの持ち主、ロザリーの剣精レイダー『サーペンティアン』──


　通つう称しよう〝老師〟だった。


「ろ……老師……!?」


　その声に、ロザリーは、ギョッと反応した。


　老師は、ロザリーと同時にこの病室へ運び込まれていたが、ロザリーの隣となりで、ずっと死んだように眠ねむり続けていたのだ。


「生き──い、いや、目覚められたのですか!?」


「ホッホ……。目が覚めたのは、もう随ずい分ぶん前ぢゃよ。タグの映像だって一いつ緒しよに見ておった。ロザリィちゃんは気づいてくれんかったがのう……」


　寂さびしすぎる口調で呟く老師。


「も……申し訳ございません」


「で？」


　老師は尋たずねる。


「そろそろ日が暮れるが。出発はまだかえ？　世界が終わるんぢゃろ？」


　にこやかに、単刀直入に聞く老師。


「…………」


　ロザリーは沈ちん黙もく。


　どうやら、目覚めてはいたが、ロザリーが何な故ぜ出発しないのか。あえて出発していない、ということには気づいていないらしい。


「……行くつもりはありません」


　なのでロザリーは、俯うつむいたまま、自分の意思を口にした。


　老師はロザリーの剣精レイダーだ。主として、主の意向は伝えなければならない。


「老師もご覧になったでしょう……？」


　ロザリーは、少し悔くやしさをにじませるような声で呟いた。


「グレンとメグが。我々を見捨て、装置で、この世界を消そうとしたことを。どれだけ仲良くなろうとも。どれだけ私が想おうとも。みんな……みんなまるで悪あく魔まのように、私達を……私を見捨てていく。私はもう……疲れたんです。私はもう……この部屋から出ることができません……」


（泣き言を言ってるな……）


　心情を吐と露ろしながら、客観的にそれを自覚し、ロザリーはなんだか苦笑したい気分になった。


　客観的に聞いてみると、自分は思った以上に女々しいことをいっている気がした。自分はまるで、公園かどこかで仲間はずれにされてスネている女学生みたいだ。そんな簡単な話ではない、と思おうとしたが、実際には大差がないのかもしれない。まぁどのみち関係なかった。どんなに子供じみていようとも。どんなに女々しかろうとも。私はもう、立ち上がることができないのだから。


（それより、老師は、どんな反応を示すんだ……？）


　自分の意見を吐はき出し終えたロザリーは、老師の反応が気になった。


　老師は、ふがいない主に激げき怒どし、いつも通り癇かん癪しやくを起こしてつっかかってくるだろうか？


　それとも、ただ主の情けなさを嘆なげき、シクシクと泣くだろうか？


　いや──この老人のことだ。私の話などとっくに聞いておらず。居い眠ねむりでもしているだろうか。


　ロザリーは老師のほうへ視線をやる。


　すると老師が返してきたのは──その予想のどれでもない、反応だった。


「つまり……見捨てると？」


　怒いかりもせず、泣きもせず、居眠りもせず──老師は思わずロザリーがたじろいでしまうくらい、真ま面じ目めな声でいった。


「……え？」


「メグちゃん達や、この世界を。ロザリィちゃんは、見捨てると？」


「そ、そんなの……そんなの、仕方がないじゃないですか！」


　老師の言葉にわずかに含ふくまれていた非難の色に、自分でも予想以上に激げつ昂こうしながら、ロザリーはまるっきり子供のように絶ぜつ叫きようした。


「私は……消されかけたんですよ!?　先に私を見捨てたのは向こうじゃないですか!?」


「ぢゃが、ここでロザリィちゃんまで見捨ててしまっては、お主達の関係は、本当に終わってしまう……。


　ロザリィちゃんは、ほんとにそれでええのかえ？」


　確かめるような口調で聞く老師。


「メグちゃんは、まだ、この世界のどこかにおるんぢゃろ？　お主が見捨てなければ、また関係は──」


「ふざけ……ないで下さいっ……！」


　ロザリーは、声を震ふるわせて絶叫した。


「見捨てるな？　つまり……許せというのですか!?　メグ達を？　私が？　何故!?」


　ロザリーは声を荒あららげる。


「あんな勝手な奴やつらを──特にメグなんか──何故私が許さなければならないのです!?」


　目を閉じ、絶叫するようにいうロザリー。


「許すんぢゃない。関わるんぢゃよ、ロザリィちゃん」


　そんなロザリーに。老師は、風に揺ゆれる木の葉のように、穏おだやかに淡たん々たんといった。


「え……？」


（関……わる……？）


　予想外の言葉に、ロザリーは一瞬口を閉ざした。


「グレンの時もそうだったぢゃないか……！」


　そんなロザリーに、押し殺したような声で老師は続ける。


「ずっと平行線ぢゃったのに。ロザリィちゃんが下水道で怒おこって、喚わめいて、スネれば。状じよう況きようは変わったぢゃないか。装置の時も。装置の前で〝切り札〟を捨ててくれと泣けば。応えてくれたぢゃないか」


「…………！」


　その問いに、ロザリーは、何故か痛いところをつかれたように口をつぐむ。


　確かに──グレンとは。旅に出てからずっと、距きよ離りをとって、平行線の関係だったのに。


　下水道でこちらが激昂して、文句をいって、泣きじゃくって以降。お互たがいの本音が出て。そしてようやく、関係は雪解けを迎むかえていた。


　グレンが〝切り札〟を使おうとした時も自分が泣き、叫さけんだら。グレンは〝切り札〟を取り落とし。自分の気持ちに応えてくれた。


　それを──そこまで本音をぶつけることを〝関わる〟というのなら──確かにロザリーは、まだメグと胸を張って関わったとはいえない。


「ええのか……？　このまま関わらないで、本当にええのか？」


　徐じよ々じよに感情むきだしになりながら老師。


「関わってどうなるかワシにはわからん。笑って仲直りできるとは思えんし。もっと嫌きらいになるかもしれないし。また泣くことになるかもしれん。けど……このまま終わりでええのか？　向こうの気持ちだけぶつけられて。こちらの気持ちは何もぶつけられないままで。そんな関係の終わり方で。お主は本当に納得できるのか!?」


「くっ……！」


　ますます痛いところをつかれたように、ロザリーは歯は嚙がみする。


　納得できるのかできないのかといわれれば……納得なんてできるはずがない。


　メグにいいたいことは山ほどあるのだ。


　昔何があったのか。何故私を見捨てたのか。今までどういう気持ちで私といたのか？　私といた時見せた笑顔はぜんぶがぜんぶウソだったのか。


　そしてもう──


　私達は友達に戻れないのか。


「……………………」


　そこまで考えた時。──ロザリーの中に、もう、答えはできていた。


「……わかり……ました」


　絞しぼり出すような声で、ロザリー。


「メグに、会いにいきます」


　そしてロザリーはそう宣言する。


「お、おおっ？」


「ただし。今はやっぱり、私にはまだ無理です」


　正直な気持ちを吐露するロザリー。


「ロザリィちゃん……」


「けど……会いたくないわけじゃない」


　ロザリーはいう。


「いつかちゃんと話し合ってみたいとは思います。だからその時がくるまで。その時を守るため。いつかメグに向き合うため。まず世界を救う──それじゃ……ダメですか？」


　我ながら弱い人間だとロザリーは思う。しかしそれでも間ま違ちがいなく、それが今ロザリーが出せた、精せい一いつ杯ぱいの答えだった。


（こんな答えじゃダメだろうか……。老師は、どんな反応を示すだろう……）


　そしてロザリーは、やはり老師の反応を窺うかがう。


　今度こそ、ふがいない主に激怒し、癇癪を起こすだろうか？


　いや、私の話など聞いておらず。居眠りでもしているだろうか。


　それとも先ほどのように。意外なほど真面目な声で私を諭さとしてくれるだろうか？


　ロザリーは老師のほうへ視線をやる。


　すると老師が返してきたのは──


　やはりその予想のどれでもない反応だった。


「う……うぉっ。うえっ。えぶぅ。えぐぐっ」


　老師が見せた反応。それは。


「え……ええのう……ロザリィちゃんわ……」


　……まさかの大号泣だった。


「え……えぇぇぇ……」


　ロザリーは困こん惑わくした。


「な……なに泣いてんですか……？」


「えぐっ。完全にワシの予想超こえたわ……。なにその答え。どんだけ健気なのお主……？　ワシなんて……ただワシを捨てたメグちゃんが憎にくくて、復ふく讐しゆうの為ためにお主を操ろうとしてただけに過ぎんのに……」


　ぼそりと衝しよう撃げきの真相をもらす老師。


「なっ……!?　はぁっ!?」


　な、なにいってんだこのオイボレ!?　ロザリーは困惑する。ちょ、ちょっと待て。じゃあ……今までの熱血はなんだったんだ!?　すべて姦かん計けい!?


「ちょ……ちょっと、老師!?　ウソですよね？」


「ウソなもんか。ワシぁ自分の邪じや悪あくさが恥はずかしいわい！　いっそ殺せ！」


　悔くやしげにいう老師。その老師に──さすがにロザリーはブチギレた。


「ほ……ほんとだよ！　いい加減にしろよこの、邪じや悪あく剣精レイダー！　たぶんそんな邪よこしまな剣精レイダー、世界でアンタだけだよ!?　この小悪党っ！　己を恥じろ！」


　ロザリーはあらゆる敬意をとっぱらって老師をののしる。


「えぐ……えぐ……褒ほめ言こと葉ばとして……受け取っておこう」


　しかし老師は泣きながら、そんな憎らしいことをいってくるだけ。


（な、なんて奴だ……！　なんてことだよ……！）


　そんな老師を見て、ロザリーは愕がく然ぜんと肩かたを落とした。


　まじめに〝関わる〟とかの話を聞いて、損した。自分はあれで世界を救おうと決めたのに……。


「……けど……あれはあれでウソじゃないからなぁ……」


　ロザリーは困ったように嘆たん息そくする。


　なんせ老師の思惑おもわくはどうあれ──あの時自分の辿たどり着ついた結論は真実なのだ。


　自分はこのままメグとの関係を終わらせたくはない。


　だけどまだメグに会う勇気はない。
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　だから世界を救う。いつかそういう気持ちになれるかもしれない時の為に。


「いまさら取り消すのもカッコ悪いし……仕方ない。世界…………救いにいくかぁ……」


　たぶん、こんな締しまらない立ち直り方をしているのも、自分くらいなんだろうなと思いつつ、ロザリーはベッドの上で身体からだを起こす。が。


（それにしても……待てよ？　よく考えたら、いくらなんでも、邪な気持ちだけで、あんな熱弁ふるえるか……？）


　身体を起こしながらロザリーはふと思い、ちらりと老師のほうを見る。


　そんな疑ぎ惑わくのまじったロザリーの視線の中、老師はいつのまにか、どこからどうやって取り出したのか、淹いれたての熱いお茶が入った湯のみを取り出し、ずるずるすすってのんでいる。


　もはやそこからは何の感情も読み取れない。真相は闇やみの中。恐おそろしくトリッキーな剣精レイダーである。


（まぁいいか……）


　ロザリーは肩をすくめた。


（過程はどうあれ。私は少し元気になってしまったんだ。少しだけ感謝しておこう。世界でただ一人の、この老人剣精レイダーに）


「よし……！」


　ロザリーはそこまで考えると、気合をいれ、久しぶりに自分の両足で、恐る恐るベッドの横の床ゆかに降り立ってみた。


「…………」


　もう立ち上がれないと思っていたが……当然のことながら、ロザリーはまったく普ふ通つうに立ち上がることができてしまった。


（はぁ……なんでもかんでも……思いつめすぎなのか……私は）


　ロザリーはそのままそこでいつもの服に素早く着き替がえながら思う。


　いろいろ考えよう。──この事件が終わった後の、平和な世界で。


「よし……それじゃ、老師。行きましょうか？」


「へぁぁ？　どこに？」


「……まじで置いていきますよ？　行くんでしょう──世界を救いに」


　そしてロザリーはベッドの上でお茶をのんでいる老師をワシ摑づかみにし。


　病室の扉とびらを開け放って、勢いよく外の世界へ走り出した。




　シナリオⅦ・それぞれの飛ひ翔しよう







　ドガァッ！


　けたたましい音と共に、金色の襖ふすまを蹴け破やぶり、女王の後ろにあった部屋へ突とつ入にゆうしたのは、ツバサとアイ。そして二人がそこで目にしたのもの、それは──


「お、おお！」


「これが……〝影かげの始まり〟!?」


　──奇き妙みような影だった。


　部屋の中央には、小さく明かりが点っているのだが。


　その傍かたわらに、この部屋にいる、どの人間のものでもない、人ひと形がたの影が揺ゆらめいていたのだ。


「話には聞いたことがある」


　それを見つめながらツバサ。


「〝影の始まり〟。この影を、会いにいきたい人間の影の形に変えれば。この影はその人の影と繫つながって、向こうの影に通り抜ぬけられる。使用者は一度だけそこを通り抜けることができる」


「一度だけっつーと……。つまり一方通行ってワケか」


「そう」


「ふーん。じゃ、行き先は慎しん重ちように決めねぇとな。戻もどってこれねぇんだし。……どうする？」


　ツバサの肩で、ツバサを見上げながら聞くアイ。


「決まってる」


　それにツバサは迷いなく、即そく答とうした。


「目指すのは、装置の近くにいる人間の影。そこから飛び出して装置に接触し、世界の崩壊をなんとか食い止める」


　もちろん、この〝影の始まり〟を利用して、ロザリー、グレン、メグ……〝仲間〟を捜しにいきたい気持ちはある。しかし今はその時ではない。ツバサは冷静に、自分の置かれている状じよう況きようを把は握あくしていた。


「一回しか使えないショートカットなら。それ以外選せん択たく肢しはない」


「まぁな……」


　アイもツバサの方針に納得したように頷うなずく。


「幸い、私はエメラダの影の形なら記き憶おくしている」


　と、ツバサはいい。そのままツバサは〝影の始まり〟に手を触ふれ、にゅるんっ。影の形を変えてみる。そのままみるみるうちに影は体格を変化させる。瞬またたく間まにそれは──かなり小こ柄がらな、髪かみの長い少女──なるほどエメラダに酷こく似じしたシルエットが完成する。さすがというか、むしろ職業病とでもいうべきなのか。ツバサはガイストの屋や敷しきの中の、わずかな接せつ触しよくの中で、エメラダの影の形を完かん璧ぺきに記憶していたのだった。


「お、おおっ……!?」


「ほんとは、常に一番近くにいるだろうし。あの装置の番人の影がベストなんだけど……」


　歓かん声せいをあげたアイとは対照的に、やや不満そうな表情でツバサ。


「けどあの映像だけじゃ、男の影の形を完璧に把握するのは無理。だから、まだ装置の近くにいるかはわからないけど……このエメラダの影を使おうと思う。……どう？」


「いいと思うぜ。むしろいきなりあの番人の影いくよりいいんじゃね？　裏とかかけそうだし」


　それで、二人の話は纏まとまった。


「よし。いこう。準備は？」


　エメラダの影を見ながらアイに聞くツバサ。アイはツバサの頭の上で拳こぶしをあわせる。


「いいに決まってんだろ。さっきお前に蹴けりいれたおかげで、こっちはいい感じに身体あったまってんだよ」


「こっちも準備ＯＫだ」


　続けて部屋に響ひびく、野太い声。


「…………」


「…………」


「…………ッ!?」


　ツバサとアイは──そこで異変に気づき、顔を見合わせた。


　ここには、ツバサとアイ。二人しかいないはずなのに。いま、もう一つ声が聞こえなかったか？　しかも……男の声が。


「!?」


　ツバサとアイは、なんだか嫌いやな予感を覚えつつ、慌あわてて入り口のほうへ振ふり返かえる。するとそこにいたのは──


「いよう」


　肩で息いきをしつつ、しかし格好だけは腕うでを組んで入り口にもたれかかるというニヒルなポーズを必死にキープしてる、バンダナをまいたスキンヘッドの男。


《七周目セブンス》副団長デルフォイ・ロン。通つう称しようオッサン。


「……なんで」


「……いるんだよ」


　その思わぬ闖ちん入にゆう者に……二人は脱だつ力りよくした。この男は、とうの昔に竹林に置き去りにしたと思っていたが……なんてしつこさだ。


「ハァ、ハァ……くっく。《七周目セブンス》ナメんなよ？」


　その二人の反応に、なんだか嬉うれしそうに男は笑った。


「クロクワには来たこともあるし。お前らが最後に〝影の始まり〟使うことくらい想定内よ」


「ふーん。……で？」


　半眼で、ツバサ。


「何か用？」


「な、何か用って……ここまできたら、決まってるじゃねーか！」


　そこでロンは頭を下げる。


「頼たのむ。俺も連れていってくれ。俺……エメラダの保護者みたいなもんなんだよ」


　頭を下げたまま、真ま面じ目めな声で叫さけぶロン。


「エメラダ……？」


「ああ……まぁ、つっても。あいつが七周目戻りたくなかったとか、ぜんぜん知らなかったし。保護者失格だけどよぉ」


　肩かたを落としてロン。


「けど……やっぱ心配なんだ。映像でも、あの後どうなったかわかんなかったし。だから頼む。俺も……連れていってくれ」


　すざっ。その場で思い切り土下座すらしながら、デルフォイ・ロン。


　それを見て──ツバサは嘆たん息そく。


「……わかった」


　と、ツバサ。


「まぁ、あなたも関係者といえないこともないし……装置止めるのにも、何か役立つかもしれない。連れていってあげる」


「お、おおっ!?」


　嬉しそうに顔をあげるロン。


「ま、任しとけ！　俺、遺物の扱あつかいとかも慣れてるし。けっこうハイテク機器強いんだ。ぜってぇ役に立つからよ」





　こうしてツバサ達一行は、準備を整え、出発の時を迎むかえる。


「それじゃ少しの間サヨナラ、【影の国】クロクワ。私の……もう一つの故郷」


　ツバサは一度振り返り、短くいった後。


　右手にアイを。左手にロンの首根っこを摑み。


「とうっ！」


　そしてそのまま、エメラダの影の中へ飛び込んだ──！
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　世界を救いにいく──


　そう決意して病室を飛び出したロザリーと老師だったが……。


「よく考えたら……私、どうやって装置のある部屋までいくんだっ……!?」


　病室を出てから、四五分ほど、エネルギーのほとばしるままにやみくもに走った後。ロザリーはようやく自分が置かれている現状を理解し──立ち止まる。


　ロザリーは、ぜぇぜぇいいながら、手の中のタグに表示されている世界地図に視線を落とす。


　目指すのは、世界の中心。ドーナツ形の中央大陸の真ん中にぽっかり空いた、巨きよ大だいな空くう洞どう。その奥に何があるのかはわからないが、エメラダのサインによると、そこにあの装置があるタタミ部屋があるらしい。


「それに対し、今現在の私達の位置は……」


　ロザリーはいいながら、つつっ、と世界地図の上の自分の白い指を空洞の左下、南西のほうへ滑すべらせてみる。空洞のすぐ左下が【魔ま導どうの国】マギサで。そしてそこから海を挟はさんで、遥はるか離れた場所にあるのが──自分達のいる場所、【奇き跡せきの国】エンデ。


　つまり、装置のある場所までは。単に壮そう絶ぜつに遠いだけでなく、海すら越こえていかなければならないことになる。


「……老師……老師は最大何メートルまで伸のびられますか？」


　だんだん自分の置かれている状況を理解し始めたのか、ロザリーはなんだかなげやりな声で老師に聞く。


「へぁ？」


「例えば、このエンデから海を越えて、装置のある空洞まで老師を伸ばし。その後縮ませて私を移動させることとかできませんか？」


「できるかっ！」


　老師は普ふ通つうにツッコんだ。


「こ、殺す気か！　全生命力使い切って途と中ちゆうで塵ちり芥あくたと化すわ！」


「チッ……」


　使えないな、という言葉をはきかけるのをかろうじて舌打ち程度ですまし、そしてロザリーは周囲を見み渡わたす。


　周囲に広がるは──奇跡の国エンデの街並みだ。


　もう日はほぼ完全に暮れかけているが、世界最さい南なん端たんにあるだけあって、それでもエンデはまだ太陽と海の街だった。島自体巨大な階段になっているような、高低差のある土地が、暖色系の色が塗ぬられた色とりどりのこぢんまりした家にびっしり埋うめ尽つくされている光景は、ログレスとはまったく違ちがう。


「もうええよ。無理ぢゃ無理。諦あきらめて、ご当地グルメでも食べようやロザリィちゃん」


　そんな中、老師はあっさりさじを投げ、ロザリーの肩から飛び降りてちょうどロザリーの目の前の店──看板には『奇跡屋』と書かれている──に勝手に向かっていってしまう。


「ちょ、老師、勝手に徘はい徊かいしないで……ん？」


　と、そこでロザリーは気づいた。


「奇跡……屋……？」


　肉屋。薬屋。武器屋。……などならわかるが。……奇跡屋？　奇跡屋ってなんだ？


　ロザリーは老師を回収しつつ、なんとなくその店に向かってみる。


「いらっしゃい」


　屋台風になっているその店の店長は、老師にちょうどつりあいそうな年ねん齢れい。プルプル震ふるえた老ろう婆ばだった。


　そんな中、ロザリーはその老婆の前に置かれたメニューに目を通す。









　当店でお取り扱いのある〝奇跡〟一覧。


　①……今食べたいものが、次の食事の際食しよく卓たくに並ぶ〝奇跡〟。


　②……次の朝、目覚ましなしで起きられる〝奇跡〟。


　③……次転びかけた時、誰だれかに助けられ、そしてその人と知り合える〝奇跡〟。


　④……いきたい場所に、偶ぐう然ぜんつれてってもらえることになる〝奇跡〟。









　といった風に、そこにはそんなお品書きがある。


「これは…………？」


「ん？　なんだいあんた。エンデに住んどきながら、まさか奇跡買ったことないのかえ？」


　目の前の老婆が、目を丸くしていう。


「は、はぁ。その…………世間知らずでして」


　よくわからない返答をするロザリー。


「ふーん……」


　そんなロザリーをじろじろ眺ながめながら、


「……まぁいいさね。要するにそれは、ウチで売ってる奇跡の種類一覧表ぢゃよ」


　老婆は笑顔でいう。


「奇跡を売る？」


　首をかしげ、ロザリー。


「そうさ。私らエンデの奇跡士は、奇跡を売る。ま、しょせん、人間、つくれるのはそんなささやかな奇跡だけぢゃがな。とはいえ、そこに書いてある〝奇跡〟を選んで、欲しいといってくれれば、おぬしの身にその程度の奇跡は起こしてみせるぞい？」


「は、はぁ……？」


　その老婆の言葉に、ロザリーは老師となんとなく顔を見合わせた。


　奇跡を売るって、そんな都合のいいことがあるのだろうか……？　しかも表示されている値段は決して安くはない。なんだか……うさん臭くさくないか？


　しかしもしこの老婆のいうことが本当なら。奇跡メニュー④。いきたい場所に、偶然つれてってもらえることになる〝奇跡〟はのどから手が出るほど欲しい奇跡だった。なんせこれを使えば、装置のある場所まで辿たどり着つけるのだ。


「あ、あの。例えば、この奇跡④なんですけど」


　もう少し情報を得ようとロザリーは聞く。


「これを買えば。どんな場所でも。どんなに遠くても。行くことができるんですか？」


「それは本人次第じゃな」


　と、老婆。


「人生に使える運の量は決まっておる。そして遠ければ遠いほど、行くには膨ぼう大だいな運が必要になってくる。どれ……それじゃ、お主にどれくらいの運が残されているか。サービスで見てやろう」


　老婆はいうと、右手の人差し指と親指で円をつくり、それを目にあて、


「ふむふむ……」


　しばらく、しげしげとロザリーを見つめていたが……。


「ふむ……ふむ？　ふ…………なっ……!?」


　数秒後。じょじょに老婆の顔色が変わり始めた。


　顔色は青くなり。脂あぶら汗あせが噴ふん出しゆつし。息は荒あらくなっていく。


「ば、馬ば鹿かな……!?」


　そして老婆は、驚きよう愕がくの声をあげる。


「運残力五三○○○○……!?　な、なんぢゃあこの途と方ほうもない数字は……！　お主……ここまで、一体、どれだけ幸薄うすい人生歩んできとるんぢゃ!?」


　むしろ説教するような口調でいう老婆。


「え……えぇぇ……？」


　その言葉に、なんだかロザリーはショックを受けた。こんな見知らぬ国の老婆にいわれてしまうほど、やはり自分は不ふ遇ぐうの人生なのか……？


「くぅ……なんたることぢゃ……！　なんたることぢゃよ!?」


　老婆は、泣いていた。ロザリーは今現在老人の涙なみだを信用できない心理状態だが。そんなものは関係なしに、老婆は泣いていた。


「今まで一度も奇跡を買ったことのないことを差し引いても、五○○○○○オーバーとは……よかったのう。それだけの運残力があれば、世界中、余よ裕ゆうでどこでもいけるわい！　むしろほとんど余るっ！」


「は、はぁ……」


　なんかもう、素直に喜べないが。


「で、では、それをください。お幾いくらですか？」


「お代なんかええ！　後生だから、おぬしに、奇跡④をプレゼントさせてくれ!?」


　涙をながしながらそう訴うつたえる老婆。


「あ、ありがとう……ございます？」


「ついでになんかお菓か子しももっていくか？　今家からもってくるぞ？」


「あ、あの……それ以上いわれると心が折れそうなんで。早くしてもらえませんか？」


　これ以上同情されると、せっかく病室から出たのに、完全にやる気がなくなってしまう。


　というか、そこまで悲ひ惨さんな人生でもないわ……という気もする。


「そうかえ？　だったら……キェェイ！」


　老婆は唐とう突とつに鶏にわとりの断だん末まつ魔まのような叫さけび声ごえと共に、ロザリーに向かって念を送るようなポーズをとる。


　シン──。


　そして──それで作業は終わりだった。


「え…………まさか、これで終わりですか!?」


　思わず自分の身体からだを見ながら、ロザリー。身体には今のところ……何の変化もない。


「…………」


　何故か老婆は無言。死んだように、もとからそこにあった置物のように、黙だまりこくっている。


　ロザリーは……不安になって、老師と顔を見合わせる。


（やっぱり……冗じよう談だんだったんですかね？）


（……みたいぢゃな）


　肩かたをすくめて老師。


（まったくこれだから年寄りという奴やつは狡こう猾かつで油断ならん。さっさとこんな婆ばあさんほっといて。次の手段を探そう）


（……ですね）


　頷うなずき、その場から走り去ろうとするロザリー。


　が。


　フッ──


　そんなロザリーの頭上に。何かとてつもなく巨大な物体が飛来したのは──その瞬しゆん間かんだった。


「…………え？」
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　いい方法がある──


　そうクリスタにいわれ、オブシディアンが案内された場所。


　それはディアが登っていた山の頂上。


　そしてそこに待ち構えていた〝方法〟を見て──


「んぎゃああああああああああああ!?」


　ディアは、思わず悲鳴をあげていた。


「ちょ、ちょっと!?　どういうことですか!?　もしかして……私を騙だましたんですか!?」


　ディアの怒いかりは、ある意味当然のものだった。


　山頂で、ディア達を待ち構えていたもの。


　それは、全長二○メートル程度。濡ぬれ羽ば色いろに光る黒い鱗うろこを全身にびっしりまとった、長い尾おと巨きよ大だいな翼つばさを持つ生物。


　つまり、形と大きさが（より最悪の方向に）違うだけで、要するに、さっきディアを殺そうとしていた連中と同じ──ドラゴンだったのである。


「お、落ち着きなって……ほら、みなよ」


　怯おびえて、自分の顔面にしがみつくディアをひっぺがし、クリスタはドラゴンのほうへディアの視線を無理やり向けさせる。


　するとそこにあった光景──


「オツカレッス！　チカネエサン。アンジーネエサン！」


　深々と頭を下げ、やけにキビキビ挨あい拶さつをしているドラゴンの姿。


　そんな下がったドラゴンの頭を、チカとアンジェラが平気で撫なで回したり、えさをあげたりしてる。


「そ、そんな……!?」


「だから、大だい丈じよう夫ぶっていってるでしょ」


　肩をすくめるクリスタ。


「アイツは一昨日おととい摑つかまえて、散々調教したから。もう私らに絶対服従なの。むしろ賢かしこいし、アンジェラよりよっぽど扱あつかいやすいわ」


「えぇぇぇぇっ……!?」


　ディアはいろんな意味で絶句する。というか、ドラゴンより扱いにくいアンジェラって一体……。


「もともと、剣精試練レイダー・ゲームをスムーズに勝ちぬく為ために昨日摑まえたんだけどね。思いがけず役にたちそうね。あの大きさのドラゴンなら、八国どこでもひとっとびよ。もちろんグレンのいる場所だろうが、例のレオンがいる場所だろうがね」


　バチッ、とディアにウインクを投げかけてくるクリスタ。


「剣精試練レイダー・ゲーム勝つ為に竜りゆうパシリにするって……。なんか、もう、ほんとに根本的にうちらと思考の次元が違ちがうんですねぇ……！」


　とはいえ、確かにクリスタのいう通り、この竜は思いがけず役にたちそうだ。


　これなら、本当に、グレンに会いにいける……！


「わ……わかりました。ちょっと怖こわいけど……助かります。さっそくいきましょう！」


　力強く断言するディア。


「いや……あぁ、うん。いいんだけどね」


　が──何故かそんなディアの言葉に、クリスタは歯切れの悪い返事をした。


「？」


「先にゴハン食べときましょう」


　そして唐突にそんなことをいいだす。


「エッ……!?」


　意味がわからず、呆あつ気けにとられるディア。


「な……なんでですか!?」


　食事なら、さきほど大量のお菓子を食べていたはずだが……!?


「ま──いいからいいから。一回飛ぶとさ。なかなか食事する機会もないだろうし。グレンと会うために、ちゃんと食べとかないと。さ、支度するよ」


「は……はぁ……」


　よくわからない理り屈くつだが──まぁどのみち連れていってもらうだけのディアは納得するよりない。


　何故かクリスタと同じく、いつの間にか歯切れの悪い表情になっているチカとアンジェラもあわせて。四人は謎なぞの食事を開始させる。
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　既すでに完全に夜になったサラマンドラの山の頂で。


　火を焚たき食事する面々。


　そしてふるまわれた食事をとりながら、ディアは正直思った。


（まっず…………！）


　いつもメグのつくった食事を食べていたせいだろうか。ふるまわれたぱさぱさの米の上に生焼けの魚がのっているだけの、野や蛮ばん人の食べるような名めい称しようすら不明な料理は、ディアにとって、吐はき出したくなるほどのマズさだった。


（ウソでしょ……？　ご主人様の料理でも、まだこの倍はおいしいですよ……!?　ここのメンツって……今まで料理とかどうやってきたんですか……!?）


　ディアは周囲を見回し、値ね踏ぶみする。


　クリスタ＝ガサツ。


　アンジェラ＝バカ（たぶん）。


　チカ＝わりと家庭的。


（うぅん……チカさんとか、けっこううまそうなのに。ご両親に甘やかされてるタイプなのかなぁ……しかしまっずぅ）


　ちらりとドラゴンのほうを見ると。


　ドラゴンもここから見てもわかるほど脂汗をかいてバケツに盛られたその食事をがんばって処理している、という感じだった。


　そして、作った三人娘むすめ自身も、かなりまずいと思っているのだろう。


　何かを諦あきらめたような、土色の顔で、無言で栄養補給のためそれぞれの皿の上の物体をカチャカチャ処理している。


（なんて楽しくなさ……食事面ではログレスパーティのほうが圧あつ倒とう的てきにレベル上ですね）


「ねぇディちゃん」


　と、そんな中だった。


　いきなりチカが、ディアに声をかけた。ディアはビクリと身体を震ふるわせる。


「あ、は、はい。とってもオイシイですよ？」


「え？　あ、う、ううん、そうじゃなくて。あの人の話なんだけど」


　遠えん慮りよがちにいうチカ。どうやら本当にメシの話ではないらしい。


「あの人？　ご主人様ですか？」


「う、うん、違ちがくて。ほら、なんだっけ……？　グレン君に会いにいかないほうがいいって、ディちゃんにいった」


　そこまでいわれて。ディアはようやく、チカが何の話をしたいのか理解できた。


「あ、あぁ……ライエルさんですよね？」


　要するにチカは、ライエルの話がしたかったのだ。


「あ、そうそう。あのさ。さっきから思ってたんだけど……あの人、ほんとにここに置いていっていいのかなぁ？」


　心配そうな顔でいってくるチカ。


「ほら。ここ、【竜の国】サラマンドラだから、当たり前だけど。ドラゴンとかいっぱいいるし。一人で置いてくの……危なくない？」


「うぅーん……？」


　ディアは腕うでを組んで、難しい顔で唸うなった。


　危ないか危なくないかといわれれば──答えは決まってる。


　別に危なくはない。


　ディアはライエルの馬ば鹿か強さを知っている。ドラゴンというのが、さっき自分を襲おそった連中と大差ない戦せん闘とう力とすると、別にライエルならどうってことはないだろう。


　ただ……ディアを迷わせているのは、それは通常時の話だ、ということだ。


　ディアは思い出す。昼会った時のライエルの様子を。そういえばライエルはあの時、何故かまるで魂たましいが抜ぬけたような状態になっていた。


　確かにあのままここに放置していくのは……少し危険かもしれない。


「てかさ。その人って、もともと何してる人なわけ？」


　そんな思わず考え込むディアに、食事をほおばりながら、クリスタが聞いた。


「剣精試練レイダー・ゲームログレス代表……じゃないよね？　置いてけぼりくらいそうになってるぐらいなんだから。何するために、その人、国外出てんの？」


「えぇと、それはですね……」


　その辺の事情を、さっき知り合ったばかりの少女達にスムーズに話せといわれても難しい。なにせ問題が込み入りすぎている。


「まず、確かに、ライエルさんは、ログレス代表じゃないです」


　それでもディアは、自分にできる範はん囲いで情報をクリスタ達に説明することにした。


「えっと。剣精試練レイダー・ゲームに参加はしてて。そこで、ご主人様とは知り合ったんですけど。けどいろいろあって、ログレスの試練ゲームの途と中ちゆうで、ライエルさんの恋こい人びとの王女様が亡くなっちゃって……」


「エッ!?」


　思いがけず重い話が出てきたことに驚おどろいたのだろう。クリスタ達はぎょっと顔をみあわせた。


「何？　ログレスの予選って、死人まで出たの？」


「はい、ま、いろいろあって……。で、その後、ライエルさんは、亡くなった王女様を取とり戻もどすために、旅に出たんです。世界を変える〝装置〟みたいのがあって。それがあれば、王女様、生き返るっていうんで……」


「そっか……じゃあ、残念だったね」


　ディアの話を聞いて、ぽつりと悲しそうな感想を漏もらしたのはチカだ。


「……？」


　一いつ瞬しゆん──全員その反応の意味がわからなった。そんな中チカは続ける。


「かわいそう。王女様生き返らせてあげることができなくて……」


「…………」


　やはり、チカがなにをいっているのか、まだ全員理解できない。


　そんな面々の反応に、チカはようやく気づき、ハッと赤くなった。


「え？　ご、ごめん。もしかしてわたし……なんか間ま違ちがってた？」


「い、いや……」


「間違ってるといいますか……」


「生き返らせてあげることができなくて？　なんで過去形……っていうか。もう生き返らせてあげられないことが決定した、みたいな言い方なんですか……？」


　責めるというより、不思議そうないい方で聞くディア。


「え？」


　その質問に、チカは、きょとんとする。


「だ、だって……王女様を生き返らせる〝世界を変える装置〟って。さっき、タグに出てた、〝この世界を消しちゃおうとしてる装置〟のことだよね？」


　ああ……そうか。ディアは自分がいらない気を回していたことに気がつく。この面々に、装置のことを話して理解させるのは難しいと思っていたが、よく考えればこの少女達も、タグでしっかりあの装置のことは知っているのだ。


「でも……だからなんなのよ？」


　首をひねって聞くクリスタ。


「あの装置と、ライエルとやらが探してた装置が一いつ緒しよだから……なんなの？」


「え？　だ、だっていってたじゃない。タグの中で、大きな人が。ほら」


　いうとチカは、タグを取り出し。


　もう一度、そのタグ上に、例の映像を表示してみせた。


【わたしはね。この装置を手に入れて。あることがしたかったの】


【あること？】


　そして例のグレンとメグの会話が、頭から再生される。


「あ。そっか。よく考えたらこいつがグレンかぁ」


「確かに冴さえないカオしてますわね」


「しかし、このイレギュラーって誰だれなんやろうな？　誰か知らんけどこいつらほんまナイスやで」


　そんな映像を見ながら、マギサの面々は何か勝手なことをいっていたが、


「あ。ここ、ここ」


　ほどなく、チカがようやく肝かん心じんのシーンが始まることを指し摘てきする。


　そこは映像の中で、大男がイレギュラーとやらのせいで計画が遅おくれることを知り、しかしそれでも動じない態度をとっている場面だった。


【……ふん。まぁいいか】


　映像の中で、男は自分にいい聞かすような口調でいっている。


【利きが悪いっていったって。もう九〇％以上この装置は壊こわれてる。世界改変、人物データ修復、新生物創造……世界に干かん渉しようできるような機能は、もう、どうやっても復旧できやしない】


「……ね？」


　そこでチカは映像を止め、他の面々に向き直った。


「え……？」


「いや……ね？　っていわれても」


　きょとん、とした顔のクリスタとアンジェラ。


「えぇっ!?　ま、まだわかんない!?　じゃ、じゃあ、もっかいいくよ？」


　チカはいい。そしてまたもう一度問題のシーンを再生した。


　大男の声。


【利きが悪いっていったって。もう九〇％以上この装置は壊れてる。世界改変、人物データ修復、新生物創造……世界に干渉できるような機能は、もう、どうやっても復旧できやしない】


　世界に干渉できるような機能は、もう、どうやっても復旧できやしない。


「あっ……！」


　ディアはようやく、そこでチカのいわんとしていることに気づき……はじかれたように顔をあげた。


　世界に干渉できる機能が、もう復旧できない？


　それはつまり──世界を七周目に戻すこともできないし。


　あの男のウィルスのせいで王女復活の為ための、あらゆる作業が、もうあの装置ではできなくなってしまったということ──。


「そ、そんな……！」


　ディアは立ち上がり──愕がく然ぜんとなった。


「そういう……ことだったんですか？」


　それなら、何な故ぜ、ライエルが、あんな陰いん鬱うつな表情をしていたのか。


　何故、ライエルが、グレンを戦場に引っ張り出すなと忠告したのか。


　すべて説明がつく。


　ライエルは、別に根暗だから落ち込んでいたわけではない。


　終わっていたのだ。


　あまりにもあっけなく。


　あまりにも無情に。


　ライエル・ヒートの、運命に抗あらがう為の哀かなしく長い旅は。こんな山の上で、密やかに、終わっていた。


　だから彼は──絶望していたのだ。


「ライエルさん……！」


　ディアはなんだかやりきれない気持ちになった。別にライエルの考えや行動を支持していたわけではないが。今のライエルの気持ちくらい、想像することは出来る。


　絶望。もう立ち上がれないくらいの絶望。


「ディア？　答えわかったの？」


「ヒント。ヒントをくださいな！」


　どれほど物わかりが悪いのか、ストロベリー色と金色はまだピーチク囀さえずっていたが、ディアはもうそれどころではなかった。


「あ、あの。私、やっぱりライエルさんを──」


　迎むかえにいきます！


　そう叫さけぼうとするディア。


　しかし、その叫びは、誰にも届かない。


　ごうん、ごうん、ごうん、ごうん──


　何故なら、そんな奇き怪かいな爆ばく音おんが。突とつ如じよディア達の上から押し寄せてきたからである。
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「…………え？」


　最初に異変に気づいたのは、ディアだった。


　妙みような音と共に。いきなり、周囲が暗くなったような気がしたのだ。


「？？？？」


　ディアは自分の感覚に困こん惑わくする。暗くなったも何も、既すでに周囲は完全に日が暮れ、十分暗いはずなのに。


「な、なに……!?　なんの音よ!?」


　そして次いで、クリスタ達も異変に気づく。


　そしてその場にいる全員が、まったく同じタイミングで上空を見上げる。


　するとその先にあったのは──


「きゃああああああああああああ!?」


　誰かが、思わず、悲鳴をあげていた。


　上空から押し寄せてきた物。それは、あまりに、非現実的な物体だった。


　全長は、五○メートル前後だろうか。クリスタ達が手なずけていた竜りゆうより倍近く大きい、石像。姿は、ローブを纏まとった、目を閉じた髪かみの長い女の姿だ。


　その正体不明の石像が、自分の身体からだを抱だきかかえるような姿でゆっくり垂直に、クリスタ達に向かって降下してきている。


「…………！」


「…………!?」


「…………！」


　ほぼ全員が、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな展開にフリーズする中。


「あ……わかりましたわ」


　何故かアンジェラが、のんきに手をたたき、納得したような声を出した。


「もしかしてこの人……女神様じゃありません？」


　ニッコリ笑っていうアンジェラ。


「わたくし達の普ふ段だんの行いがいいから、何か願い事でも叶かなえにきてくれたんじゃ？」


　いいながら、ノコノコ、その石像に近づいていくアンジェラ。


（ち、違ちがう……！）


　そんなアンジェラの様子を見ながら、ディアは、内心で猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚え始めていた。


（こ、これは……この人は……）


「ごきげんよう、女神様！　私はアンジェラ！　マギサ一の才女にして、マギサ一勇ゆう敢かんに」


　そんなディアの不ふ吉きつな予感をよそに、アンジェラはその石像の真下にまでいき、ノンキにもほどがある挨あい拶さつを繰くり出だしている──その瞬しゆん間かんだった。


　ぴゅん。


　石像が片目を見開き。


　ジュッ。一筋の光がアンジェラの頰ほおをかすめ──地面に到とう達たつ。


　次の瞬間──カッ！　辺りは光に包まれ──


「きゃああああああああああああああ!?」


　ドォォォォォォォォォ！


　同時に巻き起こった爆ばく風ふうに、その場にいた全員が吹ふき飛とばされた。


「んぎゃあああああああああああっ!?」


　ディアもかなりの距きよ離りを吹き飛びながら、地面に転がっていた大きな石にぶつかり、ようやくとまる。


「だ……大だい丈じよう夫ぶですか、みなさん!?」


　そして即そく座ざに眼前の砂さ塵じんに向かって叫ぶ。


「こ……この馬ば鹿かぁぁ！」


　すると。その砂塵の中から、クリスタの声が聞こえてきた。


「どこが女神様よ!?　いきなり殺されかけてるじゃない!?」


「お……おかしいですわね。クリスタ……あなた、普段の行いが悪すぎるんじゃありません？」


「あんたにだけはいわれたくないわ！」


「や、やめてぇ二人とも！」


　どう考えても無事としか考えられない声を聞き、ひとまずディアは胸を撫なで下ろす。


　さすが国内予選を勝かち抜ぬいてきているだけあって、悪運の強さは超ちよう一いち流りゆうらしい。


「それにしても……！」


　ディアは上空を見上げる。


　そこには、再び両目を閉じ、不気味に空中でたたずむ女神像。


「あれは……！」


「いきなりなんなのよ……あの非常識なバケモノは!?」


　そんなふうに叫ぶと、バッ！　砂塵の中から、三人娘むすめが飛び出し、ディアを囲むように布ふ陣じんした。そして上空を鋭するどくにらみつける。


「サラマンドラでドラゴンに襲おそわれるなら、まだ理解できるけど。サラマンドラで女神像に殺されかけるって。聞いたことないわ！」


　納得いかないように叫ぶクリスタ。


「あ、あの。もしかしたら私、あの人知ってるかもです」


　そんな憤ふん慨がいするクリスタ達に、ディアはいう。


「はあ!?」


「ログレスからガイストへ入る前。この人と似たような人に、私達、襲われたんです。なんか国境を守るがーでぃあん？　みたいな」


　ディアがいっているのは、ガイストへ入る直前、グレン達にパスポートの提示とやらを求めた、三つの顔と、六つの腕うでを持つ謎なぞの飛行物体のことである。


「そのガーディアンに、何で私らが襲われなくちゃいけないのよ!?」


「もしかして」


　そんな憤慨するクリスタに冷静に意見したのはチカ。


「あのレオンとかいう人のせいじゃないかなぁ？」


「は……？」


　そのまさかの意見に、全員固まる。


「だって。あの人、あのエメラダちゃんがメッセージを送ったの、目の前で見てたんでしょ？　その後、普ふ通つうただボーッとしてるかなぁ？」


「じゃあ、この女神様は……そのレオンが送り込んできた敵、ですの？」


「いや……もう。なんでもいいわ」


　その議論を打ち切って、クリスタは銃じゆうを構えた。


「ガーディアンだろうが番人の兵隊だろうが野生の女神像だろうが。どのみち私ら、あいつ倒たおさないとこっから出られないみたいよ。見なよ！」


　上空を見上げながらクリスタ。


　全員の視線の先で女神は──


　ズゴゴゴゴゴ──


　背中から、まるでゆっくり翼つばさを広げるように、左右に黒いガスを噴ふん出しゆつさせていく。次第に夜空の色が違う黒色に塗ぬり替わっていく。


　そして塗り替えられた空の色は、ディアも、クリスタ達も、よく知っている色だった。


「黒のオーロラ──！」


　瞬またたく間まに山の周辺がオーロラに包まれる。


　そして最優先作業が完かん了りようしたことを受けてか──女神像は両目を見開き、その虚きよ無む的な視線をクリスタ達に向ける。


「いくわよっ！」


　三人娘が三方に散開した瞬間、三人がもといた位置に、カッ！　女神の視線による巨きよ大だいな火柱が上がる。


　死し闘とう幕開けの狼煙のろしである。
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「見てなさいよ……！」


　ディアを肩かたにのせたまま、クリスタは爆ばく走そう。


　そして走りながら、ブンッ！　手の上に、七枚の半はん透とう明めいタロットカードを出現させる。


「私らがどんだけ成長したと思ってんの……？　マリーの力だって、もうほとんど完かん璧ぺきに使いこなしてんだから！」


　少女は、走りながら銃の後方から、そのカードを一枚一枚挿そう入にゆうし──そして黄金銃を上空に向けなおした。


「【弾岩クラツシユ】【火炎ボルカノ】【弾岩クラツシユ】【火炎ボルカノ】【刃風シルフイード】【雷鳴ラムヘル】【津波ダイダル】──この組み合わせも知ってる。巨人の槍グングニル！」


　引き金をひき、叫ぶクリスタ。


　その瞬間だった。


　ズッガァァァァァァァァァァァァ！　常識外の大きさの女神像にぶつけるにはまさにうってつけのような大きさの、緑色に燃える太さ一○メートルほどはある巨大な光の槍が銃じゆう口こうから津波のように放出され──


　ガガガガガガガガガガ！　女神に直ちよく撃げき！


　そしてさらにそこへチカとアンジェラが、


「うわあああああああああああああああああ！　返して！　森の動物達を、返してっ！」


「だからわたくしは、マギサ一の清い心の持ち主にして、マギサ一毛皮とかいろいろ持ってる女っ！　アンジェラ・レオニダスですわっ！」


　各々の剣精レイダーで、援えん護ご射しや撃げき。


　ズガガガガガガガガガガガガガガ！　地じ響ひびきすら巻き起こる集中砲ほう火かの中、女神像が三人娘の射撃の連れん鎖さが引き起こす巨大な火球に徐じよ々じよに飲み込まれていく。


「す……すごすぎですぅ……」


　容よう赦しやなく放たれる三人娘の圧あつ倒とう的てき火力に、ディアは正直やや絶句した。こんな奴やつらを本当に野放しにしておいて大丈夫なのだろうか……？　と不安になりさえする。こいつらは下手すれば、気まぐれ一つで城を消し飛ばすような火力を常に携けい帯たいしているのだ。むしろ女神像が気の毒にさえ思えた。


　──のだが。


　全員の射撃がやみ。火球と爆ばく炎えんが消えた後の上空を見て。


　誰だれもが目を疑った。


　女神は、撃うたれる前とほぼ変わらない姿でそこに浮ういていた。


　唯ゆい一いつ違ちがうのは、女神の前に、半透明の壁かべのようなものが波打っていること。


　そして──キラッ。今放った三人娘の攻こう撃げきが。そっくりそのまま、こちらへ向かって折り返し始めているのが見えたこと。


「ゲッ！」


「ウソでしょ！」


「そんな!?」


　そしてその壁を見た途と端たん。本当に面白いくらい三人娘が声を揃そろえ、青ざめた。


「反魔障壁リフレクシヨン・フイールド!?」


　跳はね返ってきた攻撃を避さけながら、叫さけぶ三人。


「え？　りふ……え？　な……なんです、それ？」


　三人娘の顔色から、ただごとではないくらいはわかるが。当然ディアにはそれがなんなのか想像もできない。


「私らの天敵よ……」


　さっきまでの威い勢せいはどこへいったのか。もはや既すでに諦あきらめかけた表情すら浮かべながら、呟つぶやくクリスタ。


「反魔障壁リフレクシヨン・フイールド。要するに、魔ま法ほうを無条件で全部反射する壁。あれ持つ敵にぶつかっちゃうと……私ら全員攻撃方法なくなるの。ウチらのパーティ、全員魔ま法ほう使つかいだから……」


「はぁ!?」


　ディアはクリスタの顔を二度見どころか、四度くらい見直した。


「えぇ!?　ちょ……ちょっと。なんなんですか、その汎用性のなさ!?　全員攻撃方法なくなる!?　それ一つで一いち網もう打だ尽じんって！　偏かたよりすぎでしょう!?　え？　なんか対策してないんですか？」


「いや、まぁ……」


「そのうちなんとかしようしようと思ってるうちに……」


「今日という日を迎むかえちゃいまして……」


「こ、この──ダメ人間どもぉぉ！」


　ディアは本気で頭を抱かかえた。


　ダメだ。所しよ詮せん剣精試練レイダー・ゲーム参加者はダメ人間なのだ。


　ここまで明らかな弱点があり──それを放置しているとは！


「ど、どうすんですか？　え？　もう……ダメなの？」


「やるだけやってみるけど……」


「たぶん……無理……かも」


　かつて、諦めるなとかいってた人間と同じとは思えないローテンションで、クリスタ達。マギサ人の魔ま法ほう依い存ぞん度を証明するようなテンションである。


「そ、そんなこといわず。とにかくやれるだけやってみましょうよ!?」


　もはやこうなった以上ディアが陣じん頭とう指し揮きをとるしかなかった。


　カッ！　クリスタの髪かみを左右に引っ張り、女神からの攻撃を避けさせながら、ディアは声を張り上げる。


「その反魔障壁リフレクシヨン・フイールドは、ずっと消せないんですか!?」


「モノによるけど。たぶんあれは見た感じ永続もの。つまり永久に消えない」


「解除もできないんですか？」


「無理。永続のは、ほとんど呪のろいみたいなもんだから」


「じゃ、じゃあ。マギサの人は、ああいうのと当たった場合。どうやって倒すんですか!?」


「物理攻撃。つまり腕わん力りよくね」


　のろくさ走りながらいうクリスタ。


「まぁ、マギサ人の腕力ってみんな相当低いから、どのみちああいうのと当たった場合、相当こっちも犠ぎ牲せい覚かく悟ごしないとダメなんだけど……」


「物理攻撃……腕力……腕力っ？」


　その瞬しゆん間かん。ディアの脳内にとある人物が思おもい浮かび。ディアは弾はじかれたように顔を上げた。


（そうだ──マギサの人にできないことは。他の国の人がやればいいじゃないですか……）


　不幸中の幸いとしかいいようがないことに。ディアはこの近くに、凄すさまじい腕力を持つ人間を知っていた。


「み、みなさん！　聞いてください！」


　ディアは全力で叫んだ。


「私がなんとかしてみます。だから少しの間。持ちこたえててください！」


　その瞬間。


　ズガァ！　上空で、衝しよう撃げき音。


　見上げると、いつの間に飛び上がったのか、クリスタ達の舎弟のドラゴンが、体当たりをブチかましていた。


「アネサンタチ！　マカセテツカァーサイ！」


　と、叫んではいるものの。


　しかし悲しいかな、その程度の攻撃力では通じないのか、物理攻撃にも拘かかわらず、女神像は泰たい然ぜんとした態度でそれを受け止め。


　ドンッ！　そして至し近きん距きよ離りから、ドラゴンに熱戦攻撃を食らわせた。


「ギャッ!?」


　ドラゴンはあっけなく吹ふき飛とばされ、ズゥゥゥン。焦こげ臭くさいにおいを放ちながら、クリスタ達の眼前にたたきつけられ、


「ス、スンマセン……ゼンゼンムリデシタ」


　気絶する。


「ド、ドラゴンちゃん……！」


「ったく……しゃあないわね」


　しかしそのドラゴンのファイトは、まったく無む駄だというわけではなかった。三人娘むすめは瞳ひとみに力を取とり戻もどす。


「ディア。なんだっけ？　持ちこたえればいいんだっけ？」


「は、はい！」


「一五分くらいなら。目くらまし交えてなんとかできるかもね」


　いうとクリスタは、マリーを人形形態に戻し。その状態で手の上に一○枚近くのカードを生み出してる。それは残りの二人も同じだった。どうやら剣精レイダーを使わず、こきざみに魔法そのものを使って、時間を稼かせぐつもりらしい。


「なんかよくわかんないけど。任せたわよ」


「わたくし達の命運」


「ディちゃんに託たくすね？」


「任せといて──ください！」


　その約束を残し。


　ディアはクリスタの肩から飛び降り、暗くら闇やみの山を一気に転がるように駆かけ下り始める──！
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　その時、彼は、星空を見下ろしていた。


　どこの国なのかも知らない山の上から見下ろす星空。


　多少は心に響きそうな光景だが──男は自分でも信じられないくらい何も感じない。何も感じられない。まるでつまらない絵でも見ているように思える。


「……そういやそうだったな」


　そんな中。男は無感情に、思い出したようにぼそりと呟いた。


「あいつと出会う前は。見るモンぜんぶ、こんなかんじだった…………」


　すべてが偽にせ物ものに思える、灰色の世界。


　そこから連れ出してくれたのが──彼女だった。


　彼女に出会った時。彼の世界は灰色でなくなった。


　彼女と生きるようになってから。彼は世界が色に満ちていることを知った。


　楽しかった。


　彼女と生きている時間だけが。


　でも。


　その彼女は死んだ──。


　世界は、再び、灰色に戻った。


「馬ば鹿かだなぁあいつ……。なんで死んだんだよ。まぁた世界灰色になっちまったじゃねぇか……」


　男は無感情に……いやもう無感情ではなかった。


　彼は涙なみだを流していた。彼女の死後以降。初めて涙を流していた。


「死んだのか……。あいつ……死んだのか……!?」


　いままで頑かたくなに拒こばんでいた事実が、彼の中で、とうとうおさえきれず現実のものとして広がっていく。


　心のどこかで、ほんの少しはずっと思っていた。


　死んだ人間が生き返るなど。ありえるはずがないと。


　しかし、そう簡単に受け入れられるはずもなかったし、そして彼は受け入れるより先に知ってしまった。


　あるハズのない可能性。〝世界改変〟という方法を。


　しかしその可能性ももはや今となっては失なわれてしまった。


　彼はここにきて──ようやく本当の意味で彼女の死を自覚していた。


「だったら……今度はオレが……」


　そこまで呟くと、彼は赤い目で立ち上がり、懐ふところから懐かい剣けんを取り出す。


「今度はオレが、あいつんトコいくしかねぇ……。オレは、どんな手段使っても。どんなキツくても。絶対あいつとまた会うんだ……！」


　手の中の剣をぼんやり眺ながめて吐はき捨すてる男。


　──その時だった。


「ライエルさん……助けてください！」


　──切実な少女の、助けを求める叫び声ごえが。


　男の周囲に響ひびいた。
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「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　ボロボロになりながら、ディアは驚おどろくべき速さでライエルのもとへ辿たどり着ついていた。


　そして目の前にいるライエルに向かって叫さけぶ。


　もうディアは、ライエルが何な故ぜ落ち込んでいるのか知っている。


　絶望しているのも知っている。


　そして自分が今からしようとしてることは、はっきりいって、勝手な頼たのみごとである。


　しかしそれでも──ディアは叫ばずにはいられなかった。


「お願いです！　ライエルさん。ライエルさんの力を……貸してください！」


　ディアは涙なみだ声ごえで叫ぶ。


「お前か…………」


　そんなディアを見て。ライエルは、やや苛いら立だった声で呟つぶやいた。


「何の用か知らんが。答えは決まってる。ノーだ。俺に二度と話しかけるな……！」


「私によくしてくれた女の子達が、死んじゃいそうなんです！」


「……はあ？」


　いきなり脈みやく絡らくのないことを話され。


　ライエルは本気で呆あきれたような声をだしていった。


「だから……なんだ？」


「だ、だからなんだって……」


「それが何か、俺に関係あるか？」


　冷れい淡たんにいい放つライエル。


「その言葉で、俺が奮い立つとでも思ったか？」


「で、でも……ライエルさんしかいないんです！」


　ディアは絶ぜつ叫きようした。


「私だって、自分でできれば頼みに来たりなんかしません！　助けてくれたら……後でなんでもします、だから……」


「じゃあ、ミザ蘇よみがえらせろ」


　ライエルは冷たく即そく答とうした。


「なんでもするってんなら。ミザ蘇らせろ」


「…………」


　ディアは閉口する。それは、もう絶対にかなうことのない──そしてライエル自身もそれを理解している願い。


「無理なら、とっとと帰れ。もう……どうだっていいんだよ、俺は……！」


　ライエルは投げやりに呟いた。


「誰だれが死のうが。世界が消えようが。どうだっていい。あいつがいなけりゃ。どうだって……」


「負けちゃうんですか……!?」


　ディアは、思わずのように、言い返していた。


「ミザ王女が認めた『王道』まで……そんな簡単に絶望に負けちゃうんですかっ!?」


　その瞬しゆん間かん。ディアの頭の中から、ライエルを上へ連れ帰るという任務が消し飛んでいた。


　ディアは、ただもう、うんざりだった。


　グレン、メグや、エメラダ、他にもたくさんいる……今まで見てきた、絶望に負け、人生から足を踏ふみ外はずした人々。


「勝ってくださいよ!?」


　ライエルを連れ帰りたいからじゃない。


「ライエル・ヒートが勝てないなら。誰が絶望に勝てるんですか!?」


　ディアは、人に、絶望を乗のり越こえる力があると信じたい。


　それをただライエルに証明して欲しくて、希望を見せて欲しくて。全力で叫んだ。


「…………！」


　その訴うつたえに。ライエルは、一いつ瞬しゆん、予想以上にたじろいでいた。もしかしたら〝ミザ王女が認めた『王道』まで〟という言葉を、どうしても受け流しきれなかったのかもしれない。


「……失せろ」


　だからその時にライエルが口にできた言葉は、そんな無理やりな悪態だけだった。


「…………！　もう──いいです」


　しかしそんな言葉でも、ディアがライエルに愛想をつかすには十分な威い力りよくを持っていたらしい。


　ディアはくるりと踵きびすを返し。


　本来の目的を忘れているのか、そのままその場から走り去る。


「くそっ……お前に……何がわかるっていうんだ……！　俺は……ミザを失ったんだぞ!?」


　やり場のない怒いかりをぶつけるように。ディアが見えなくなった後、ライエルはそのまま拳こぶしを地面にたたきつける。
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「す、すいません。ダメでした」


「ハァッ!?」


　結局何も出来ず山頂に帰ってきたディアを、三人娘むすめは目を丸くして見つめた。


「ダ、ダメって、どういうことよ!?」


「す、すいません。あんまりムッとしちゃったんで、捨てゼリフ残して帰ってきちゃいました」


「こんの……馬鹿……」


　ぽかりとディアの頭を力なく叩たたきながら、クリスタ。


「ま、でも……あんただけのせいじゃないけどね」


　上空を見上げながら、ちょっと真ま面じ目めな声でいうクリスタ。


「あーあ、くっそ。まじで反魔障壁リフレクシヨン・フイールド対策、ちゃんとしときゃよかったなぁ……」


　既すでに限界が近いのだろう。本気で後こう悔かいするような声でクリスタはいった。


　ディアは、思わずクリスタをもう一度見る。クリスタは、まだかろうじて大きなケガこそしていないが、全身はそこら中火傷やけどだらけ、服はボロボロ、そして既に手持ちのカードも一枚しか残っていない。


「いい勉強になりましたわね……」


「もう一度、マギサ帰りたかったなぁ……」


　そしてそれは残り二人も同じようなものだった。二人は、決して簡単に諦あきらめているわけではないのだろう。やるだけやった末にどうしようもなかった時にのみ出る、妙みような清々しさも混じった諦めの声で呟いている。


「もうちょっと……がんばりましょうよ」


　がんばってどうにかなるものでもないし。ほとんどその言葉になんの力もないとわかりつつ。それでもディアはそう呟いた。


　そんなディアに三人娘は顔をみあわせ。思わず笑った。


「あんたも、なかなか往生際悪いわねぇ」


「けどわたくし達、そういう人ひと嫌きらいじゃないですわよ」


「みんなで。もうちょっとやってみよっか？」


　三人は最後の〝往生際の悪さ〟を振ふり絞しぼり。


　上空の女神像を見み据すえる。


　女神は、なんの気まぐれなのか。それとも最終攻こう撃げきする力を蓄たくわえているのか。再び両目を閉じている。


「あん？　なんだ……この状じよう況きよう？」


　その場に、女神すら驚くほどのんきな声が響いたのは──そんな瞬間だった。
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「……え？」


　ディアは、耳を疑った。


　もしかして、一瞬ライエルが来てくれたのかと思ったが──


　ぜんぜん違ちがった。


　いきなり、こんなわけのわからないタイミングで、クリスタ達の背後から現れた人物。


　それは──ディアの見たことのない。灰色の髪かみの、一○歳くらいの少年だった。


「こ、こんの…………アホォォォォォ！」


　その瞬間。クリスタが。アンジェラが。そしてチカまでもが。全力で叫んだ。


「アッシュ！　あんた一体……今までどこいってたのよ!?」


　クリスタが。アンジェラが。そしてやはりチカまでもが。全員が全力で少年に蹴けりを入れている。


「あんたのせいで、出発できないわ！　料理つくる人間いないわ！　このわけわかんないのに襲おそわれるわで！　大変だったのよ!?」


「アホは──お前らだろうがっ!?」


　カッ！　三人娘の蹴りを弾はじき飛ばし、アッシュが烈火のごとくブチ切れた。


「お前ら……見晴らしのいい場所で菓か子し食うとかいってどっかいったまま。オレのこと忘れて先頂上帰ったろ!?」


「…………」


「…………」


「…………」


　三人は無言。


「え？　こ、この期に及およんで誰……？　ですか？」


　そんな中、ディアだけが、かろうじて口を開く。


「もしかして。マギサの四人目の剣精レイダー使いの方ですか？」


「ああ、違う違う。この子は……少年Ａ」


「いってみれば、」


「わたくし達のおもちゃですわ？」


「違うわっ！」


　少年は、三人娘の説明を即そく座ざに否定した。


「オレはアッシュ・ファード。剣精レイダーは持ってないが、剣精試練レイダー・ゲームに無理やり参加して、予選で滑すべり込み四位になって、こいつらのアドバイザーとして、特例で剣精試練レイダー・ゲームに参加してる」


「は、はぁ……」


　剣精試練レイダー・ゲームにアドバイザーなんてポジションがあるのをディアは初めて知った。が。そんなことをいいだしたら、ログレスの国内予選なんて、もっと無茶苦茶だった。各国、わりと、独自のルールで動いていたのだろう。


（でも……なるほど。そういうことだったんですね）


　ディアは、ようやく、なんであの時クリスタ達がすぐ出発せず、食事をするなどといい出したのか納得がいっていた。


　あの時、クリスタ達は、山頂についてからアッシュの存在を思い出し。あそこでバツ悪く待っていたのだ。そしてさっきのやりとりからすると、料理もこの少年が今まで作って（作らされて）いたのだろう。だから残された普ふ段だんなにもやってない女子共が作った料理は、あんなにマズかった。


「で、アドバイザー。遅おくれてきたからには、なんかアドバイスしてくれるんでしょうね？」


「……状況は？」


「上空に反魔障壁リフレクシヨン・フイールドつきの未確認飛行物体ひとつ。こっちの残りＭＰは各自カード一枚分ずつ」


「……まだやりようはあるな」


「はあ？」


　その返事が、意外だったのだろう。クリスタ達は目を丸くした。


「やりようあるって？　反魔障壁リフレクシヨン・フイールドあるのにどうすんのよ」


「……あのな。何の為ためのアドバイザーだよ」


　嘆たん息そくしながらアッシュ。


「お前らがめんどくさがって考えてないことまで考えるのがオレの仕事なんだよ。死活問題の反魔障壁リフレクシヨン・フイールド対策ぐらい。とっくに考えてあるわ！」


　吐はき捨すてるアッシュ。


「お……おおっ!?」


　その瞬しゆん間かん。その場にいる女子全員の目に、アッシュが四割増しくらいで男前に映った。


「じゃ、じゃあ、どうすればいいの!?」


「……あくまでこれはオレの我流だし。最近偶ぐう然ぜん知ったばかりだが」


　アッシュはそう前置きし、


「反魔障壁リフレクシヨン・フイールドは。どうも反魔障壁リフレクシヨン・フイールドで撥はね返した魔ま法ほうは防げないらしい。つまり自分達に反魔障壁リフレクシヨン・フイールドかけて、反射した魔法で攻撃すりゃ、アイツにも魔法は当たる」


「お……おおっ!?」


「但ただし、反魔障壁リフレクシヨン・フイールドに当たった魔法は、完全に撃うたれた方向に向かって跳ね返る。つまり、撃った人間と、撥ね返した人間の間に、あのデカブツを挟はさまなきゃ、あいつには当てられない」


「そ……そんなの無理じゃん！」


　クリスタが悲ひ壮そうな声をあげる。


「あいつ空飛んでんのよ!?」


「だ、だから、やりようがあるっていってるだけで、楽勝攻こう略りやく法があるとはいってないだろ」


　ややバツが悪そうにいうアッシュ。


　シン──


　なんとも暗い沈ちん黙もくが面々の間に落ちる。


　そんな中、空中に浮ういていた女神が、目を見開くのが見えた。


「結局、状況変わらずか……」


　やや投げやりな口調でいうクリスタ。


　さすがにディアも、もう楽観的なことをいえるほどの余よ裕ゆうがない。


（ご主人様……！　ご主人様に……あと少しで会えそうなのに……！）


　悔くやしげな表情を浮かべるディア。


　そんな中、目を見開いた女神は、目に力を入れ、クリスタ達の居場所を熱線で消し飛ばそうと仕し掛かける。


　もう、誰だれも動けなかった。


　ディア達の周囲の空気が、急速に熱され、膨ぼう張ちようし始める。


（悔しい……負けたくないっ！）


　閉じそうになる目を無理やり開き、せめて気持ちでだけは負けないよう、まっすぐ女神を見据えて抵てい抗こうするディア。


　すると、次第にボヤけ始める視し界かいに、妙なものが映る。


　それは──金色の髪の男。


　その男は、すたんっ、と女神像の肩かたに乗ると。


「いつまでも──調子のってんじゃねぇ、このババァ！」


　思い切り振りかぶり。右の拳こぶしで、女神像の頰ほおを殴なぐりつけた。
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　それは、見るものによって、まったく違う感想を持たせる光景だった。


　星空の下。女神像を殴り飛とばし、さらにそのまま山頂に叩たたき付けた金きん髪ぱつの男を見て、本物の英えい雄ゆうを見て──ディアは思わず涙なみだぐんだ。


「ライエル……さん！」


　一方、星空の下。女神像を殴り飛ばし、そのまま山頂に叩き付けた金髪の男を見て、マギサの人間は一いつ瞬しゆんフリーズした。


「……え？」


「い、いやいや」
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「に、人間が」


「あんなデカいもん、殴り飛ばせるわけないだろう？」


　そのフリーズは、クリスタ達から、千せん載ざい一遇のチャンスを奪うばってしまう。


　クリスタ達の、一瞬の硬こう直ちよくの隙すきに。地面にめり込んでいた女神像は、ブルブル震ふるえ──ゴウッ！　凄すさまじい速度で上空へ飛び上がり、戻もどる。


「しゃらくせぇ！」


　そして飛び上がってきた女神に、ライエルは、頭ず突つきで対たい抗こう！　そのまま一瞬後退した女神の顔面に乗りうつり、顔面をボコボコにしている。


「な、なんなのよ、あのバケモノわぁぁ……!?」


　その、マギサには絶対いないタイプの人間に、マギサ出身の人間は全員絶句していた。


「な……なにしてんですか!?」


　そんなクリスタ達に駆かけ寄より、ディアは怒ど鳴なる。


「さっき、チャンスだったのに！」


「ディア……ログレス人って。みんなあんななの？」


「へ？」


「普ふ通つうにあんな何十メートルも飛び上がったり。パンチで岩砕くだいたりできんの？」


「？　まぁする人はしますね。メグさんですら、レインの力借りて、やってましたから」


「なんか……急激にバカバカしくなってきたわ……もうあとぜんぶあいつがやればいいじゃない……」


「よかったね。私達、剣精試練レイダー・ゲームで、ログレスの人と戦ってなくて……」


「オイッ！」


　と、完全観戦モードに入ったクリスタ達の下に。ライエルが最高にイラついた顔で落下してきた。


「殺すぞブスども！　お前らの始めた戦いだろうが！　働けやっ！」


「は……はぁぁぁ!?」


　一瞬で殺気だつ女子陣じん。


「な、何コイツ。信じらんない。あ、あんたねぇ。女子ってのは、ブスっていわれたこと一生覚えてんだからね!?」


「い、いや、でも、確かにこいつのいう通りだぞ？」


　しかしそんな女子陣を制したのは、唯ゆい一いつ冷静なアッシュだった。


「悪かった。協力してくれて助かる。オレらはどうすればいい？」


「……ちったぁ話のわかる奴やつがいたか。……お前ら、さっきあいつが地面にさえいれば、倒たおす方法あるとかいってたな？」


　アッシュを見下ろしながらライエル。


「ああ。条件さえ整えば。こいつらの火力ならアイツも秒殺できる」


　あごで三人娘むすめをさしながらアッシュ。


「なら一○秒後だ」


　ライエルは端たん的てきに告げた。


「飛び上がってから一○秒後。俺はそこに奴を落とす」


　目線で〝そこ〟──ちょうど巻貝のような石が転がっている場所をみながらライエル。


「そこで──殺やれ」


　くいっ、と親指で首をかっきるしぐさと共に、ライエルはマギサ組に背を向け。再び飛び上がろうとする。


　が──ライエルはふと思いなおしたように立ち止まり、そのまま背中でディアに告げる。


「いっとくが。別にお前の説得で立ち直ったとかじゃねーからな……！」


　吐き捨てるようにいうライエル。


「え？」


「別にどうだっていいんだ。ミザがいない世界。生きようが死のうが……。ただ……確かにあのまま死ぬようなヘタレは。アイツに惚ほれる資格もねぇ。……そう思っただけだ」


　吐き捨てるようにそういうと。だんっ！　地面を踏ふみ切って、ライエルは再び上空に戻る。


　確かに本人のいう通り、決して、立ち直ったわけではないだろう。けど、それでも、ディアは嬉うれしかった。


　だって、少なくとも、今のライエルからは、自分で自分の命を絶ってしまいそうな危うさは感じられない。


　ほんの少しとはいえ、絶望の淵ふちから、前進してくれたのだ。


　そしてライエルにもできたんだ。グレン達にだってきっと、できるはず……！


　ディアはかすかな希望を胸に抱いだき。飛び上がっていくライエルの背中を熱く見つめる。





「準備いいな!?」


　アッシュの言葉に、少し離はなれた場所にいるマギサ三人娘が頷うなずいた。


　するとアッシュは、一発で引き当てた手の中のカードを使い、


「反魔障壁リフレクシヨン・フイールド！」


　ブンッ。自分自身の正面に、女神像が張っているものと酷こく似じする波うつ透とう明めいの壁かべを生み出す。


　そしてそこに向かい、クリスタ、チカ、アンジェラは、各々の剣精レイダーを構える。


　それぞれの剣精レイダーの弾だん倉そうには、なんのカードも入っていない。


　つまり──全員最終手段。魔ま力りよく全放出攻こう撃げきの構えである。


「一○、九、八、七」


　地上でディアのカウントダウンが続く中。


　上空ではライエルが女神像に猛もう攻こうを加えている。


「六、五、四、三、」


「撃て！」


　そして叫さけんだのは、アッシュだ！


　瞬間、クリスタ、チカ、アンジェラは、


「いっけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」


　撃った後まったく動けなくなるのを覚かく悟ごの上で、残されていた魔力をすべて振ふり絞しぼり、今出せるフルパワーの魔力を銃じゆう口こうから発射した！


　ほとんど魔力は残されていなかったはずだが、テンションがそうさせたのか、それともその覚悟が魔力を増ぞう幅ふくさせたのか、三人の魔力は予想以上の火力をもって、さらに中空で合流して巨きよ大だいな魔力の奔ほん流りゆうとなり。アッシュの反魔障壁リフレクシヨン・フイールドに襲おそい掛かかる！


　ズッガァァァァァァァァァ！　魔力の奔流は、反魔障壁リフレクシヨン・フイールドを直ちよく撃げき！


　そして一瞬のタイムラグの後、反魔障壁リフレクシヨン・フイールドは強きよう烈れつに輝かがやき──ゴウッ！　そのままその奔流をクリスタ達に向かって弾はじき返す。


　まさに、その刹せつ那なだった。


「っらぁぁぁぁぁぁ！」


　ライエルの渾こん身しんのオーバーヘッド気味の蹴けりを喰くらい、アッシュとクリスタ達の間に、巨大な物体、女神像が落下し、地面に激げき突とつ！


　女神像は、もはや飛び上がるヒマもなく──


　ドォォォォォォッ！


　クリスタ、チカ、アンジェラのありったけの魔力をその身に浴び、みるみるうちに消しよう滅めつしていく──





　　　　†




　数十秒後。光が収まり、あたりが、通常状態を取り戻す。


　その中で、クリスタ達の目の前に転がっていたのは──


　上半身が完全に消滅し。足だけがわずかに残っている、もはやピクリとも動かない女神像の亡なき骸がら。


　その足も、見ているうちにほどなく、砂と化し、地面の中に消えていった。


「や……やった……!?」


　上空を見上げると、女神の消滅と共に、上空のオーロラも消えていく。


　それを見て。ようやく面々は勝利を実感した。


　三人娘は、予想通りほとんど動けないような状態でその場にくずおれた。


　アッシュがそのケアのためか、嘆たん息そくと共にそこへ歩いていく。


　すたんっ。そして上空から落下してきたライエルが、ディアの隣となりへ着地。


「ライエルさん……ありがとうございました」


　ディアは、座ったまま、ぺこりと土下座。


「助かりました。これで……今度こそ本当に、ご主人様に会いにいけますです」


「覚悟しておけよ」


　しかしそんなディアに、ライエルは、あっけなくいった。


「さっき、お前が奴に会いにいかないほうがいいといったのは。嫌いやがらせでもなんでもない。事実だ」


　と、ライエル。


「え？」


「誰だれも敵がいない、何も辛つらいことが起こらない世界。そんなものがもし本当に実在したら──誰も出てこれねぇよ。アイツは、きっと、お前を拒きよ絶ぜつする」


「…………！」


　その言葉に、ディアは一いつ瞬しゆん表情を硬くする。


　そしてライエルはディアに背を向け。いうのだった。


「なにもかも……ぜんぶ無む駄だだ。苦労は報われない。努力は徒労に終わる。この世に、ハッピーエンドは存在しない。現実って奴は──そういうふうにできてんだ。それを知った奴は──二度とそこからは抜ぬけられねぇよ」


　そういい残すと。ライエルは素早い身のこなしで、夜の山の闇やみの中へ消えていく。


「ラ、ライエルさん！」


　ディアは呼び止めようとしたが、しかしその叫びが届くことなく、ライエルはディアの視界から完全に消えた。


（そんなこと……ないですよ……！）


　しかしディアはその闇へ向かいなお呟つぶやく。


（だって……そうじゃないって教えてくれたのは……ライエルさんじゃないですか……！）


　人間は絶望する。しかし、その絶望とは、戦える。それをライエルが見せてくれた。


　だったらきっと。きっとグレンだって、立ち直ってくれる。差し出した手を。握にぎり返してくれる……！


（その時はライエルさん。ご主人様と二人で。きっとあなたに会いにいきますからね。そして……いろいろ話してくださいよ。いろいろあったんだから。昔は仲良しだったんだから。きっとまた……そういうふうな話、できますよ）


「ディアぁ！」


　涙なみだをにじませながら、ディアがそんなことを考えていると。


　クリスタが、ふらふらとした足取りで、しかし満面の笑みでディアのほうへ向かって歩み寄ってきた。


「あれ？　あの……失礼な金きん髪ぱつは？」


「あ、ああ……ライエルさんなら」


　ディアはごしごしと目元を袖そででぬぐい、


「えっと。急用があるとかで、早退しました」


「はあ!?　世界の危機だってのに!?　ナメてんの!?」


「あ、そういえば、クリスタさん達に、ブスっていってごめんっていってました。よく見たら、けっこう美人トリオだっていってました」


「ま……まぁ。アイツにもいろいろあるだろうし。仕方ないわよね」


　あっさり懐かい柔じゆうされるクリスタ。ディアはハァ、と嘆息した。


「で、どうするんですか？」


　そしてディアは聞く。


「クリスタさん達、ツラそうだし……少し休みますか？」


「ううん。別に、ドラ蔵の上で休めばいいし」


　ちらりと背後の、女神に突とつ撃げきして秒殺された舎弟ドラゴンに目をやりながらクリスタ。そのドラゴン……ドラ蔵？　いつからそんな名前になった？　は、アンジェラとチカにいつまで寝ねてるつもりだ、などといわれ無理やり起こされている。


「時間もないし。すぐいくつもりよ。それよりあんたのほうこそ、心の準備できてんの？」


　確認するように、ディアの目をまっすぐ見つめながらクリスタは聞いた。


「その……会いにいくように焚たきつけた本人がこんなこというのもアレだけどさ……」


　ふっ、とディアから視線をそらし、少しバツが悪そうに、頭をかきながらクリスタは、


「まぁ、どういう結果に転ぶか、わかんないし……。短い付き合いだけど。あんまあんたに泣いてほしくないっていうかさ」


「だーいじょうぶです」


　ディアはニッと笑った。


「その辺は、ライエルさんにさっきさんざん脅おどされましたし。覚悟はできてますよ。それに同じ立場なら。クリスタさんは、結果怖こわがってここでじっとしてますか？」


「まあ……無理か」


　フッと諦あきらめたように笑うクリスタ。


　ディアは満面の笑みで頷いた。


「いろいろありがとう。クリスタさん。私、クリスタさん達に会えて、本当にラッキーだったと思います」


「なーにいってんの。シメの言葉はまだ早いでしょ。あんたのご主人様もあわせて、一いつ緒しよに世界救いに行くんでしょ？　クライマックスは──こっからよ」


　ぴん、と自分の額をでこぴんで弾くクリスタの顔をみて、ディアはもう一度、本当に、この少女と出会えてよかったと思えた。いや、この少女だけではない。もちろんチカやアンジェラやアッシュ。ドラ蔵？　それにライエル。ロザリーやツバサだって、今思えばそうだ。この世界には、魅み力りよく的な人間がたくさんいる。ディアはグレンに、それらの人間一人一人の素晴らしさを、なんだか改めて話したくてたまらなくなってきていた。


（ご主人様……あれから、こっちではいろいろあったんですよ）


　ディアは天を見上げ、呟く。


（お話ししたいこと。たくさんたまってますよ？　だから今から、それ伝えに会いにいきます。お茶菓が子し用意して……待っててください！）


「おーし。出発よ！」


　夜の山頂に響ひびき渡わたるクリスタの声に、その場にいる全員が、力強く頷うなずく。








　こうして、グレンの剣精レイダーオブシディアンは、グレンを救う為ため、そして世界を救う為。


　にぎやかな少女達と共に竜りゆうの背に乗り空へ飛び上がる。


　出会いが出会いを呼び、世界に生まれたうねり達は、少しずつ少しずつ、一つの場所に集結しつつあった──！




　エピローグ







「……い……メ。……おい……エメ……おい。エメ。おい！　エメ！　おい！」


　どこかで、誰かが、誰かの名前を一いつ生しよう懸けん命めい呼んでいる。


「おい！　エメラダ！　おい！」


　そして、呼ばれている名前が、自分のものだということに気づいて──ようやく彼女──エメラダは、ぱちりと目を開いた。


　広さは二、三畳じよう。四方中三方をかび臭くさい石せき壁へきに、一方を無機質な鉄格子に囲まれた、牢ろう獄ごくのような部屋の中に彼女はいた。


（あれ……わたし……どうしたんだっけ……？）


　身体からだを起こし、周囲を見回したエメラダは……まだ覚かく醒せいしきらない頭と眼で、ぼんやり考える。


「エメラダッ！」


　もう一度、そう呼ばれて──エメラダは身体をびくりと震わせた。


　混こん濁だくする意識の中、エメラダは声のほうへ顔を向ける。


　するとそこにいたのは──


　エメラダのよく知る男。


「ロン……!?」


　彼女の前にいたのは、タンクトップに、バンダナをまいたスキンヘッドの男。彼女とは長い付き合いであるデルフォイ・ロンだった。


　それを見た瞬しゆん間かん──


（失敗してたんだ……！）


　エメラダの目から、思わず、涙が溢あふれる。


（私のプログラム。エラー、起こったんだ）


　まだエメラダにはわからない。エラーの規模がどれくらいなのか。人物データ消去の命令自体、拒絶されたのか。それとも、世界でただ一人、このロンだけが消去の命令から免まぬかれたのか──エメラダにはわからない。


　それでも、エメラダは、途と方ほうもなく歓かん喜きした。一人でも生きていてくれたことに安あん堵どした。そして改めて後こう悔かいの念に押しつぶされた。


「ごめん……なざい」


　ボロボロ泣きながら、エメラダは呟いた。


「わたし……わたしのせいで……世界が……」


「ああ……そうだな。けど、んなこといったら、俺も同罪だ。この世界消して。七周目にしようとしてたんだからな……しかもお前につくらせたプログラムで」


　いまさら悔くやむように、歯は嚙がみしながらロン。


「なんで気づかなかったんだろうな……。結局、一番負い目感じることになるのはお前なのに……。一番年下のお前にそんな役目おしつけて。大将おしつけて。何やってたんだろうな俺らは……」


　そこでロンは、グイッとエメラダを身体から離はなし、しっかりとした声でいう。


「けど……後悔するのは後だ、エメ。俺らには責任がある。こうなった原因つくった人間として。やらなくちゃいけないことがある。わかるか？」


　エメラダは頷く。


「うん……この世界を。八周目の世界を守らなきゃ」


「そうだ。だからまず装置のある場所までいかねぇとな……。おい。まだか？　はやくしろよ」


　と、そこでロンは、鉄格子のほうへ向かって何気なくそう呼びかける。


（え……？）


　そこでエメラダは、初めて気がついた。


　今までまったく気配を感じなかったが。鉄格子の前に、自分と同じくらいの背せ丈たけの人間が立っている。


（あっ……！）


　そこでエメラダは目を見開いた。その人物のことは知っていた。


　委員会と戦う前。《七周目セブンス》に加わってくれた、グレンとメグと友達で、彼女達より前に《七周目セブンス》に加わっていたミカンによく似た雰ふん囲い気きの少女。確か名前は、ツバサ・クロクワ。


　そのツバサは、いつからいじっていたのかわからないが、そのままエメラダの前で鉄格子をしばらくいじったかと思うと、キィィ……。


　平然とした顔で、その閉ざされていた鉄格子を開け放った。


「開いた。けど……」


　そのままツバサはすたすたとロンのほうへ歩み寄り……どぼぉっ！　ノーモーションで、おもいきりロンのみぞおちへ拳こぶしをめり込ませる。


「!?　はうぅっ!?」


　体格からは信じられないくらい強きよう烈れつな腕わん力りよくからのその一いち撃げきに、体をくの字に曲げ悶もん絶ぜつするロン。


　そのロンを絶望的に冷たい目で見下ろしながら、ツバサはボソリと呟つぶやくのだった。


「エメラダの前でハリキリたくなるのはわかるけど。次に私に命令口調で話しかけたら殺す。私に命令できるのは今も昔もお姉さまだけ」


「サ、サーセン……調子こきました……」


「理解したら復唱」


「お、お前に命令できるのはロザリーだけ、お前に命令できるのはロザリーだけ、お前に命令できるのはロザリーだけ……」


「…………」


　目の前で繰くり広ひろげられる奇き妙みような光景に、エメラダは目をぱちくりさせた。いつのまにこの二人はこんな仲良し（？）になったのだろう。


　と、見ていると。その視線に気づいたのか、ツバサがエメラダのほうへ歩み寄る。


　ぎくり。エメラダは、思わず身を硬かたくした。世界を消そうとした自分と、消されかけたツバサ。当然、ツバサは自分に文句があるだろう……。


「あ……あの……」


「あなたは間ま違ちがったことをした」


　そんなエメラダに。ツバサは冷たくいい放った。予想通りの言葉に……エメラダはより身を硬くし、青ざめる。


「……はい」


「ただ。私も、いろいろ、間違ったことをしていたらしい」


　手に取り出した、穴のあいたスケッチブックを見ながらツバサ。


（そういえば……）


　その光景を見て。エメラダは目を少し見開く。この少女は、自分が見る限り、ほとんどの人間とスケッチブックを使った筆談で会話していたように思えたが。何故か今は完全に肉声で喋しやべっている。


「でも、お互たがい、気づけた。自分が間違っていたことに」


　そしてツバサは、エメラダにいう。


「やり直そう。世界を救って、その後の世界で。私たちは。いろんな人に恩を受けたまま。それをいつか……ちゃんと返さなきゃ」


「はい……！　はい」


　エメラダは涙なみだぐみながら頷く。その通りなのだ。自分はたくさんの人に借りをつくったままだ。それを返さなければならない。そのためにも。このままここで、世界を消させるわけにはいかない。


「いこう。きっとまた、あなたの力が必要になる」


「は、はいっ！」


「んじゃ、今度こそいくか……いや、いきますか……」


「急ごうぜ。きっともう、そんなに世界消しよう滅めつまで時間は残ってねぇぞ」


　ツバサ、エメラダ、ロン、そしてアイは顔を見合わせ、頷きあい──


　そして勢いよく、その牢獄から飛び出した──





　　　　†




　そこにあったのは──巨きよ大だいな〝塔とう〟だった。


　円柱が幾いくつも幾つも積み重なったような外観の塔。


　そしてその塔の最上階に。今、一いつ匹ぴきの鳥が、猛もうスピードで近づいていた。首にマフラーのような毛をたくわえた、ピンク色の羽毛の、奇き抜ばつな姿の鳥。


　その鳥は、塔の上空から垂直落下の格好で塔に近づき、そしてそのままのスピードで、塔の壁かべの横スレスレを、ぶつかりそうになりながら、塔と平行に、縦に滑かつ空くう。


　そしてその垂直に落下する鳥から、


「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」


　一か八かのタイミングで飛び出した少女は、視界に入った塔の窓のような場所に向けて、


「いけぇ！　サーペンティアン！」


　手の中の剣精レイダーを発動させる！　その瞬間、少女の手の中にあった剣精レイダー──レイピアは、そのまま窓に向かって伸のび、バリンッ！　まもなく窓を突つき破やぶって窓の中に侵しん入にゆう。


　そして少女は、窓の中の部屋、重い机のような物にその剣精レイダーを素早く巻きつかせ、


「うおおおおおお!?」


　素早くそれを縮ませ、そのまま、自分の身体もその部屋の中へ飛び込ませた。


　バリンッ！　まだ残っていた窓のガラス部分をブチ破りながら、部屋の中へ転がり込んだのは──長い銀ぎん髪ぱつの少女。ロザリー・リンド。


「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ、も……もう限界だ……！　何が奇き跡せきだ……またただの災難じゃないか！」


　ロザリーはその場にへたり込み。どん、と床ゆかを叩たたきながらさすがに悪態をついた。


　奇跡というなら、ロザリーが今生きていること自体が、本当に奇跡の中の奇跡だった。


　ロザリーはエンデで、老ろう婆ばに祈き禱とうされた後。唐とう突とつに巨大な怪かい鳥ちようにさらわれ、上空へ飛ひ翔しようした。が、その後、その怪鳥を上回る大きさの怪鳥が登場、最初の怪鳥は食われ、自分だけがその怪鳥に乗り移る。しかしその二代目の怪鳥もさらなる怪鳥に食われ、またそちらに飛び移る。


　それを六回ほど繰り返かえし、そろそろ体力も尽つきようかという頃ころ……突とつ然ぜん目の前に塔が現れたので、無我夢中で飛び出し。思わずここへ飛び込んだというわけだった。


「いつからこの世界はあんな怪鳥だらけになったんだ……!?　で……ここはどこだ……？」


　ロザリーは周囲を見回す。


　そこは、四よ畳じよう半はん程度の、ひどく狭せまい部屋だった。


　あるのは、自分がいま叩いた床──畳たたみと、老師を巻きつかせた、ちゃぶ台ぐらいで……


（…………え!?）


　ロザリーは、一いつ瞬しゆん、見み間ま違ちがえかと思った。


　この部屋に……ひどく見覚えがあった。


　目をこすって、周囲をもう一度見回すが……どうやら見間違えではないらしい。


「こ、ここは…………あのタグに出てきた、装置のあった部屋じゃないか……！」


　ロザリーは絶句した。嬉うれしい──というより、ゾッとした。


　いろいろあったが。自分は、どうやら結果的に、海の遥はるか向こうにある、装置のあるこの部屋へ。あの老婆の狙ねらい通どおり。自分の望み通り。本当に辿たどり着ついてしまったようである。


（こんな奇跡を狙って起こせるのか……！　エンデの剣精レイダー使いと会わなくてよかったかもな……）


　改めて奇跡の国エンデに、そしてあの老婆の力に、ゾッとしながらロザリー。


　しかし、経緯はどうあれ、ロザリーは、目的地へ辿り着いた。


　ロザリーはちゃぶ台の上を見る。そこにあるのは──ノートのような形をした。今まさに、世界を消すため奮ふん闘とうしている〝装置〟。


「これを止めれば……世界を救えるわけか……！」


　ロザリーはすっくと立ち上がり、そのちゃぶ台の近くによろうとする。


「無む駄だだ」


　が──その瞬しゆん間かんだった。


　いきなり前方──たった今まで、間違いなく誰だれもいなかった、ちゃぶ台をはさんだ向こうから、男の声がして──ロザリーは思わず後ずさった。


　目の前に現れたのは、大おお柄がらで、短たん髪ぱつの、愚ぐ鈍どんそうな男──レオン。


「現れたな……！」


　思わず苦笑しながら、ロザリーは剣精レイダーを握にぎりなおす。なんとなく、他の誰でもなく、自分が最初にこの男と戦うということが、なんだからしくない気がして、ロザリーは可お笑かしかった。


「君にその装置は止められない」


　男は淡たん々たんという。


「君だけじゃない。無駄なんだ……本当に。〝女神〟を倒たおそうとも。エメラダを救おうとも。君達の誰にも装置は止められない。運命は変えられない」


「変えられるさ……」


　ロザリーはあっさりいい返した。


「お前が決めた運命なんて、運命でもなんでもない。ただの結末その①だろ？」


　サーペンティアンの切っ先を男に向けながら、ロザリー。


「それなら変えられる。泣いて喚わめけば〝切り札〟を使おうとする男の気持ちを踏ふみとどまらせられるし。怪あやしい店で奇跡買っただけで、ここまで来ることができたんだ。諦あきらめなければ。目の前の現実から逃にげず、関わりさえすれば。きっと結末は、驚おどろくくらい、大きく変えられる……！」


　自分自身に、いいきかせるような気持ちも含ふくめて、ロザリーはいい放つ。


「……なるほどね。……君は強いな。いや、強くなったのか……」


　男はそう苦笑し、自分の両手の拳こぶしをあわせながら、ロザリーに近づいていく。


「でもね……。やっぱりこれは運命なんだよ。僕が関わった時点で、それはもう人の手で変えられる結末じゃない。もっと大きなもの……運命としかいいようがないもの」


「だったら──運命だって変えてみせよう。仲間の為ために。私の為に。私は──運命を変える」


　そうはき捨てると、ロザリーは身を低くし、レオンに飛び掛かかる。それに呼応し、レオンも飛び上がり──


　激げき震しんと共に、装置を巡めぐる、最初の戦いが幕を開ける──





　　　　†




　海の傍そばの雨林に建てられた、こぢんまりとしたログハウス内。


　脚の長い木製のテーブルに腰こしかけ、メグと二人で朝食をとっていた俺は──ふとログハウスの天てん井じようを見上げた。


「なんか今……聞こえなかったか？」


「へっ？」


　食パンをかじっていたメグは、きょとん、とした表情を浮うかべる。


「なにかって。何が？」


「いや……なんだろ？　なんか……戦いの音、的な？」


「あはは。まっさか。だからいってるじゃん。この世界にはもう。わたしら二人しかいないんだよ？」


「そ……そうだよな。うん。わかってる」


　俺はいい、メグが焼いてくれたパンを口にする。うまい。


「ね」


　そんな俺に、メグはころころと幸せそうな顔で聞いてくる。


「今日は、何して遊ぼっか？」


「ん？　う、うん……」


「もっと島も探検したいし。別に海で泳いでもいいよね？　ログレスはさ。オーロラのせいで、海いけなかったし。泳ぐの楽しいよね！」


「そ……そうだな」


　俺は笑みを浮かべ、メグに頷うなずいてみる。


　かちゃん。しかし、次の瞬間。メグは、なんとなくしんみりした顔で、食パンを皿の上に置いた。


「…………楽しくないよね」


　泣き笑いのような表情で、メグ。


「……え？」


「世界でわたしと二人なんて。そんな状じよう況きよう……グレンにとっては、楽しくもなんともないよね」


「え？　あ……い、いや……」


「ゴメンね。わたしのワガママつきあわせちゃって。やっぱりグレンはさ。元の世界のほうが……よかったよね？」


「い……いや……」


　俺は、朝からなんだかじっとりとした汗あせをかきながら──しかし──でも──


「そ……そんなこと、ないさ」


　やはりあまりうまくない愛想笑いを浮かべて、そういってみる。


「それに……もうそんなの関係ないだろ？　もう世界は実際変わってしまったんだし」


「そ……そうだね……でも……ゴメンね……」


　シン──。


　食しよく卓たくが沈ちん黙もくに包まれる。


　……朝からこの空気。……耐たえられない。


「俺……ちょっと水汲くんでくるわ」


　俺は椅い子すから立ち上がる。しかしそんな俺にあわせ。メグはギョッと椅子から立ち上がった。


「ご、ごめん！　なんか気に障った!?」


「え……？」


　俺は呆あつ気けにとられる。


「あ、謝るからさ。グレン、ごめん。謝るから。もう……どこにもいかないで！」


　メグは突とつ進しんするように俺に抱だきついてくる。ハア。俺は一度大きく嘆たん息そくし……そして目の前のメグの後頭部を撫なでながら、今度は本気で少し笑った。


「バーカ。水汲んでくるだけだっていっただろ？　どこにもいかんわ」


「で……でも」


「それに、お前、なんか勘かん違ちがいしてるけどな」


　俺は改めて嘆息。


　メグは、俺の身体からだから離はなれ、そんな俺を見上げている。俺はいう。


「俺、別に、この世界嫌きらいじゃないぞ？」


「え……？」


　少し驚いたように目を見開くメグ。


「前にいったことあるだろ？　俺は、俺を傷つけない世界に憧あこがれてたって。あの時は……お前に現実見ろなんて笑われたけどさ」


「う、うん」


「この世界って。そういう意味じゃ、その条件が揃ってる。敵はいない。いるのは世界で一番の俺の味方のお前だけ。つまり……あれだな。お前と俺が理想とする世界の形は。実は、完全に一いつ致ちしてたってわけだ」


「ほ……ほんとにっ!?」


　そのセリフの、どこがそんなに嬉しいのか。メグはかなり顔色を明るくしていう。俺はそれが可笑しくて笑った。


「ほんとだ、ほんと。だからそんな顔すんな。水汲んでくるわ」


　俺はメグの頭にぽん、と手をのせ。


　踵きびすを返してその小屋を出る。
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（そうだ。俺には、ここを嫌う理由なんて一つもないんだ……！　ないハズ……なんだ！）


　ログハウスの裏にある、雨林の奥の小さな川のほとり。


　ガッッ！


　俺は思いとは裏腹に、やり場のない怒いかりをまた木にぶつけながら、さっきメグにいった言葉を自分に必死にいい聞かせていた。


　朝から、いい合いして、妙みような沈黙が生まれて、でも仲直りする。


　水みず汲くみにいったり、ゴミだししたり、最大の問題が、そういう話。


　なんの変化もない穏おだやかで、甘い時間。


（ここが俺の理想の世界。こんなイライラ、気のせいなんだ。ここで終わりでいいんだ。俺はここで終わりでいいんだ……！）


　しかし自分にいくらいい聞かせても、イライラはおさまらない。


　俺はもう一度いたずらに拳を振ふり上げ、木を殴なぐりつけようとする。


　が──その瞬間だった。


「あっ、ああああぁぁぁあああああああああああああああああああ!?」


　猿さるかなにかが、槍やりでも振り回して絶ぜつ叫きようしているような声が、唐とう突とつに森の中に響ひびき渡わたった。


　そしてその声は、俺の前を通り過ぎそして──


　ドボォォン！　川の中へと落下する。


「な……なんだ？　隕いん石せきか……なんかか？」


「あ、あぶ……たす、たすけ……たす」


　しかし、その隕石？　が落下した地点から、何故か助けを求める声。


「チッ……なんなんだよ、朝っぱらから」


　俺は上着を脱ぬいで川に飛び込み、その声が聞こえる地点へと向かう。


　しかし水にとびこみ、頭が水に潜もぐった瞬しゆん間かん。俺はとんでもないことに気づき、ギョッとする。


（ちょ……ちょっと待て。今の奴やつ。完全に〝喋しやべって〟なかったか？）


　ということは人間──!?


　この世界には、もう俺達二人しかいないハズなのに──!?


　様々な疑問が頭の中で乱れ飛んだが、考えをまとめるには、溺おぼれてる生物？　までの距きよ離りがなさすぎた。俺はあっさり声の主のもとへ辿たどり着つき、溺れているそいつの姿を見る。


　水しぶきでよく見えないが──どうも、人間ではないようだった。やけに小さい。たぶん一○センチ程度しかない。ボロボロに汚よごれて破けた、原形がなにかわからない黒っぽい服を着ている。髪かみの色はいわゆる浅あさ葱ぎ色いろで、そこだけやけに綺き麗れいで──


　────えっ？


　その瞬間。俺の思考は、完全に停止した。


　おかしい。なにかがおかしい。


　ありえない。ありえるはずのないことがおこっている。


　嬉うれしいのかショックなのかもわからない。


　目の前に。いるはずのない奴がいるのだから──


　しかし。


　俺はいつの間にか。そんなつもりもなかったのに。その溺れる物体に対し、手を差さし伸のべていた。


　俺の手の上にのりあげたそいつは、


「ぶふーっ！」


　っと汚きたなく俺の手の中に川の水を吐はき出し。ぜぇぜぇいいながら、手の上にあつかましく座り込む。


「ん、んがが……あ、ありがとうございました。見知らぬ旅のお方。でもちがうんです。今のはドラ蔵さんがくしゃみをして振り落とされてそれで──」


「オイ」


　なんだか言い訳が長くなりそうだったので。


「お前……ここで何をやっている……!?」


　俺はさえぎり──そして震ふるえる声でそいつの名を呼ぶ。


「オブシディアン……！」


　それは──絶対ここにいるはずのない。しかし世界で唯ゆい一いつ、ここに辿り着いてもおかしくはない、俺の剣精レイダーの名前。


「…………え？」


　その声に。ディアはぴくりと身体を震わせ。そして改めて俺の顔を見上げる。


　中空でぶつかり合う、呆ほうけたようなディアの視線と、困こん惑わくにゆれる俺の視線。


　そして次の瞬間。


　ディアが、ぐにゃりと、こらえきれない泣き顔のような表情を浮かべた瞬間──


　終わったはずの俺達の物語が。


　そして、せっかく心の奥に閉じ込めておけそうだった俺の想いが──


（俺は本当にこの世界で満足なのか──!?）


　どうしようもないくらい──


「ご……ご主人様さまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」


　俺の中で雄お叫たけびをあげた──




【to be continued】
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　あとがき







　一巻……一五ページ。


　二巻……二ページ。


　三巻……一五ページ。


　テツワンレイダーの、ここまでのあとがきの枚数です。


　で、気になる四巻の枚数ですが。


　今回は──


　中途半端に六ページらしいです。


　いや、ここまできたら、なんか極きよく端たんな枚数こいよ……という気がしないでもないですが。まぁいいです……きたらきたで、地じ獄ごく見るのはわかりきってるんで……。
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　というわけで、おひさしぶりです、大だい楽らく絢けん太たです。


　テツワンレイダー、なんのかんのの四冊目です。


　前シリーズ『七人の武器屋』という崖シリーズを越えて、新たに登り始めたこの『テツワンレイダー』っちゅう崖も、いつのまにかけっこうな高さまでのぼってきた感じです。勝手が違うので、前までのノウハウがそんな使えんわ、予期せぬトラブル起こりまくるわで、毎回崖から転落してズタボロになってるわけですが、みなさんの応援と、裏コンティニューを使いまくって、なんとかかんとかここまできました。


　物語もいよいよ大詰めです。


　この崖をのぼりきった先になにがあるのか、ぼくは予測とはいえ一応知っていて、それをみなさんに見て欲しくてここまで書いてきましたんで。ここまできたら、最後の最後までお供していただいて、崖の上の景色を一緒に見れたら幸いだと思います。


　そういうわけで、まずは『テツワンレイダー４』、よろしくおねがいします（土下座）。





　　　　＄




　あとはだらっ、とフリートークします。


　みなさん、最近、びっくりすることとかあります？


　ぼくはあれなんです、最近、けっこうびっくりすること多いんですよ。


　ついさっきも、びっくりしました。


　あとがき書こうとして、パソコンの前座ったんですよ。


　でも、しばらくして、なんか胸のあたりに違和感あるなぁって思って、胸のあたりに手ぇ当てたんですよ。で、手当てたら、そこ、ちょうどポロシャツの胸ポケットになってる場所で。


　なんやろうと思って手ぇつっこんだら、なんかそこから、いきなり折りたたまれた千円札がむきだしで出てきました。当然、ぼくには千円札を胸ポケにむきだしでネジ込む習性も、入れた記憶もございません。めっちゃびびりました。その後一瞬笑いましたけど、よく考えたら、けっこう不気味です。見るからに赤せき貧ひんオーラ漂ただようぼくを見かねて、スリの逆のような人が、人ごみの中、すれ違いざまにぼくの胸ポケにそれをネジ込んでくれたのでしょうか。


　昨日びっくりしたんは、近くのスーパーの二階で、『人間の体内に関する芸術を探求する祭典』みたいなタイトルの、なんかステキなイベントやってるん知ったんで、ちょっと見にいったんですよ。


　めっちゃびびりました。


　まず、その〝祭さい典てん〟が開かれてるはずの部屋が、タイトルのわりに、凄すさまじく狭いんです。


　たぶん、四畳半くらい。


　で、その部屋の中に、その祭典の主催者兼、受付兼、解説者みたい人が、一人だけ座ってて。他に客の姿なし。


　ぼく、本気で悲鳴あげて逃げ出そうとかと思ったんですが、まぁ、もうすでに部屋の中に足踏み入れてるし、いきなり逃げ出すのも失礼じゃないですか……？　だから勇気ふりしぼって、さらに部屋の中に踏み込んだんです。


　そしたら、どうもそこは、祭典とかじゃなくて、受付の人がつくった芸術作品を展示する、個展みたいな部屋やったらしく。いろいろ作品飾ってあったんですよ。


（あ、個展かぁ。これなら、逃げ出す必要もないか。それにもしかしたら、なんか自分の仕事の役にたつかもしれんし……）


　だからぼく、若干ホッとしながら、まず入り口に一番近い作品に視線移したんです。


　そこには、なんか遠足とかの時につかうブルーシートが吊り下がってました。


　そのブルーシートの中央に、黒いゴミ袋がはられてまして。


　ぼく、これなんやろう？　と思って、その芸術家の人に聞いたんですよ。


「あの……これなんですか？」


「それは胃袋です」


（え……えぇぇぇぇぇ……!?）


　なんでかわかりませんけど、めっちゃ変な汗が大量に出ました。なんかやばい、と思いました。


「な、なるほどぉ……」


　ぼくはその後、努めて平へい静せいを保たもったフリをしながら、その四畳半の作品を足早に、でもちゃんとひととおりみて、そこから帰りました。





　とか、本気でやくたいもない話してるうちに、もう五ページ目終しゆう盤ばんですか。こっからまだ幾いくつか話あったんですが。『マク○スＦ』をビデオ屋で借りたら壊れてて、交換の為に店にいったら、動作確認の為、何故か店頭で店員のお姉さんと冒頭数分を観ることになって、しかもそこにシャワーシーンとかあってめっちゃ気まずかったとか。でもよく考えたらそれほど知る必要のない情報もこの世にないし別にいいか（笑）。


　しかし普通の枚数のあとがきは楽でいいわ……。





　最後に謝辞等。


　毎回ぼくから原稿とる為に血ヘド吐いてる同い年の編集Ｋさん。すいません。次こそはなんとかします……！


　毎回血ヘド吐くようなスケジュールの中、気合入ったイラスト描いてくださっています桜沢いづみおねいさん。次巻もがんばりますんで、よろしくおねがいします。もう、みんなで、血ヘド吐こうよ（泣）。


　最後に告知等。


　次のテツワンレイダーは、二○一一年、三月、ぐらいに出ると思います。本気でよろしくお願いします。


　同時に、並行して、新作もとりかかっています。内容は、ある種、満まんを持じしてあれです。


　何年越しかもう考えたくもないですが、一巻のあとがきにかいたあのネタが、新シリーズになりそうです。テツワンの反動か、こっちはおもいっきり笑いに走りそうな予感、大。


　こっちも、近々出せそうですので、テツワンともども、よろしくお願いします。


　以上！　色々大変な世の中っぽいですが、返り討ちにしてやりましょう。大楽でした。







大楽絢太　
















　初　出








シナリオⅡ・魔導の国の少女─（上）　　　ドラゴンマガジン２０１０年７月号


シナリオⅢ・魔導の国の少女─（下）　　　ドラゴンマガジン２０１０年９月号





※他、全て書下ろし




テツワンレイダー４





大だい楽らく絢けん太た






[image: ]


平成24年7月19日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2010 Kenta Dairaku, Itu″mi Sakurazawa/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/K001.jpg
l/.:f 9—

=TETSUWAN
Raider






OEBPS/images/P325.jpg





OEBPS/images/P049.jpg





OEBPS/images/GAIJI-U2661.png





OEBPS/images/P225.jpg





OEBPS/images/P077.jpg
(ﬂ

7






OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/P137.jpg





OEBPS/images/P025.jpg





OEBPS/images/P005.jpg
T .|<|<¢. YWY .l“.. VWA

O O O O O O D YO0
) MO QOOOOOOOO0G) = .
0 AA. (¢ A@.@A@A@@A@A@ “ A..

A .&. 0 A
a i i
%&eéaa .%&@ % M%
o i 0
COOOOOE (01RO @0
IOOOOOOO( ¢ (@
o AA. @ Aﬂ. (© AA. AA. AA Ao 0
IOOGOOCOONE © (o
BOOEOOOOCENS ( O
.\% 0 AA.AA.AA.AA.AA.AA.% .A.%. o ) AA.AA.»,A
HOOEOOOEOOO OO0 O
./Q..AA.AA..AA..A@AA. .A«.A@...@AA‘@. (0 0 ./ 0 e.A@.A«.. AoA.
RO s ans L

I






OEBPS/images/P207.jpg





OEBPS/images/K004.jpg
[MESEVEIDS R o]
BN B
Wosanann 4 48
WS E ST WG |





OEBPS/images/GAIJI-MIN-U541E.png





OEBPS/images/P359.jpg





OEBPS/images/P187.jpg





OEBPS/images/P263.jpg





OEBPS/images/P017.jpg





OEBPS/images/K002_zzz.jpg
[IOM0E—)
EBEOMARY
TR QS HRHEN
Di3vineg|






OEBPS/images/P249.jpg





OEBPS/images/ORIKAESHI1.jpg
RS

@rZLSLIFATE

RRIEE. TYOVHED, B
REBRSRANEEERTT LA b
LTWB, WEETPOTERTIL
)\ NEEE. EYE—100MY3ay
T=EFB—/\FVIB—HKEXA Y
ARSOH——FKB-OVEZSE
SEER—TA AB—=D50H5
R=oP+hUB—-T. BEDXEE
B, RE12EE, XA <=7

A5 HERVD %
HAN—=FH1> :designCREST

/W

A WY |

V7/40 2\ SN YA

F—N





OEBPS/images/P179.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





